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凶行　なぜ
11月13日夜、フランス・パリで同時多発テロが発生した。現場に近いレピュブリック広場には
市民の追悼メッセージが描かれていた＝11月16日 撮影：大西　正純（産経新聞社写真報道局）

　
新
聞
・
テ
レ
ビ
は
節
目
の
年
を
大
事
に
す
る
。
今
年
は
戦
後

70
年
報
道
に
力
を
注
い
だ
。
来
年
、
日
本
と
世
界
の
メ
デ
ィ
ア

が
注
目
す
る
の
は「
３
・
11
」５
年
だ
ろ
う
。
東
日
本
大
震
災

と
福
島
原
発
事
故
の
あ
の
日
を
境
に
、
も
の
の
見
方
が
変
わ
っ

た
と
話
す
人
は
多
い
。
た
だ
、
世
の
中
の
仕
組
み
や
動
き
方
が

一
変
し
た
よ
う
に
は
、
今
の
と
こ
ろ
見
え
て
こ
な
い
。

　
日
本
記
者
ク
ラ
ブ
も「
５
年
」に
取
り
組
む
。
企
画
委
員
会

は
幹
事
団
を
作
り
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
検
討
し
て
き
た
。
各
社
に

募
集
案
内
を
送
る
が
、
１
月
下
旬
に
は
東
電
福
島
第
一
原
発
に

現
地
取
材
団
を
派
遣
す
る
。14
年
１
月
に
続
き
２
回
目
と
な
る
。

多
く
の
記
者
が
参
加
で
き
る
よ
う
、
原
発
構
内
取
材
日
を
１
月

25
日
と
27
日
の
２
班
に
分
け
、
26
日
は
合
同
で
周
辺
市
町
村
を

取
材
す
る
。

　
２
月
は
宮
城
・
岩
手
県
に
復
興
取
材
団
を
出
そ
う
と
調
整
中

だ
。
ク
ラ
ブ
の
会
見
に
は
知
事
や
地
元
の
市
町
村
長
は
も
ち
ろ

ん
、
被
災
者
の
身
近
で
活
動
す
る
企
業
社
長
、
研
究
者
や
Ｎ
Ｇ

Ｏ
専
門
家
ら
を
幅
広
く
招
き
た
い
。
こ
の
会
報
で
も
特
集
記
事

を
組
む
。
ご
意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

�

（
中
井
良
則
）

今月のことば
「
中
国
人
の
８
割
が
、（
大
気
汚
染
は
問
題
だ
が
）気
候
変
動
は
深
刻

で
は
な
い
と
答
え
る
」

　
ス
ト
ー
ク
ス
・
ピ
ュ
ー
・
リ
サ
ー
チ
セ
ン
タ
ー
国
際
経
済
世
論
調
査

部
デ
ィ
レ
ク
タ
ー（
11
・
17
）�

13
㌻

「
気
温
上
昇
を
抑
え
る
た
め
、
経
済
開
発
の
在
り
方
や
生
活
習
慣
を

大
き
く
変
え
る
必
要
が
あ
る
。
先
進
国
は
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
で
対

応
で
き
る
が
、
新
興
国
は
財
政
支
援
が
な
け
れ
ば
で
き
な
い
」

　
ダ
ナ
・
駐
日
フ
ラ
ン
ス
大
使（
11
・
18
）�

15
㌻

福
島
原
発
に
取
材
団
　
１
月

「
3
・
11
」５
年
　
企
画
幅
広
く
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ク
戦
争
の
失
敗
が
大
ニ
ュ
ー
ス
だ
っ
た

が
、
当
時
の
イ
ラ
ク
の
混
乱
が
世
界
を
揺

る
が
す「
イ
ス
ラ
ム
国
」に
つ
な
が
っ
た
。

そ
の
意
味
で「
70
年
」は
世
界
の
大
き
な

流
れ
の
通
過
点
に
過
ぎ
な
い
。

　
た
だ
、
メ
デ
ィ
ア
の
仕
事
は
歴
史
の
秒

針
を
刻
む
と
と
も
に
、
歴
史
の
証
言
を
記

録
し
検
証
す
る
こ
と
に
あ
り
、
70
年
と
い

う
時
の
長
さ
を
考
え
れ
ば「
証
言
者
」「
目

撃
者
」の
話
を
直
接
聞
け
る
機
会
が
減
っ

て
い
く
の
は
避
け
ら
れ
な
い
。
グ
ロ
ー
バ

ル
化
の
反
動
な
の
か
、
歴
史
が「
直
視
」

や「
克
服
」の
対
象
と
い
う
よ
り
は
、
国

家
間
、
民
族
間
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー

競
争
の
様
相
を
呈
し
て
い
る
よ
う
に
感
じ

る
と
き
が
あ
る
。
そ
の
意
味
で
も
、
当
ク

ラ
ブ
が
戦
後
70
年
に
焦
点
を
あ
て
た
企
画

を
さ
ま
ざ
ま
に
繰
り
広
げ
た
こ
と
は
大
い

に
意
義
の
あ
る
取
り
組
み
だ
っ
た
。

　
ド
イ
ツ
と
イ
ス
ラ
エ
ル
に
派
遣
し
た
取

材
団
は
、
両
国
の
和
解
が
な
ぜ
可
能
だ
っ

た
の
か
、
答
え
を
求
め
20
人
を
超
え
る
人

に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し
た
。
取
材
団
の
１
人

　
シ
ャ
ル
リ
・
エ
ブ
ド
襲
撃
で
始
ま
り
、

同
じ
パ
リ
の
同
時
多
発
テ
ロ
で
幕
を
閉
じ

よ
う
と
し
て
い
る
こ
の
１
年
は
、
後
世
、

世
界
史
の
大
き
な
節
目
と
し
て
記
憶
さ
れ

る
だ
ろ
う
。
同
じ
よ
う
に
日
本
で
も
、
戦

後
70
年
の
今
年
は
、「
安
保
」や「
歴
史
」

の
観
点
か
ら
重
要
な
転
換
の
年
と
し
て
記

録
さ
れ
る
に
違
い
な
い
。

　
日
本
記
者
ク
ラ
ブ
は
そ
ん
な
問
題
意
識

か
ら
多
く
の
情
報
や
視
点
を
発
信
し
て
き

た
。
記
録
的
な
３
２
３
人
も
の
出
席
者
を

集
め
た
村
山
富
市
元
首
相
と
河
野
洋
平
元

官
房
長
官
の
共
同
記
者
会
見（
６
月
９

日
）を
筆
頭
に
、
会
見
や
研
究
会
は
２
１

１
回（
11
月
末
現
在
）を
数
え
た
。

　
私
は
戦
後
50
年
を
モ
ス
ク
ワ
で
、
戦
後

60
年
を
ワ
シ
ン
ト
ン
で
迎
え
た
。「
50
年
」

の
世
界
は
時
代
の
裂
け
目
か
ら
む
き
出
し

の
民
族
の
顔
が
見
え
た
こ
ろ
で
あ
り
、
そ

ん
な
ニ
ュ
ー
ス
の
１
つ
と
し
て
追
い
か
け

た
ク
リ
ミ
ア
情
勢
は
今
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
危

機
と
し
て
欧
州
を
揺
さ
ぶ
っ
て
い
る
。

「
60
年
」前
後
の
ワ
シ
ン
ト
ン
で
は
イ
ラ

は
帰
国
後
、
冷
徹
な
国
益
観
を
踏
ま
え
た

国
家
の
実
利
と
、
一
人
ひ
と
り
が
記
憶
と

責
任
を
考
え
る
と
い
う
個
人
の
内
面
の
意

識
の
２
つ
が
歴
史
を
つ
く
る
の
で
は
な
い

か
、
と
語
っ
て
い
る
。

　
戦
後
70
年
を
ど
う
伝
え
る
か
と
い
う
テ

ー
マ
で
は
、
全
国
の
若
手
・
中
堅
記
者
を

集
め
た
研
修
会
と
沖
縄
取
材
団
を
企
画
し

た
。
一
連
の
試
み
は
、
ク
ラ
ブ
発
の
情
報

発
信
、
国
内
外
へ
の
取
材
団
派
遣
、
全
国

の
記
者
の
研
修
と
交
流
と
い
う
３
つ
を
重

層
的
に
組
み
合
わ
せ
た
も
の
だ
っ
た
。

　
メ
デ
ィ
ア
の
将
来
に
つ
い
て
も
、
こ
れ

ま
で
以
上
に
深
く
掘
り
下
げ
た
企
画
が
目

白
押
し
だ
っ
た
。
デ
ジ
タ
ル
版
有
料
購
読

者
が
１
０
０
万
人
を
超
え
た
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
・
タ
イ
ム
ズ
の
ト
ン
プ
ソ
ン
社
長
は
自

ら
の
ｉ
Ｐ
ｈ
ｏ
ｎ
ｅ
を
か
ざ
し
て
、
こ
う

語
っ
た
。

　「
多
く
の
記
者
は
こ
う
し
た
端
末
で
写

真
を
撮
り
、
テ
キ
ス
ト
を
シ
ェ
ア
し
、
そ

れ
を
仕
事
で
使
っ
て
い
る
。
ジ
ャ
ー
ナ
リ

ス
ト
は
愚
か
で
は
な
い
。
世
の
中
の
変
化

は
十
分
に
理
解
し
て
い
る
。
Ｂ
Ｂ
Ｃ
や
Ｎ

Ｙ
Ｔ
の
記
者
も
未
来
を
信
じ
て
い
た
い
と

真
剣
に
思
っ
て
い
る
か
ら
こ
そ
、
自
分
が

変
わ
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
が
分
か

っ
て
い
る
。
業
界
も
変
化
し
な
け
れ
ば
存

亡
の
危
機
を
迎
え
る
」

　
ト
ン
プ
ソ
ン
氏
が
も
う
１
つ
強
調
し
た

こ
と
が
あ
る
。「
記
者
に
求
め
る
基
準
は

全
く
変
わ
っ
て
い
な
い
。
常
に
一
番
レ
ベ

ル
の
高
い
、
世
界
一
質
の
高
い
記
事
を
書

い
て
く
れ
る
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
を
求
め

る
。
こ
れ
は
変
わ
ら
な
い
」

　
第
３
期
に
入
っ
た
記
者
ゼ
ミ
で
も
次
世

代
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
の
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
を

取
り
上
げ
る
一
方
で
、
講
師
の
こ
ん
な
指

摘
が
あ
っ
た
。「
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
の
真

価
は
情
報
を
発
掘
す
る
足
で
あ
り
、
デ
ー

タ
や
情
報
を
深
く
解
説
す
る
頭
で
あ
る
」

　
日
米
の
発
言
に
共
通
し
て
い
る
の
は
、

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
が
大
切
に
す
べ
き
不

変
・
普
遍
の
価
値
と
、
メ
デ
ィ
ア
と
し
て

大
胆
に
変
わ
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い

う
精
神
で
あ
る
。
ク
ラ
ブ
の
来
年
の
活
動

は
、こ
こ
も
踏
ま
え
て
考
え
た
い
と
思
う
。

　
　（
に
し
む
ら
・
よ
う
い
ち
　
朝
日
新
聞
常
務

取
締
役
）

マーク・トンプソン・ニューヨークタイムズ社長
会見（９．２５）を司会する西村企画委員長

戦
後
70
年
、メ
デ
ィ
ア
の
将
来

重
層
的
、多
角
的
に
掘
り
下
げ
た
１
年

�

企
画
委
員
長
　
西
村
　
陽
一
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悩
ん
で
い
る
テ
ー
マ
で
も
あ
っ
た
。
つ
ま

り「
紙
と
ネ
ッ
ト
の
違
う
特
性
を
生
か

し
、
連
携
し
な
が
ら
、
ニ
ュ
ー
ス
を
ど
う

提
供
す
る
か
」と
い
う
難
問
だ
。

　
１
月
号
か
ら
会
報
の
ク
ラ
ブ
ゲ
ス
ト
欄

は
な
く
な
る
。
新
た
に「
ゲ
ス
ト
一
覧
」

の
ペ
ー
ジ
を
設
け
、
毎
月
の
ゲ
ス
ト
全
員

を
写
真
付
き
で
コ
ン
パ
ク
ト
に
紹
介
す

る
。
１
ペ
ー
ジ
に
は
10
人
前
後
を
掲
載
で

き
る
だ
ろ
う
。
サ
イ
ト
と
同
じ
名
前
の

「
会
見
リ
ポ
ー
ト
」欄
を
作
り
、
重
要
ゲ

ス
ト
や
関
心
の
高
い
テ
ー
マ
を
選
ん
で
、

サ
イ
ト
に
ア
ッ
プ
済
み
の
長
め
の
原
稿
を

載
せ
る
。
大
物
ゲ
ス
ト
な
ら
１
ペ
ー
ジ
全

て
を
使
う
場
合
も
あ
る
だ
ろ
う
。

　
こ
の
方
法
だ
と「
ゲ
ス
ト
一
覧
」に
登

場
す
る
だ
け
の
会
見
も
あ
る
。
そ
の
会
見

リ
ポ
ー
ト
は
す
で
に
サ
イ
ト
に
載
っ
て
い

る
の
で
そ
ち
ら
を
読
ん
で
く
だ
さ
い
、
と

お
願
い
す
る
こ
と
に
な
る
。

　
か
く
し
て
①
サ
イ
ト
と
紙
の
す
み
分
け

と
共
通
の
コ
ン
テ
ン
ツ
提
供
で
進
め
る

「
連
携
」②
サ
イ
ト
の
特
性
を
生
か
し
た

「
速
報
」③
サ
イ
ト
で
も
紙
で
も
読
め
る

「
詳
報
」―
―
が
キ
ー
ワ
ー
ド
と
な
る
。
と

は
い
え「
臨
機
応
変
」が
４
つ
め
の
キ
ー

ワ
ー
ド
。
ま
ず
は
１
月
号
を
作
り
、
読
者

の
反
応
や
注
文
を
聞
き
な
が
ら
、
発
信
強

化
を
め
ざ
し
た
い
。
来
年
は
ウ
ェ
ブ
サ
イ

ト
の
全
面
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
に
も
取
り
組
む

予
定
だ
。�

（
専
務
理
事
　
中
井
良
則
）

年末企画
わたしのおすすめ本2015 4‣5

中国取材団報告 6‣9
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� 朝日新聞社　国末憲人
中台首脳会談�共同通信社　鈴木雄士
大阪ダブル選� 毎日放送　奥田信幸
被災地通信　福島県浪江町 22

全町避難地域の選挙戦
� 福島民報社　伊東一浩
リレーエッセー 23

資本主義を考え抜いた経営者
クロネコヤマトの小倉昌男さん
� 永野健二
書いた話書かなかった話 24‣25

男女雇用均等、共同参画
「女性」を書き続けた記者生活
� 鹿嶋　敬
試写会 26

放浪の画家　ピロスマニ
� 東京新聞　深田　実
海難1890� 朝日新聞社　真田正明
マイBOOKマイPR／寄贈書 27�

「
連
携
」「
速
報
」「
詳
報
」
で
発
信
強
化

サ
イ
ト
の
会
見
リ
ポ
ー
ト
欄
を
改
革
　
会
報
は
１
月
号
か
ら
紙
面
刷
新

　
日
本
記
者
ク
ラ
ブ
が
主
催
す
る
記
者
会

見
の
報
告
記
事
は
、
毎
月
発
行
す
る
ク
ラ

ブ
会
報
と
、
連
日
更
新
す
る
ウ
ェ
ブ
サ
イ

ト
の
２
つ
の
メ
デ
ィ
ア
で
発
信
し
て
い

る
。
会
報
委
員
会
は
さ
ら
に
読
ま
れ
る
発

信
の
在
り
方
に
つ
い
て
３
カ
月
、
議
論
を

続
け
、
12
月
の
ゲ
ス
ト
か
ら
新
し
い
掲
載

方
法
に
切
り
替
え
る
こ
と
を
決
め
た
。

　
サ
イ
ト
は
す
で
に
変
更
し
た
の
で「
会

見
リ
ポ
ー
ト
」が
長
く
な
っ
た
と
気
づ
い

た
方
が
い
る
か
も
し
れ
な
い
。
会
報
は
来

年
１
月
号
か
ら
紙
面
を
刷
新
す
る
。
キ
ー

ワ
ー
ド
は「
連
携
」「
速
報
」「
詳
報
」だ
。

　
会
報
委
員
会
の
議
論
の
出
発
点
は
、
①

ネ
ッ
ト
時
代
に
対
応
し
、
ク
ラ
ブ
の
サ
イ

ト
を
ど
う
充
実
す
る
か
②
ク
ラ
ブ
の
会
見

が
増
え
続
け
、
年
２
３
０
件
を
超
す
中
、

限
ら
れ
た
ペ
ー
ジ
し
か
な
い
紙
の
会
報
と

ス
ペ
ー
ス
が
豊
か
に
使
え
る
サ
イ
ト
を
ど

う
調
和
さ
せ
る
か
―
―
と
い
っ
た
問
題
意

識
だ
っ
た
。

紙
優
先
か
ら
ウ
ェ
ブ
・
フ
ァ
ー
ス
ト
へ

　
こ
れ
ま
で
の
編
集
は
、
会
報
今
月
号
の

「
ク
ラ
ブ
ゲ
ス
ト
」欄
を
ご
覧
い
た
だ
け

れ
ば
わ
か
る
よ
う
に
、
基
本
的
に
全
て
の

ゲ
ス
ト
を
同
じ
行
数
で
取
り
上
げ
、
重
要

会
見
は
や
や
大
き
く
扱
う
よ
う
に
し
て
き

た
。
原
稿
は
会
見
を
取
材
し
た
各
社
の
記

者
や
Ｏ
Ｂ
会
員
に
頼
ん
で
い
る
。
サ
イ
ト

の「
会
見
リ
ポ
ー
ト
」欄
に
は
会
報
と
同

じ
原
稿
を
掲
載
し
て
い
る
。
以
前
は
会
報

発
行
日
ま
で
待
っ
て
い
た
が
、
最
近
は
入

稿
す
れ
ば
で
き
る
だ
け
早
く
ア
ッ
プ
し
て

い
る
。
紙
媒
体
優
先
の
編
集
だ
っ
た
、
と

も
い
え
る
。

　
今
回
の
改
革
は「
ウ
ェ
ブ
・
フ
ァ
ー
ス

ト
」を
採
り
入
れ
た
。
会
報
で
は
扱
い
を

そ
ろ
え
る
た
め
字
数
に
縛
り
が
あ
っ
た

が
、ウ
ェ
ブ
な
ら
こ
だ
わ
る
必
要
は
な
い
。

筆
者
に
は
自
由
に
書
い
て
も
ら
え
る
の

で
、
結
果
と
し
て
長
め
の
記
事
に
な
る
だ

ろ
う
。
ま
た
、
サ
イ
ト
へ
の
ア
ッ
プ
は
会

見
翌
々
日
を
原
則
と
し
、
す
ぐ
に
出
稿
し

て
も
ら
う
。
速
報
と
詳
報
が
実
現
す
る
。

「
紙
と
ネ
ッ
ト
の
特
性
は
」

世
界
中
の
新
聞
と
同
じ
悩
み

　
で
は
、
会
報
は
ど
う
変
え
る
か
。
毎
月

開
く
会
報
委
員
会
で
９
、
10
、
11
月
と
議

論
を
重
ね
た
の
は
、
世
界
中
の
新
聞
社
が

550_P1-3,28-30.indd   3 2015/12/04   9:55:52



No.550　2015.12.10　日本記者クラブ会報⃝ 4

心に残った３ 冊

①
東
北
・
蝦え
み
し夷

の
魂�

（
高
橋
克
彦
著
／
現
代
書
館
）

②
セ
レ
ン
デ
ィ
ピ
テ
ィ
と
近
代
医
学

�

（
モ
ー
ト
ン
・
マ
イ
ヤ
ー
ズ
著
、
小
林
力
訳
／
中
公
文
庫
）

③
あ
の
日
か
ら
　
東
日
本
大
震
災
鎮
魂
　
岩
手
県
出
身

作
家
短
編
集�

（
道
又
力
編
／
岩
手
日
報
社
）

①
日
光
鱒
釣
紳
士
物
語�

（
福
田
和
美
著
／
山
と
渓
谷
社
）

②
芥
川
賞
の
謎
を
解
く�

（
鵜
飼
哲
夫
著
／
文
春
新
書
）

③
お
ば
あ
さ
ん
の
し
ん
ぶ
ん

�

（
松
本
春
野
文
・
絵
、
岩
國
哲
人
原
作
／
講
談
社
）

①
あ
の
戦
争
か
ら
遠
く
離
れ
て
　
私
に
つ
な
が
る
歴
史

を
た
ど
る
旅�

（
城
戸
久
枝
著
／
文
春
文
庫
）

②
戦
う
石
橋
湛
山�

（
半
藤
一
利
著
／
中
公
文
庫
）

③
定
訳
菊
と
刀
―
日
本
文
化
の
型

�

（
ル
ー
ス・ベ
ネ
デ
ィ
ク
ト
著
、長
谷
川
松
治
訳
／
社
会
思
想
社
）

　
①
盛
岡
在
住
の
直
木
賞
作
家
・
高
橋
克
彦
氏
が
東

日
本
大
震
災
か
ら
立
ち
上
が
ろ
う
と
す
る
東
北
人
の

気
質
を
独
自
の
歴
史
観
で
描
い
た
。
勝
者
の
み
が
歴

史
を
残
す
と
言
わ
れ
る
中
、
幾
度
と
な
く
中
央
の
収

奪
に
見
舞
わ
れ
た
蝦
夷
の
魂
、「
和
」の
精
神
の
成

り
立
ち
を
ひ
も
と
い
た
。
食
料
、
資
源
、
兵
力
、
労

働
力
の
供
給
地
と
し
て
蹂
躙
さ
れ
続
け
て
も
、
自
分

よ
り
他
人
を
思
い
や
る
姿
は
な
ぜ
燃
え
尽
き
る
こ
と

が
な
い
の
か
。
復
興
に
向
か
う
今
、
蝦
夷
の
Ｄ
Ｎ
Ａ

＝
反
骨
心
に
、思
わ
ず「
そ
う
だ
」と
叫
び
た
く
な
る
。

岩
手
日
報
編
集
局
長
　
川
村
　
公
司

　
①
は
地
元
で
は
知
ら
れ
た
名
著
。
明
治
期
か
ら
の

奥
日
光
と
西
洋
人
の
釣
り
の
関
わ
り
、
時
と
と
も
に

中
禅
寺
湖
が
ア
ン
グ
ラ
ー
の
聖
地
と
な
っ
て
い
く
さ

ま
が
描
か
れ
、
感
嘆
す
る
。
②
は
今
年
話
題
と
な
っ

た
芥
川
賞
の「
ま
つ
わ
る
本
」。
大
手
紙
の
論
評
で

知
ら
れ
る
筆
者
が
初
回
選
考
会
か
ら
１
４
０
０
本
の

全
選
評
を
読
破
し
、
舞
台
裏
を
ひ
も
と
い
た
。
③
は

絵
本
だ
が
、岩
國
さ
ん
の
幼
年
時
の
自
伝
エ
ッ
セ
ー
。

読
後
に
涙
が
出
そ
う
に
な
る
。
活
字
離
れ
を
あ
れ
こ

れ
言
う
よ
り
、
新
聞
と
い
う
も
の
の
あ
り
が
た
み
が

分
か
る
。

�

下
野
新
聞
役
員
待
遇
編
集
局
長
　
坂
本
　
裕
一

　「
戦
後
70
年
」を
深
く
考
え
る
こ
と
が
で
き
た
３

冊
。
①
中
国
残
留
孤
児
だ
っ
た
父
の
半
生
を
旧
満
州

に
追
い
続
け
た
旅
の
記
録
。
浅
薄
な
嫌
中
、
嫌
韓
本

が
あ
ふ
れ
る
中
で
、
２
つ
の
祖
国
と
自
ら
の
運
命
を

考
え
抜
い
た
本
。
ず
し
り
と
重
い
。
②
越
後
・
長
岡

に
育
っ
た
半
藤
氏
が
、
戦
争
の
時
代
に
も
リ
ベ
ラ
ル

な
論
陣
を
貫
い
た
湛
山
を
描
い
た
も
の
。
同
郷
の
先

達
に
言
論
人
と
し
て
の
覚
悟
を
問
わ
れ
た
気
が
し

た
。
③
三
十
数
年
ぶ
り
に
読
み
直
し
た
。「
空
気
を

読
む
同
調
社
会
」の
根
源
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

新
潟
日
報
執
行
役
員
編
集
局
長
　
佐
藤
　
明

　
毎
年
12
月
号
恒
例
の
お
す
す
め
本
紹
介
。
今
年
は
地
方
紙
・
地
方
局
の
編
集
・
報

道
局
長
の
皆
さ
ん
か
ら
お
寄
せ
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
地
元
に
ま
つ
わ
る

本
も
登
場
し
ま
す
。
年
末
年
始
休
み
の
読
書
の
参
考
に
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

わ
た
し
の
お
す
す
め
本
　
２
０
１
５

①第３の案　成功者の選択（スティーブ
ン・Ｒ・コヴィー著／キングベアー出版）

②最弱球団　高橋ユニオンズ青春記
（長谷川晶一著／彩図社）
③樹は語る　芽生え・熊棚・空飛ぶ果
実（清和研二著／築地書館）

　①「困難に直面した際、二者択一の
考え方は対立か妥協で終わる。どちら
でもない新たな案の創出」が最善の解
決策という。難しい。が、安易な妥協
に走りがちな自分を戒めた一冊。②か
つて３年間だけ存在したパ・リーグ球
団の物語。生まれる前の話だが、子供
時分なぜか興味を持ったことを思い出
し、手に。読んでスッキリ。③北海道
でもよく見る樹木を紹介。専門書的で
多少マニアックだが、時々の森散策の
楽しさを広げてくれた。
札幌テレビ放送取締役報道局長　萬谷慎太郎
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心 に残った３冊

①
残
夢
の
骸
　
満
州
国
演
義
９�

（
船
戸
与
一
著
／
新
潮
社
）

②『
サ
ウ
ン
ド
・
オ
ブ
・
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
』の
秘
密

（
瀬
川
裕
司
著
／
平
凡
社
新
書
）

③
ド
ラ
ゴ
ン
ズ
背
番
号
も
の
が
た
り

（
鶴
田
真
也
著
／
中
日
新
聞
社
）

①
治
さ
な
く
て
よ
い
認
知
症�

（
上
田
諭
著
／
日
本
評
論
社
）

②
紙
の
動
物
園

（
ケ
ン
・
リ
ュ
ウ
著
、
古
沢
嘉
通
編
・
訳
／
早
川
書
房
）

③
ニ
ッ
ポ
ン
景
観
論（

ア
レ
ッ
ク
ス
・
カ
ー
著
／
集
英
社
新
書
）

①
ベ
ト
ナ
ム
　
戦
争
と
平
和�

（
石
川
文
洋
著
／
岩
波
新
書
）

②
記
者
は
死
ん
だ
か
！�

（
小
田
橋
弘
之
著
／
晩
聲
社
）

③
日
本
は
な
ぜ
米
軍
を
も
て
な
す
の
か

（
渡
辺
豪
著
／
旬
報
社
）

　
①
執
筆
10
年
。
全
９
巻
を
完
結
上
梓
し
た
直
後
に

逝
っ
た
故
・
船
戸
与
一
さ
ん
畢
生
の
大
作
。
大
戦
前

後
の
満
州
国
を
舞
台
に
４
兄
弟
の
生
き
様
を
描
く
。

戦
後
70
年
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
、
全
巻
読
破
に
感
慨
。

い
つ
か
映
像
ド
ラ
マ
化
し
て
ほ
し
い
大
河
小
説
。

②
か
つ
て
海
外
特
派
員
と
し
て
駐
在
し
た
オ
ー
ス
ト

リ
ア
。
地
元
で
は
今
ひ
と
つ
不
人
気
な
映
画
だ
が
、

私
に
と
っ
て
は
生
涯
ベ
ス
ト
１
。
そ
の
魅
力
満
載
。

③
２
０
１
６
年
は
球
団
創
設
80
周
年
の
記
念
年
。

温
故
知
新
…
歴
史
を
知
っ
て
新
た
な
熱
烈
応
援
を
！

Ｃ
Ｂ
Ｃ
テ
レ
ビ
報
道
局
長
　
北
辻
　
利
寿

　
①「
治
さ
ず
、
病
を
持
ち
な
が
ら
も
人
間
ら
し
く
、

本
人
に
生
活
の
張
り
合
い
を
持
た
せ
る
」と
い
う
筆

者
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
は
認
知
症
そ
の
も
の
の
考
え
方
を

根
本
的
に
変
え
て
し
ま
う
。
認
知
症
治
療
方
法
に
一

石
を
投
じ
た
１
冊
。
②
本
屋
で
偶
然
出
合
っ
た
。「
今

さ
ら
Ｓ
Ｆ
な
ん
て
…
」と
思
い
つ
つ
、
グ
イ
グ
イ
と

引
き
込
ま
れ
た
作
品
。
少
し
切
な
い
大
人
の
童
話
短

編
集
。③
何
だ
か
ヘ
ン
な
日
本
の
景
観
を
鋭
く
指
摘
。

無
秩
序
な
開
発
を
批
判
し
つ
つ
、
あ
る
べ
き
日
本
の

姿
へ
の
ヒ
ン
ト
が
詰
ま
っ
て
い
る
。

朝
日
放
送
報
道
局
長
　
大
島
　
尚

　
①
ど
の
時
代
に
も
正
し
い
戦
争
は
な
い
。
き
れ
い

な
戦
争
も
な
い
。
一
枚
一
枚
の
写
真
が
訴
え
る
の
は

過
去
に
と
ど
ま
ら
な
い
。
被
写
体
は
明
日
の
私
た
ち

か
も
し
れ
な
い
の
だ
。
戦
争
の
足
音
が
近
づ
く
中
、

子
供
た
ち
と
め
く
り
た
い
。
②
１
９
９
６
年
発
行
。

報
道
に
携
わ
る
者
と
し
て
座
標
軸
を
確
認
し
た
い
時

に
本
棚
か
ら
取
り
出
す
１
冊
。
記
者
の
原
点
を
教
え

て
く
れ
る
。
③
沖
縄
で
基
地
担
当
記
者
を
し
て
い
た

著
者
が
対
米
従
属
国
家
の
姿
を
あ
ぶ
り
だ
す
。
戦
後

史
か
ら
今
が
見
え
る
。
沖
縄
か
ら
日
本
が
見
え
る
。

沖
縄
タ
イ
ム
ス
取
締
役
編
集
局
長
　
武
富
　
和
彦

①チェルノブイリの祈り　未来の物語
（スベトラーナ・アレクシエービッチ著、
松本妙子訳／岩波現代文庫）
②原爆供養塔　忘れられた遺骨の70年
（堀川惠子著／文藝春秋）
③きょうは、おおかみ�
（キョウ・マクレア文、イザベル・アーセ
ノー絵、小島明子訳／きじとら出版）

①あしたから出版社�
（島田潤一郎著／晶文社）
②星を撒いた街（上林曉著／夏葉社）
③昔日の客（関口良雄著／夏葉社）

　広島ゆかりの女性３人の奮闘に圧倒
された１年だった。①大勢のハルキス
トを「仕方ない」と諦めさせた力作の
１つ。いち早く世に広めた翻訳者の松
本妙子さんは私と同郷であり、周囲に
自慢しながら再読。②広島のテレビ局
を退職し、フリーになってからの著者
の活躍は皆さんご存じの通り。取材の
突破力に今回も舌を巻いた。③版元は、
この絵本を訳した小島明子さんが広島
市内で営む「ひとり出版社」。その眼
力と熱意に脱帽。
中国新聞執行役員編集局長　江種　則貴

　①は小説家への夢破れ、就職にも失
敗した高知県室戸市出身の筆者が31歳
で一念発起。１人出版社「夏葉社」を
立ち上げ、埋もれた名作の掘り起こし
に乗り出す自伝的エッセー。②③はそ
の夏葉社が復刊した２冊。上林曉は高
知県黒潮町出身の私小説作家で、芥川
賞作家の又吉直樹さんがファンを公言
するなど、復刊を機に再評価の声が高
まっている。本の魅力とは、出版の良
心とは何かを問いかける、読書好きに
はたまらない３冊である。

高知新聞編集局長　松岡　和也
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第
14
回
海
外
取
材
団
（
11
・
８
～
14
）

日
中
関
係
、北
京
冬
季
五
輪
開
催
、四
川
大
地
震
復
興

　
中
国
と
い
う
巨
大
な
取
材
対
象
と
格
闘

を
続
け
て
４
半
世
紀
に
な
る
が
、
訪
れ
る

た
び
に
何
か
発
見
が
あ
る
。
今
回
、
取
材

団
が
訪
れ
た
場
所
は
バ
ラ
エ
テ
ィ
ー
に
富

ん
で
い
た
が
、
ど
こ
で
も
認
識
を
新
た
に

さ
せ
ら
れ
る
話
を
見
聞
き
す
る
こ
と
が
で

き
た
。
北
京
か
ら
四
川
省
へ
と
続
い
た
旅

の
ハ
イ
ラ
イ
ト
を
ご
紹
介
し
た
い
。

　
盧
溝
橋
の
中
国
人
民
抗
日
戦
争
記
念
館

を
参
観
し
た
際
、
70
周
年
記
念
展
よ
り
10

月
か
ら
始
ま
っ
た
台
湾
で
の
抗
日
史
を
伝

え
る
特
別
展
に
関
心
を
持
っ
た
。
前
日

（
11
月
7
日
）に
歴
史
的
な
中
台
首
脳
会
談

が
開
催
さ
れ
た
ば
か
り
。
台
湾
を
接
収
し

た
記
念
日
に
合
わ
せ
た
開
催
と
い
う
の
が

公
式
説
明
だ
っ
た
が
、
ど
こ
か
で
連
動
し

て
い
る
の
で
は
と
い
う
疑
問
も
残
っ
た
。

　
中
国
政
府
も
民
間
と
連
動
し
て
進
め
る

パ
ブ
リ
ッ
ク
・
デ
ィ
プ
ロ
マ
シ
ー
の
必
要

性
を
感
じ
て
い
る
の
だ
ろ
う
。
３
年
前
に

発
足
し
た
中
国
公
共
外
交
協
会
で
の
座
談

会
に
は
メ
デ
ィ
ア
、
学
者
、
ネ
ッ
ト
企
業

幹
部
、
中
国
語
普
及
事
業
を
進
め
る
孔
子

学
院
の
幹
部
ら
が
参
加
し
、
予
定
時
間
を

大
幅
に
超
え
て
議
論
が
続
い
た
。

　
教
育
も
取
材
テ
ー
マ
の
１
つ
で
、
外
国

人
留
学
生
を
受
け
入
れ
て
い
る
北
京
の
第

39
中
学
校（
日
本
の
中
学
、
高
校
に
当
た

る
６
年
制
）を
訪
問
し
た
。寄
宿
舎
で
生
活

す
る
国
際
部
の
学
生
60
人
の
う
ち
韓
国
が

25
人
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
17
人
、
タ
イ
８
人

で
日
本
人
は
ゼ
ロ
。
こ
の
数
字
に
中
国
と

の
心
理
的
な
距
離
感
の
違
い
を
感
じ
た
。

　
２
０
０
８
年
の
北
京
夏
季
五
輪
で
水
泳

競
技
に
使
用
さ
れ
、
22
年
の
北
京
冬
季
五

輪
で
も
カ
ー
リ
ン
グ
の
会
場
と
な
る
ウ
オ

ー
タ
ー
キ
ュ
ー
ブ（
水
立
方
）を
見
学
し
た

際
は
、
ネ
ッ
ト
通
販
最
大
手
の
ア
リ
バ
バ

関
係
者
が
11
月
11
日
の「
独
身
の
日
」セ

崩
壊
だ
け
で
は
な
い
中
国
経
済
の
１
面
を

見
た
気
が
し
た
。

　
四
川
省
で
は
08
年
の
四
川
大
地
震
の
復

興
状
況
視
察
が
メ
ー
ン
テ
ー
マ
だ
っ
た
。

中
央
政
府
が
巨
額
の
復
興
資
金
を
注
ぎ
込

ん
だ
こ
と
も
あ
り
、
か
つ
て
は
省
都
・
成

都
か
ら
５
、
６
時
間
か
か
っ
た
震
央
の
映

秀
鎮
ま
で
高
速
道
路
で
２
時
間
足
ら
ず
で

結
ば
れ
て
い
る
。

　
数
千
人
が
死
亡
し
た
鎮
の
中
心
部
に
は

立
派
な
新
街
区
が
作
ら
れ
、
被
災
者
が
観

光
用
の
旅
館
や
食
堂
な
ど
を
経
営
し
て
い

た
。
地
震
体
験
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
ま
で

あ
り
、
日
本
人
と
は
感
覚
が
違
う
が
、「
生

き
残
っ
た
も
の
の
生
活
も
大
事
だ
」と
い

う
地
元
幹
部
の
言
葉
に
も
リ
ア
リ
テ
ィ
ー

が
あ
っ
た
。

　
当
初
、
中
国
側
に
要
請
し
て
い
た
要
人

と
の
会
見
が
実
現
で
き
な
か
っ
た
の
は
残

念
だ
っ
た
が
、
外
務
省
幹
部
と
の
夕
食
会

や
意
見
交
換
の
場
が
設
定
さ
れ
た
。
中
国

側
の
対
応
や
発
言
の
端
々
か
ら
対
日
関
係

改
善
の
意
欲
が
感
じ
ら
れ
た
こ
と
を
付
け

加
え
て
お
き
た
い
。

〝多様な中国〟認識新たに
対日改善への意欲も実感

団長　坂東　賢治（毎日新聞専門編集委員）

ー
ル
の
前
夜
祭
の
準

備
に
追
わ
れ
て
い
た
。

　
中
国
の
テ
レ
ビ
で

前
夜
祭
の
生
中
継
を

見
た
が
、
ア
リ
バ
バ

の
総
帥
、
馬
雲（
ジ

ャ
ッ
ク
・
マ
ー
）氏

が
ジ
ェ
ー
ム
ズ
・
ボ

ン
ド
役
で
知
ら
れ
る

ダ
ニ
エ
ル
・
ク
レ
イ

グ
氏
と
笑
顔
を
振
り

ま
い
て
い
た
。
セ
ー

ル
の
総
売
り
上
げ
は

１
兆
７
６
０
０
億
円

に
達
し
、
株
バ
ブ
ル

■
日
程（
６
泊
７
日
）

11
月
８
日（
日
）午
前
羽
田
発
、
午
後
北

京
着
▼
中
国
人
民
抗
日
戦
争
記
念
館（
盧

溝
橋
記
念
館
）見
学
：
張
栓
中
・
接
待
組

組
長
兼
ガ
イ
ド
組
長
に
よ
る
説
明

11
月
９
日（
月
）中
国
公
共
外
交
協
会
会

館
訪
問
　
龔
建
忠
副
会
長
と
会
見
▼
座
談

会
：
中
国
側
出
席
者
＝
胡
志
平
・
国
家
漢

弁
副
主
任
、
陽
伯
江
・
中
国
社
会
科
学
院

（
孔
子
学
院
）日
本
研
究
所
副
所
長
、石
丁
・

環
球
網
副
編
集
長
、
何
申
権
・
環
球
時
報

副
編
集
長
、
劉
洋
・
環
球
時
報
要
聞
部
副

主
任
、
姜
英
敏
・
北
京
師
範
大
学
研
究
員
、

伊
迪
・
完
美
世
界（
ネ
ッ
ト
企
業Perfect�

W
orld

）副
社
長（
於
：
中
国
公
共
外
交
協

会
会
館
）▼
北
京
市
第
39
中
学
校
訪
問

（
同
市
西
城
区
）：
左
福
林
校
長
代
理
・
国

際
部
主
任
。
外
国
人
留
学
生
受
け
入
れ
の

状
況
、
態
勢
、
成
果
な
ど
を
聞
く
。
留
学

生
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
も
。
▼
外
交
部
ア

ジ
ア
司（
外
務
省
ア
ジ
ア
局
）と
の
夕
食

会
：
中
国
側
出
席
者
＝
陳
海
副
司
長
、
張

沛
霖
・
同
司
東
北
ア
ジ
ア
部
副
部
長
ほ
か

11
月
10
日（
火
）２
０
２
２
年
冬
季
五
輪

予
定
会
場（
鳥
の
巣
、
水
立
方
）見
学
と

説
明
▼
環
球
網
訪
問
：
石
丁
副
編
集
長
ら

へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

11
月
11
日（
水
）劉
晋
・
外
交
部
新
聞
司

副
司
長
会
見
▼
午
後
、
四
川
省
成
都
市
へ

移
動
▼
四
川
省
外
字
弁
公
室
と
の
夕
食

会
：
肖
永
剛�

・
同
室
副
主
任
ほ
か

中国取材 団

四川大地震の震源地・映秀鎮の
漩口中学校跡。遺構として当時
のまま保存し、校内を見学できる
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目覚ましい「社会主義市場経済」
そして中国スタンダード

副団長　小野木昌史（ＮＨＫ報道局編集主幹）

外交部入り口のロビーで。劉晋・新聞司副司長（前列、左
から５番目）らと記念撮影

08年北京五輪でメーン会場となった「鳥の巣」。22年冬
季五輪でも開幕式が行われる。取材団がいるのは今年
の世界陸上で習近平国家主席が開幕宣言をした場所

北京市第39中学校　「道徳」の授業が終
わったばかりの1年生に、九州朝日放送
の諌山記者がマイクを向ける

　
林
立
す
る
大
規
模
な
巨
大
ビ
ル
群
と
最

新
鋭
の
車
で
溢
れ
か
え
る
道
路
、
今
回
訪

れ
た
北
京
と
成
都
の
い
ず
れ
の
都
市
で

も
、
想
像
し
て
い
た
よ
り
は
る
か
に
近
代

化
が
進
ん
で
い
る
と
い
う
印
象
を
受
け

た
。

　
Ｇ
Ｄ
Ｐ
の
成
長
率
が
７
％
前
後
で
や
や

一
息
つ
い
た
感
が
あ
る
と
い
わ
れ
る
が
、

建
設
ラ
ッ
シ
ュ
は
続
き
、
町
で
は
制
御
で

き
な
い
ほ
ど
の
輸
入
車
が
走
っ
て
い
る
。

こ
れ
は
、
か
つ
て
な
い「
社
会
主
義
」の

下
で「
市
場
経
済
」を
発
展
さ
せ
た
国
の

勢
い
な
の
だ
ろ
う
。

　
大
規
模
な
巨
大
ビ
ル
群
を
政
府
の
号
令

一
下
で
建
設
す
る「
社
会
主
義
的
」色
彩

際
ル
ー
ル
」を
世
界
に
認
め
さ
せ
よ
う
と

い
う
意
欲
を
、
外
交
部
や
中
国
公
共
外
交

協
会
幹
部
の
話
か
ら
感
じ
た
。
現
在
、
ア

メ
リ
カ
と
並
び
立
つ
中
で
、
中
国
は
自
分

た
ち
の
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
を
全
面
的
に
押
し

出
し
、
新
し
い
ル
ー
ル
で
欧
米
に
対
峙
し

よ
う
と
し
て
い
る
。

　
文
化
面
で
も「
孔
子
学
院
」を
通
じ
て

自
分
た
ち
の
文
化
を
世
界
に
広
め
る
こ
と

に
努
力
し
、
国
内
で
は
海
外
の
中
学
・
高

校
の
留
学
生
を
積
極
的
に
受
け
入
れ
て
大

学
に
も
進
学
さ
せ
て
い
る
。
取
材
団
は
、

北
京
市
第
39
中
学
国
際
部
を
訪
問
し
イ
ン

ド
ネ
シ
ア
、
タ
イ
、
韓
国
な
ど
か
ら
来
て

い
る
生
徒
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し
た
。

　
さ
ら
に
、
３
年
前
に
立
ち
上
げ
た
公
共

外
交
協
会
で
は
自
国
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ

を
図
る
な
ど
、
幹
部
層
は
新
た
な
中
国
像

を
作
る
こ
と
に
熱
心
に
取
り
組
ん
で
い
た
。

　
今
回
の
７
日
間
の
旅
を
通
し
て
、
名
実

と
も
に
世
界
の
ト
ッ
プ
と
し
て
の
地
位
を

固
め
な
が
ら
、
そ
の
影
響
力
を
強
め
よ
う

と
す
る
中
国
の
ア
グ
レ
ッ
シ
ブ
な
姿
を
見

る
こ
と
が
で
き
た
。

と
、「
豊
か
に
な
れ
る
者
か
ら
豊

か
に
な
れ
」と
始
ま
っ
た
市
場
経

済
が
合
致
し
た
成
果
を
大
都
市
で

は
実
感
し
た
。
都
市
部
で
は
、
欧

米
の
ブ
ラ
ン
ド
シ
ョ
ッ
プ
が
軒
を

連
ね
、
人
々
は
セ
ン
ス
の
良
い
フ

ァ
ッ
シ
ョ
ン
に
身
を
ま
と
い
、
好

き
な
も
の
を
買
い
、
好
き
な
も
の

を
食
べ
る
、（
限
定
的
か
も
し
れ

な
い
が
）そ
ん
な
自
由
を
満
喫
し

て
い
る
様
子
も
う
か
が
え
た
。

　
そ
の
一
方
で
、
経
済
成
長
に
裏

打
ち
さ
れ
て
自
身
を
取
り
戻
し
た

中
国
が
、「
世
界
の
中
心
は
中
国

で
あ
る
」と
い
う「
中
華
思
想
」に

基
づ
き「
中
国
を
中
心
と
し
た
国

11
月
12
日（
木
）四
川
大
地
震
関
連
取
材
：

都
江
堰
九
龍
新
農
村
地
区
見
学
：
地
元
住

民
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
▼
汶
川
県
映
秀
鎮

被
災
地
の
新
住
宅
地
、
震
災
遺
構（
漩
口

中
学
校
跡
）、
震
災
記
念
館
見
学
、
住
民

へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

11
月
13
日（
金
）成
都
パ
ン
ダ
繁
殖
研
究

基
地
見
学
▼
三
星
堆
博
物
館（
成
都
市
広

西
市
）見
学
▼
川
劇
変
面
演
出
鑑
賞
、
役

者
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

11
月
14
日（
土
）午
前
成
都
発
、午
後
成
田

着
　
解
散

■
参
加
者

坂
東
賢
治（
団
長
・
毎
日
新
聞
社
）／
小

野
木
昌
史（
副
団
長
・
Ｎ
Ｈ
Ｋ
）／
鬼
原

民
幸（
朝
日
新
聞
社
）／
遠
藤
弦（
読
売
新

聞
社
）／
吉
永
亜
希
子（
同
）／
浜
中
伸
之

（
同
）／
中
澤
克
二（
日
本
経
済
新
聞
社
）

／
原
川
貴
郎（
産
経
新
聞
社
）／
花
田
仁

美（
共
同
通
信
社
）／
実
松
充
洋（
北
海
道

新
聞
社
）／
千
野
雅
樹（
信
濃
毎
日
新
聞

社
）／
高
橋
俊
啓（
熊
本
日
日
新
聞
社
）／

岩
下
省
吾（
上
毛
新
聞
社
）／
諫
山
建
太

郎（
九
州
朝
日
放
送
）／
鈴
木
愛（
日
本
新

聞
協
会
）／
土
生
修
一（
日
本
記
者
ク
ラ

ブ
事
務
局
長
）／
石
川
洋（
同
企
画
担
当

部
長
）／
村
上
直
人（
同
企
画
担
当
）

中 国取材団
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●「
基
本
姿
勢
」逸
脱
せ
ず
が
鉄
則
か

　
今
回
、
多
く
の
外
交
関
係
の
要
人
と
会

う
こ
と
が
で
き
た
。
北
京
の
中
国
公
共
外

交
協
会
で
は
、
中
国
外
務
省
Ｏ
Ｂ
の
龔
建

忠
副
会
長
と
。
そ
の
外
務
省
で
は
、
記
者

会
見
や
外
国
メ
デ
ィ
ア
対
応
を
担
う
新
聞

局
の
劉
晋
副
局
長
ら
と
会
談
し
た
。

　
彼
ら
の
言
葉
に
共
通
し
て
い
た
の
は
、

中
国
政
府
の「
基
本
姿
勢
」を
決
し
て
逸

脱
し
な
い
こ
と
だ
。
普
段
聞
け
な
い「
本

音
」を
引
き
出
そ
う
と
す
る
わ
れ
わ
れ
の

質
問
に
、
原
理
原
則
ば
か
り
が
返
っ
て
き

た
。ま
あ
、当
た
り
前
で
は
あ
る
が
…
…
。

　
永
田
町
で
取
材
し
て
い
た
こ
ろ
、
日
本

の
政
治
家
た
ち
は「
オ
フ
レ
コ
だ
ぞ
」と

言
っ
て
、
よ
く
愚
痴
る
よ
う
に「
本
音
」

を
吐
き
出
し
た
。
龔
さ
ん
や
劉
さ
ん
と
そ

ん
な
関
係
を
築
き
た
い
。
そ
う
思
っ
た
。

朝
日
新
聞
国
際
報
道
部
　
鬼
原
　
民
幸

●
残
念
だ
っ
た
中
国
の
ワ
ン
ボ
イ
ス

　
中
国
流
の
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
デ
ィ
プ
ロ
マ

シ
ー
な
の
だ
ろ
う
。
中
国
公
共
外
交
協
会

で
の
座
談
会
で
、
私
は
中
国
が
経
済
連
携

を
ど
う
進
め
る
べ
き
と
考
え
る
か
尋
ね

た
。ナ
マ
の
声
を
聞
き
た
い
と
思
っ
た
が
、

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
と
企
業
の
副
社
長
は
異

口
同
音
に「
日
中
韓
Ｆ
Ｔ
Ａ
の
早
期
締
結

を
望
む
」と
い
う
趣
旨
を
語
っ
た
。
政
府

の
公
式
見
解
と
変
わ
ら
な
い
。
こ
れ
で
は

議
論
は
深
ま
ら
な
い
。
残
念
だ
っ
た
。

参加者の声　中国取材 団

　
成
都
で
ス
タ
ー
バ
ッ
ク
ス
に
立
ち
寄
っ

た
ら
、
笑
顔
の
店
員
か
ら
日
本
語
で
話
し

か
け
ら
れ
た
。
彼
は「
自
分
の
た
め
に
日

本
語
を
勉
強
し
て
い
る
」と
語
っ
て
い

た
。
市
井
の
人
の
さ
り
げ
な
い
親
切
に
好

感
を
抱
い
た
。
こ
う
し
た
交
流
を
大
切
に

し
た
い
。

読
売
新
聞
論
説
委
員
　
遠
藤
　
弦

●
い
つ
ま
で
歴
史
が
日
中
関
係
を
規
定
？

　
北
京
で
会
見
し
た
中
国
外
務
省
幹
部
は

「
歴
史
問
題
は
中
日
間
の
政
治
の
基
盤
だ
」

と
繰
り
返
し
、
外
務
省
Ｏ
Ｂ
の
中
国
公
共

外
交
協
会
副
会
長
も「
歴
史
の
直
視
」が

大
事
だ
と
た
っ
ぷ
り
説
い
た
。
言
う
ま
で

も
な
く
過
去
の
教
訓
に
学
ぶ
こ
と
は
大
切

だ
が
、
戦
後
生
ま
れ
の
世
代
だ
け
に
な
っ

て
い
く
今
後
、
日
中
関
係
は
い
つ
ま
で
歴

史
に
規
定
さ
れ
続
け
る
の
だ
ろ
う
。
中
国

が
歴
史
に
こ
だ
わ
る
限
り
、
両
国
民
の
感

情
は
負
の
影
響
を
受
け
る
が
、
対
日
関
係

で
道
義
的
な
優
位
を
手
に
で
き
る
歴
史
と

い
う
武
器
を
中
国
が
手
放
す
と
も
思
え
な

い
。

　
中
国
と
は
決
定
的
な
対
立
を
避
け
つ

つ
、
淡
々
と
付
き
合
え
ば
よ
い
の
で
は
な

い
か
。
現
・
元
外
交
官
２
人
の
発
言
を
聞

い
て
、
あ
ら
た
め
て
こ
う
考
え
た
。

産
経
新
聞
外
信
部
　
原
川
　
貴
郎

●
本
音
の
議
論
、
継
続
を

　
初
の
日
本
記
者
ク
ラ
ブ
訪
中
団
の
受
け

入
れ
は
、
中
国
の
対
日
姿
勢
の
変
化
を
映

し
て
い
た
。
ホ
ス
ト
役
は
パ
ブ
リ
ッ
ク
・

デ
ィ
プ
ロ
マ
シ
ー
を
担
う
中
国
公
共
外
交

協
会
。
民
間
を
う
た
う
が
、
多
く
の
人
材

が
中
国
外
務
省
か
ら
派
遣
さ
れ
て
い
る
。

　
中
国
は
南
シ
ナ
海
な
ど
で
周
辺
国
と
摩

擦
を
引
き
起
こ
し
て
い
る
。
同
協
会
が
主

催
し
た
訪
中
団
と
の
座
談
会
に
は
中
国

紙
、環
球
時
報
の
編
集
者
、孔
子
学
院
の
関

係
者
ら
が
出
席
。
中
国
の
実
情
が
そ
れ
な

り
に
見
え
た
。
先
方
の
努
力
を
評
価
し
た

い
。だ
が
、ま
だ
ま
だ
不
十
分
で
あ
る
。日

中
双
方
は
今
後
、
官
製
色
を
薄
め
、
率
直

な
議
論
が
で
き
る
さ
ま
ざ
ま
な
場
を
作
る

べ
き
だ
。
本
音
の
議
論
の
継
続
こ
そ
が
日

中
の
衝
突
を
防
ぐ
最
良
の
手
段
に
な
る
。

　
日
本
経
済
新
聞
編
集
委
員
兼
論
説
委
員

中
澤
　
克
二

【
２
０
２
０
冬
季
五
輪
】

●
初
の
夏
冬
開
催
　
北
京
の
息
遣
い

　
世
界
で
初
め
て
夏
、
冬
の
五
輪
開
催
都

市
と
な
る
北
京
の
息
遣
い
を
感
じ
た
。「
こ

ん
な
に
早
く
２
回
目
の
五
輪
が
で
き
る
と

は
」と
、
２
０
０
８
年
夏
季
五
輪
で
使
っ

た
競
技
場
を
案
内
し
て
く
れ
た
公
務
員
は

実
感
を
込
め
た
。
22
年
の
本
番
ま
で
に
屋

内
ス
ピ
ー
ド
ス
ケ
ー
ト
場
を
新
設
し
、
ス

キ
ー
会
場（
河
北
省
張
家
口
）ま
で
結
ぶ

新
幹
線
を
開
通
さ
せ
る
必
要
が
あ
る
が
、

「
計
画
的
に
進
む
は
ず
」と
も
。

　
日
本
の
冬
季
五
輪
最
多
メ
ダ
ル
数
は
長

野
大
会
の
10
個
だ
が
、
冬
季
ス
ポ
ー
ツ
が

そ
れ
ほ
ど
盛
ん
で
は
な
い
ら
し
い
中
国
は

メ
ダ
ル
11
個
を
２
度
獲
得
。
夏
の
北
京
大�

会
で
大
量
１
０
０
人
の
メ
ダ
リ
ス
ト
を
誕

生
さ
せ
た
底
力
が
冬
に
も
発
揮
さ
れ
る
の

か
、
楽
し
み
で
仕
方
な
い
。

　
北
海
道
新
聞
東
京
支
社
報
道
セ
ン
タ
ー

実
松
　
充
洋

●
市
民
の
関
心
は
ま
だ
薄
く

　「
22
年
五
輪
へ
の
市
民
の
関
心
は
ま
だ

08
年
の
時
ほ
ど
高
く
な
い
」。
北
京
の
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
情
報
配
信
会
社
、
環
球
網

の
幹
部
は
、
そ
う
指
摘
し
た
。
ウ
イ
ン
タ

ー
ス
ポ
ー
ツ
が
国
内
で
、
あ
ま
り
盛
ん
で

は
な
い
こ
と
に
加
え
、
夏
季
大
会
か
ら
わ

ず
か
７
年
で
招
致
の
イ
ン
パ
ク
ト
も
薄

く
、
市
民
の
盛
り
上
が
り
は
い
ま
ひ
と
つ

の
よ
う
だ
。

　
五
輪
の
準
備
を
担
う
北
京
五
輪
都
市
発

展
促
進
会
は「
施
設
の
再
利
用
」を
強
調

し
た
。
北
京
国
家
体
育
場
、
通
称「
鳥
の

巣
」は
08
年
と
同
様
に
開
閉
幕
の
式
典
で

活
用
、北
京
国
家
水
泳
セ
ン
タ
ー
、同「
ウ

オ
ー
タ
ー
キ
ュ
ー
ブ
」は
カ
ー
リ
ン
グ
会

場
に
な
る
。
08
年
に
使
っ
た
12
施
設
の
う

ち
、
11
施
設
を
活
用
、
新
規
建
設
は
ス
ピ

ー
ド
ス
ケ
ー
ト
会
場
だ
け
と
い
う
。

上
毛
新
聞
運
動
部
長
　
岩
下
　
省
吾

【
四
川
大
地
震
】

●
ス
ピ
ー
ド
復
興
と
防
災
意
識
の
か
い
離

　
震
源
地
の
四
川
省
汶
川
県
で
は
、
被
災

地
と
は
思
え
な
い
３
階
建
て
の
真
新
し
い

【
日
中
関
係
】
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建
物
が
並
ん
で
い
た
。
太
い
柱
に
支
え
ら

れ
た
飲
食
店
や
鉄
筋
の
新
築
家
屋
を
前

に
、
住
民
や
政
府
関
係
者
ら
は
、「
マ
グ

ニ
チ
ュ
ー
ド
８
の
地
震
で
も
建
物
は
大
丈

夫
だ
」と
口
を
そ
ろ
え
る
。
地
震
発
生
か

ら
わ
ず
か
２
年
ほ
ど
で
ス
ピ
ー
ド
復
興
を

成
し
遂
げ
た
自
信
な
の
だ
ろ
う
か
。逆
に
、

防
災
の
意
識
を
感
じ
る
こ
と
は
で
き
な
か

っ
た
。

　
四
川
大
地
震
は
主
要
な
活
断
層
３
本

（
計
約
３
０
０
㌔
）が
動
い
て
発
生
し
た

が
、
ま
だ
動
い
て
い
な
い
主
要
断
層
も
あ

る
と
い
う
。
周
辺
で
は
２
０
１
３
年
に
も

大
地
震
が
あ
っ
た
。
教
訓
と
し
て
残
さ
れ

た
倒
壊
建
物
を
見
な
が
ら
、
日
本
で
も
防

災
意
識
を
持
ち
続
け
る
大
切
さ
を
紙
面
で

伝
え
な
け
れ
ば
と
感
じ
た
。

　
読
売
新
聞
大
阪
本
社
科
学
医
療
部浜

中
　
伸
之

●
倒
壊
し
た
校
舎
を
観
光
資
源
に
　

　
死
者
約
７
万
人
、
行
方
不
明
者
約
１
万

８
千
人
を
出
し
た
四
川
大
地
震
被
災
地
の

今
に
関
心
が
あ
っ
た
。
倒
壊
し
た
ま
ま
の

中
学
校
校
舎
。
案
内
役
の
女
性
の「
観
光

産
業
の
た
め
に
は
何
か
を
残
さ
な
い
と
い

け
な
い
」と
の
言
葉
が
印
象
に
残
っ
た
。

　
約
20
年
ぶ
り
に
訪
れ
た
中
国
は
世
界
第

２
位
の
経
済
大
国
と
し
て
の
存
在
感
を
感

じ
さ
せ
る
一
方
、
都
市
部
と
農
村
部
の
格

差
の
広
が
り
も
垣
間
見
た
。
自
分
の
目
で

見
て
感
じ
た
こ
と
を
足
元
に
置
き
換
え
、

日
々
の
取
材
に
生
か
し
て
い
き
た
い
。

信
濃
毎
日
新
聞
報
道
部
　
千
野
　
雅
樹

●
隔
世
の
感
　「
最
悪
」か
ら
改
善
へ
　

　
２
０
０
９
年
か
ら
３
年
間
、
特
派
員
と

し
て
北
京
で
過
ご
し
た
。「
打
倒
、
小
日

本
！
」。
尖
閣
諸
島
沖
で
の
中
国
漁
船
衝

突
事
件
に
端
を
発
し
た
反
日
デ
モ
で
は
、

日
の
丸
を
燃
や
し
気
勢
を
上
げ
る
中
国
の

若
者
た
ち
に
混
じ
っ
て
取
材
し
た
。

　
今
回
の
訪
中
で
は
、
中
国
外
務
省
幹
部

や
識
者
ら
が
口
々
に
日
中
友
好
を
訴
え
る

な
ど
、取
材
団
へ
の
厚
遇
ぶ
り
に
驚
い
た
。

国
交
正
常
化
以
降「
最
悪
」と
も
い
わ
れ

た
日
中
関
係
が
、
改
善
傾
向
に
あ
る
こ
と

を
実
感
し
た
旅
だ
っ
た
。

共
同
通
信
外
信
部
　
花
田
　
仁
美

●
本
音
を
引
き
出
す
に
は
…

　
今
回
の
訪
中
で
は
、
ど
う
し
た
ら
人
々

の「
本
音
」に
迫
れ
る
の
か
、
考
え
さ
せ

ら
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。
四
川
大
地
震

の
被
災
地
を
訪
れ
た
時
、
地
元
政
府
の
担

当
者
か
ら
震
源
地
近
く
で
飲
食
店
を
営
む

男
性
に
取
材
す
る
よ
う
薦
め
ら
れ
た
。
大

切
な
家
族
を
失
い
な
が
ら
、「
政
府
の
お

か
げ
で
良
い
暮
ら
し
が
で
き
て
い
る
」と

話
し
た
彼
が
、
沈
黙
し
、
表
情
を
曇
ら
せ

る
瞬
間
が
あ
っ
た
。
本
当
に
言
い
た
い
こ

と
は
別
に
あ
っ
た
の
で
は
、
と
感
じ
た
。

言
葉
の
裏
に
あ
る
本
心
を
聞
き
た
か
っ

た
。

読
売
新
聞
国
際
部
　
吉
永
亜
希
子

●
中
国
の〝
お
国
柄
〟に
触
れ
て

　
自
分
の
主
張
を
ハ
ッ
キ
リ
と
言
い
、
簡

単
に
は
謝
ら
な
い
―
。
識
者
や
外
交
部
と

の
懇
談
会
で
感
じ
た
の
は
、
そ
ん
な
中
国

の〝
お
国
柄
〟だ
。
そ
れ
は
ウ
イ
ン
カ
ー

を
出
さ
ず
に
車
線
変
更
し
て
前
に
行
こ
う

と
す
る
車
や
、
狭
い
道
で
も
一
歩
も
譲
ら

な
い
自
転
車
に
通
じ
る
も
の
が
あ
る
と
感

じ
た
。
中
国
を
読
み
解
く
１
つ
の
視
点
に

触
れ
る
こ
と
が
で
き
た
。〝
お
国
柄
〟を
に

じ
ま
せ
る
映
像
を
撮
れ
れ
ば
、
よ
り
中
国

へ
理
解
が
深
ま
る
の
で
は
と
感
じ
た
。

九
州
朝
日
放
送
報
道
部
　
諫
山
建
太
郎

●「
中
国
に
原
因
な
し
」に
募
る
不
安

　
急
速
な
経
済
成
長
を
遂
げ
た
ア
ジ
ア
の

先
達
者
と
し
て
、
日
本
の
メ
デ
ィ
ア
が
中

国
の
人
々
に
伝
え
る
べ
き
こ
と
が
あ
る
。

初
め
て
訪
れ
た
中
国
で
、
そ
の
思
い
を
強

く
し
た
。
印
象
に
残
っ
た
の
は
、
中
国
政

府
関
係
者
や
有
識
者
と
の
意
見
交
換
。
参

加
者
は
日
本
が
戦
後
、
解
決
で
き
な
か
っ

た
問
題
と
し
て
公
害
と
少
子
高
齢
化
を
挙

げ
た
。
水
俣
病
問
題
を
担
当
し
た
記
者
と

し
て
も
、
う
な
ず
け
る
指
摘
だ
。

　
こ
れ
ら
は
、
中
国
も
い
ず
れ
直
面
す
る

問
題
だ
と
思
う
。
日
本
の
失
敗
に
学
び
、

同
じ
轍
を
踏
ま
な
い
だ
ろ
う
か
。
九
州
の

Ｐ
Ｍ
２
・
５
問
題
で「
中
国
が
原
因
と
い

う
科
学
的
根
拠
は
な
い
」と
の
意
見
を
聞

く
と
、
不
安
を
覚
え
た
。

　
熊
本
日
日
新
聞
東
京
支
社
編
集
部高

橋
　
俊
啓

●
新
聞
が
買
え
な
い
？
　
ネ
ッ
ト
重
視
に

　
朝
、
新
聞
を
買
お
う
と
北
京
で
ホ
テ
ル

周
辺
を
歩
い
た
。
街
か
ら
新
聞
ス
タ
ン
ド

が
姿
を
消
し
即
売
部
数
は
減
少
、
各
社
は

宅
配
部
数
増
に
尽
力
し
て
い
る
と
聞
い
て

い
た
が
、
探
せ
ば
簡
単
に
買
え
る
と
考
え

て
い
た
。
し
か
し
、
売
っ
て
い
る
店
は
少

な
く
、
ホ
テ
ル
で
は「
ネ
ッ
ト
で
見
ら
れ

る
」と
助
言
さ
れ
た
。

　
座
談
会
に
出
席
し
た
環
球
網
の
編
集
幹

部
も
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
コ
ン
テ
ン
ツ
に
力
を

入
れ
ア
ク
セ
ス
数
を
増
や
し
て
い
る
と
話

す
。予
想
以
上
に
ネ
ッ
ト
環
境
が
充
実
し
、

新
聞
社
は
ネ
ッ
ト
で
の
発
信
に
注
力
し
て

い
た
。
実
際
の
メ
デ
ィ
ア
環
境
に
触
れ
、

大
変
勉
強
に
な
っ
た
。

日
本
新
聞
協
会
協
会
報
記
者
　
鈴
木
　
愛

第39中学校近くの胡同（フートン）で。幼稚園の
お迎え時間と重なり身動きがとれず
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不ふ

破わ

　
哲て

つ

三ぞ
う

　
前
日
本
共
産
党
委
員
長

安
倍
政
権
の
危
険
性
を
鋭
く
指
摘

11
・
24︵
火
︶同
シ
リ
ー
ズ
企
画
㊲
／
司
会
：
倉
重
篤
郎
委
員
／
出
席
：

86
人
／
動
画

市い
ち

川か
わ

　
雄ゆ

う

一い
ち

　
公
明
党
特
別
顧
問

時
代
に
向
き
合
う
中
道
政
党
の
苦
悩

11
・
27︵
金
︶同
シ
リ
ー
ズ
企
画
㊳
／
司
会
：
島
田
敏
男
委
員
／
出
席
：

80
人
／
動
画

奥お
く

野の

　
誠せ

い

亮す
け

　
元
法
相

自
主
憲
法
へ
　
１
０
２
歳
の
執
念

11
・
19︵
木
︶シ
リ
ー
ズ
企
画﹁
戦
後
70
年
　
語
る
・
問
う
﹂㊱
／
司

会
：
島
田
敏
男
委
員
／
出
席
：
56
人
／
動
画

　
こ
れ
ま
で
の
ク
ラ
ブ
ゲ
ス
ト
の
最

高
齢
は
俳
人
の
金
子
兜
太
さ
ん

（
96
）が
90
歳
の
時
だ
っ
た
そ
う
だ

が
、
奥
野
誠
亮
さ
ん
は
大
正
２
年
生

ま
れ
の
１
０
２
歳
で
あ
る
。
会
見
で

は
旧
内
務
省
時
代
に
灘
尾
弘
吉
次
官
の
下
で
戦
争
終
結
処

理
方
針
を
策
定
し
た
こ
と
か
ら
靖
国
神
社
問
題
、
選
挙
制

度
に
至
る
ま
で
懐
旧
談
も
含
め
広
範
な
問
題
を
語
っ
た

が
、
主
眼
は
憲
法
問
題
だ
っ
た
。

　「
年
賀
状
に
は『
今
年
こ
そ
本
当
の
憲
法
を
作
ろ
う
』と

書
く
。
こ
の
ま
ま
で
は
い
つ
ま
で
た
っ
て
も
戦
後
は
終
わ

ら
な
い
。
改
憲
で
は
な
く
自
前
の
憲
法
を
作
る
の
が
現
下

の
最
大
の
政
治
課
題
だ
ろ
う
」と
語
っ
た
。

　
歴
代
首
相
で
一
番
記
憶
に
残
る
首
相
と
し
て
高
知
県
警

察
部
長
時
代
に
接
点
が
あ
っ
た
吉
田
茂
を
挙
げ
て
、
１
枚

の
色
紙
を
披
露
し
た
。
ダ
ル
マ
の
墨
絵
に「
新
憲
法
　
棚

の
だ
る
ま
も
　
赤
面
し
」（
素
淮
）と
添
え
書
き
し
た
も
の

で「
こ
こ
か
ら
吉
田
さ
ん
の
心
境
が
読
み
取
れ
る
」と
。

　
さ
す
が
に
固
有
名
詞
が
出
て
こ
な
い
こ
と
も
あ
っ
た

が
、
年
月
と
事
実
関
係
の
記
憶
力
は
常
人
の
及
ぶ
と
こ
ろ

で
は
な
い
。
普
段
は
月
曜
か
ら
金
曜
ま
で
文
相
時
代
か
ら

手
掛
け
る
ア
ジ
ア
福
祉
教
育
財
団
の
名
誉
会
長
室
に
日
勤

し
、
40
年
近
く
前
に
始
め
た
旧
内
務
・
自
治
省
出
身
議
員

と
マ
ス
コ
ミ
関
係
者
と
の
月
例
の
勉
強
会
も
欠
か
さ
な

い
。
月
１
～
２
回
の
麻
雀
と
い
う
の
も
驚
き
だ
。

会
報
委
員
　
毎
日
新
聞
出
身
　
長
﨑
　
和
夫

　
ク
ラ
ブ
会
見
へ
の
登
板
は
13
回
目
、
10
年
ぶ
り
と
い
う

不
破
哲
三
氏
は
、
85
歳
の
高
齢
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
記
憶

力
抜
群
で
、
委
員
長
当
時
の
理
路
整
然
と
し
た
穏
や
か
な

話
し
ぶ
り
も
変
わ
っ
て
い
な
か
っ
た
。

　
政
権
が
保
守
色
を
強
め
た
時
に
共

産
党
は
伸
び
る
と
い
わ
れ
て
き
た
。

１
９
７
１
年
の
統
一
地
方
選
で
佐
藤

栄
作
首
相
が「
赤
旗
で
都
庁
が
包
囲

さ
れ
て
い
い
の
か
」と
都
庁
赤
旗
論

を
叫
ぶ
中
、
社
会
党
と
の
共
闘
で
美
濃
部
知
事
の
再
選
や

大
阪
で
の
黒
田
革
新
府
政
を
実
現
し
た
。
地
方
か
ら
中
央

政
府
を
包
囲
す
る「
毛
沢
東
」戦
略
を
彷
彿
さ
せ
た
。
ま

た
72
年
末
の
衆
院
選
で
は
日
中
国
交
回
復
の
余
勢
で
圧
勝

を
狙
っ
た
田
中
角
栄
政
権
に
対
し
て
38
議
席
と
躍
進
し
、

独
走
に
ス
ト
ッ
プ
を
か
け
た
。

　「
強
い
指
導
者
に
は
強
い
野
党
を
」と
い
う
有
権
者
の

バ
ラ
ン
ス
感
覚
で
あ
ろ
う
。
今
ま
た
安
倍
晋
三
政
権
の
新

安
保
法
制
な
ど
に
、
昨
年
の
衆
院
選
で
躍
進
し
た
共
産
党

が「
国
民
連
合
政
府
」構
想
で
対
抗
し
て
い
る
。

　「
結
党
60
年
の
自
民
党
は
今
、
安
倍
氏
の
下
で
最
も
危

険
な
状
況
に
あ
る
」「
こ
れ
ほ
ど
モ
ノ
カ
ラ
ー
の
強
権
・
独

裁
は
初
め
て
」「
国
民
は
主
権
者
の
自
覚
を
持
っ
て
行
動
し

て
い
る
」。
不
破
氏
の
声
は
穏
や
か
だ
が
、
舌
鋒
は
鋭
い
。

課
題
は
共
産
党
ア
レ
ル
ギ
ー
の
解
消
で
あ
ろ
う
。

中
日
新
聞
相
談
役
　
宇
治
　
敏
彦

　
冷
戦
終
結
直
後
、
永
田
町
で
最
も
悩
ん
だ
人
だ
っ
た
の

で
は
な
い
か
。「
55
年
体
制
の
下
で
模
索
し
た
社
公
民
路

線
で
、
果
た
し
て
時
代
の
要
請
に
応
え
る
こ
と
が
で
き
る

の
だ
ろ
う
か
？
」。こ
れ
が
当
時
の
市
川
書
記
長
の
胸
の
内

だ
っ
た
こ
と
が
言
葉
の
端
々
か
ら
に
じ
み
出
て
い
た
。

　
１
９
９
０
年
の
湾
岸
危
機
か
ら
92
年
の
Ｐ
Ｋ
Ｏ
協
力
法

成
立
に
か
け
て
、
公
明
党
が
社
公
民
か
ら
自
公
民
へ
と
大

き
く
路
線
の
か
じ
を
切
る
こ
と
で
日
本
の
政
策
決
定
が
何

と
か
進
む
と
い
う
状
況
だ
っ
た
。

　
89
年
の
参
議
院
選
挙
で
自
民
党
が

リ
ク
ル
ー
ト
事
件
や
消
費
税
導
入
の

影
響
で
大
敗
し
て
衆
参
ね
じ
れ
状
態

が
生
じ
、
期
せ
ず
し
て
公
明
党
が
参

議
院
で
キ
ャ
ス
チ
ン
グ
ボ
ー
ト
を
握

る
こ
と
に
な
っ
た
。
中
道
を
掲
げ
る
公
明
党
に
と
っ
て
、

批
判
が
あ
っ
て
も
、
ど
う
振
る
舞
え
ば
時
代
の
要
請
に
沿

う
か
が
問
わ
れ
る
局
面
だ
っ
た
。
市
川
氏
は「
足
し
て
２

で
割
る
の
が
中
道
で
は
な
い
」と
指
摘
し
つ
つ
、
当
時
の

社
会
党
が「
一
国
平
和
主
義
」に
し
が
み
つ
い
て
い
た
こ

と
が
自
公
民
へ
と
向
か
わ
せ
た
と
振
り
返
っ
た
。そ
し
て
、

そ
れ
が
そ
の
後
の
政
界
再
編
の
引
き
金
に
も
な
っ
た
。

　
会
見
で
市
川
氏
は
、
今
の
公
明
党
に
言
及
す
る
の
を
慎

重
に
避
け
て
い
た
。
し
か
し
私
に
は「
常
に
中
道
と
は
何

か
を
考
え
悩
む
緊
張
感
」を
後
輩
た
ち
に
求
め
て
い
る
よ

う
に
感
じ
ら
れ
た
。

企
画
委
員
　
Ｎ
Ｈ
Ｋ
解
説
副
委
員
長
　
島
田
　
敏
男

戦後70年
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リ
オ
ネ
ル
・
ザ
ン
ス
ー
　
ベ
ナ
ン
首
相

日
本
の
ノ
ウ
ハ
ウ
　
西
ア
フ
リ
カ
で
生
か
し
て

10
・
28︵
水
︶記
者
会
見
／
司
会
：
土
生
修
一
事
務
局
長
／
通
訳
：
池
田

薫
／
出
席
：
20
人
／
動
画

河こ
う

野の

　
太た

郎ろ
う

　
国
家
公
安
・
行
革
・
防
災
担
当
相

発
信
力
は
健
在

こ
れ
か
ら
問
わ
れ
る
の
は
実
現
さ
せ
る
力

11
・
５︵
木
︶記
者
会
見
／
司
会
：
川
戸
惠
子
委
員
／
出
席
：
71
人
／
動
画

ハ
ン
ス
＝
ヨ
ゼ
フ
・
フ
ェ
ル
　
独
エ
ナ
ジ
ー
・
ウ
オ
ッ
チ
・
グ
ル
ー
プ
代
表

日
本
で
も
「
緑
の
党
」
生
ま
れ
る
か

11
・
４︵
水
︶記
者
会
見
／
司
会
：
石
川
洋
日
本
記
者
ク
ラ
ブ
企
画
担
当

部
長
／
通
訳
：
近
藤
あ
ず
さ
／
出
席
：
40
人
／
動
画

　
国
連
気
候
変
動
枠
組
み
条
約
第
21
回
締
約
国
会
議（
Ｃ

Ｏ
Ｐ
21
）に
向
け
、
地
球
温
暖
化
対
策
の
在
り
方
が
問
わ

れ
て
い
る
。
ド
イ
ツ
・
緑
の
党
の
連
邦
議
員
を
務
め
、
今

は
シ
ン
ク
タ
ン
ク「
エ
ナ
ジ
ー
・
ウ
オ
ッ
チ
・
グ
ル
ー
プ
」

代
表
を
務
め
る
ハ
ン
ス
＝
ヨ
ゼ
フ
・
フ
ェ
ル
氏
は「
地
球

を
冷
や
す
こ
と
は
可
能
だ
」と
指
摘
し
た
。

　「
ま
ず
、
二
酸
化
炭
素
の
排
出
量
を
減
ら
す
こ
と
」と

言
う
同
氏
が
強
調
す
る
の
は
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
拡

大
だ
。
ド
イ
ツ
で
そ
の
原
動
力
に
な
っ
た
２
０
０
０
年
の

「
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
法
案
」の
起
草
者
の
１
人
で
も

あ
る
氏
は「
的
確
な
政
策
が
あ
れ
ば
再
エ
ネ
は
迅
速
な
成

長
が
可
能
だ
」と
デ
ー
タ
を
示
し
な
が
ら
強
調
し
た
。

　
さ
ら
に
バ
イ
オ
マ
ス
エ
ネ
ル
ギ
ー

や
バ
イ
オ
炭
の
利
用
で「
大
気
中
の

炭
素
を
取
り
出
す
」こ
と
も
可
能
に

な
っ
て
き
た
と
最
新
の
取
り
組
み
を

紹
介
し
て
く
れ
た
。
ド
イ
ツ
の
脱
原

発
政
策
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
緑
の
党
は「
多
く
の
意

識
の
高
い
市
民
や
非
政
府
組
織（
Ｎ
Ｇ
Ｏ
）、
再
生
エ
ネ

ル
ギ
ー
関
係
の
団
体
な
ど
多
く
の
力
が
結
集
さ
れ
た
結
果

生
ま
れ
た
」と
言
う
。

　「
原
発
や
温
暖
化
問
題
に
取
り
組
む
市
民
運
動
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
が
日
本
で
も
増
え
、
今
後
の
進
展

が
期
待
で
き
る
。
影
響
力
の
あ
る
緑
の
党
が
日
本
で
も
生

ま
れ
る
機
運
は
高
ま
っ
て
い
る
と
思
う
」と
分
析
し
て
く

れ
た
。�

共
同
通
信
編
集
委
員
　
井
田
　
徹
治

　
西
ア
フ
リ
カ
15
カ
国
で
構
成
す
る

Ｅ
Ｃ
Ｏ
Ｗ
Ａ
Ｓ（
西
ア
フ
リ
カ
諸
国

経
済
共
同
体
）代
表
団
の
一
員
と
し

て
投
資
促
進
を
め
ざ
し
て
来
日
し

た
。

　
ベ
ナ
ン
人
を
父
に
、
フ
ラ
ン
ス
人
を
母
に
持
ち
、
フ
ラ

ン
ス
の
エ
リ
ー
ト
養
成
機
関
の
高
等
師
範
学
校
を
卒
業
し

て
、
エ
リ
ー
ト
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ン
の
道
を
歩
ん
で
き
た
。
ビ

ジ
ネ
ス
の
腕
を
買
わ
れ
、今
年
６
月
に
首
相
に
就
任
し
た
。

　「
Ｅ
Ｃ
Ｏ
Ｗ
Ａ
Ｓ
全
体
は
過
去
20
年
間
５
％
の
経
済
成

長
を
続
け
て
い
る
。
総
人
口
の
３
億
２
０
０
０
万
人
も
25

年
間
で
倍
増
す
る
。
今
後
、
急
増
す
る
中
産
階
級
が
消
費

財
の
巨
大
な
需
要
を
生
み
、
海
外
投
資
に
と
っ
て
大
き
な

魅
力
を
持
っ
て
い
る
」と
力
説
し
た
。

　
仕
事
で
日
本
と
の
縁
も
深
く
、
今
回
の
訪
日
が
55
回
目

に
な
る
と
い
う
。

　「
ア
フ
リ
カ
で
の
ア
ジ
ア
か
ら
の
投
資
は
中
国
ば
か
り

が
目
立
つ
。
日
本
は
、
保
険
か
ら
再
生
エ
ネ
ル
ギ
ー
ま
で

ア
フ
リ
カ
が
必
要
と
す
る
ノ
ウ
ハ
ウ
を
た
く
さ
ん
持
っ
て

い
る
の
に
動
き
が
鈍
い
。
過
去
の
ア
フ
リ
カ
の
イ
メ
ー
ジ

に
と
ら
わ
れ
す
ぎ
で
は
」と
、
知
日
派
と
し
て
残
念
が
っ

た
。

　
ベ
ナ
ン
の
駐
日
大
使
は
、
タ
レ
ン
ト
で
も
あ
る
ゾ
マ
ホ

ン
大
使
。
会
見
出
席
者
一
人
一
人
に
挨
拶
し
て
名
刺
を
配

り
、
こ
の
日
は
Ｐ
Ｒ
役
に
徹
し
て
い
た
。

日
本
記
者
ク
ラ
ブ
事
務
局
長
　
土
生
　
修
一

　
原
発
再
稼
働
へ
の
批
判
等
を
書
い

て
い
た
ブ
ロ
グ
を
閣
僚
就
任
直
後
に

閉
鎖
し
た
こ
と
か
ら
、
そ
の
姿
勢
を

問
わ
れ
た
河
野
太
郎
国
務
大
臣
、
答

え
は「
こ
れ
ま
で
批
判
し
て
き
た
こ

と
を
中（
＝
閣
内
）で
や
れ
る
こ
と
は
あ
り
が
た
い
し
、

議
院
内
閣
制
で
す
か
ら
、
外
に
向
か
っ
て
は
政
府
の
政
策

を
言
わ
な
く
て
は
な
ら
な
い
の
は
当
た
り
前
で
す
」。

　
今
回
の
会
見
は
、
間
も
な
く
始
め
る
行
政
レ
ビ
ュ
ー
の

説
明
が
大
半
だ
っ
た
が
、
10
年
近
く
前
に
河
野
氏
ら
自
民

党
若
手
が
始
め
た
こ
と
だ
け
に
説
明
も
滑
ら
か
。「
全
部
、

原
発
予
算
に
絞
ろ
う
か
と
も
思
い
ま
し
た
が
、
こ
れ
ま
で

批
判
し
て
き
た
五
輪
関
係
予
算
に
つ
い
て
も
、
し
っ
か
り

レ
ビ
ュ
ー
し
て
い
き
ま
す
。
そ
れ
も
大
々
的
に
、
オ
ー
プ

ン
に
」と
閣
内
に
入
っ
て
も
河
野
流
。「
政
策
検
証
評
価
」

と「
重
複
の
排
除
」を
国
民
に
見
て
も
ら
う
こ
と
で
無
駄

の
撲
滅
に
つ
な
げ
た
い
と
の
こ
と
。

　
現
内
閣
で
一
番
多
く
の
分
野
を
担
当
、
霞
が
関
を
飛
び

回
る
毎
日
だ
が
、
安
倍
首
相
に「
改
革
断
行
の
元
締
め
」

と
言
わ
れ
た
よ
う
に
、
本
命
は
行
革
。「
橋
本
内
閣
の
向

こ
う
を
張
っ
て
、
例
え
ば
厚
労
省
を
３
分
割
す
る
と
か
、

で
き
た
ら
そ
こ
ま
で
や
っ
て
み
た
い
で
す
ね
」。
相
変
わ

ら
ず
抜
群
の
発
信
力
だ
が
、
こ
れ
か
ら
は
言
葉
ど
お
り
に

そ
れ
ら
を
実
現
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
が
問
わ
れ
る

こ
と
に
な
る
。

企
画
委
員
Ｔ
Ｂ
Ｓ
テ
レ
ビ
シ
ニ
ア
コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー�

川
戸
　
惠
子



No.550　2015.12.10　日本記者クラブ会報⃝ 12

日本記者クラブチャンネルに会見動画� クラブゲス ト

日
本
再
建
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ 

会
見
　

自
民
党
政
治
の
変
質
を
検
証

11
・
13︵
金
︶記
者
会
見
／
司
会
：
倉
重
篤
郎
委
員
／
出
席
：
75
人
／
動

画

小お

倉ぐ
ら

　
和か

ず

夫お

　

日
本
財
団
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
理
事
長（
日
本
財
団
パ
ラ

リ
ン
ピ
ッ
ク
研
究
会
代
表
）

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
　
背
景
を
理
解
し
て
こ
そ

11
・
12︵
木
︶記
者
会
見
／
司
会
：
川
村
晃
司
委
員
／
出
席
：
31
人
／
動

画

　
フ
ラ
ン
ス
、
韓
国
な
ど
大
使
を
務

め
た
元
外
交
官
の
視
点
か
ら
パ
ラ
リ

ン
ピ
ッ
ク
の
問
題
を
切
り
出
し
た
。

　「
原
点
は
実
は
戦
争
で
す
。
そ
こ

を
意
識
せ
ず
、
歴
史
の
見
方
が
十
分

で
な
い
ま
ま
、
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
な
っ
て
い
っ
た
」こ

と
も
手
伝
っ
て
、「
障
害
者
、
社
会
的
弱
者
へ
の
視
点
の

み
で
話
す
人
が
多
い
」。

　
小
倉
さ
ん
は
そ
れ
が
悪
い
と
指
摘
し
た
の
で
は
な
い
。

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
関
わ
る
以
上
、
背
景
ま
で
意
識
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
る
。

　
か
つ
て
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
報
道
は
社
会
面
扱
い
だ
っ

た
。
１
９
９
８
年
長
野
冬
季
大
会
の
前
後
か
ら
ス
ポ
ー
ツ

面
で
扱
う
よ
う
に
変
わ
っ
て
き
た
。
小
倉
さ
ん
は
、
そ
れ

を「
進
歩
」と
捉
え
つ
つ
、
疑
問
を
呈
す
る
。

　「
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
報
道
は
優
し
く
愛
を
も
っ
て
と
遠

慮
が
あ
る
の
か
、（
エ
ラ
ー
を
）エ
ラ
ー
と
指
摘
す
る
冷
静

な
報
道
に
は
今
の
と
こ
ろ
な
っ
て
い
な
い
」

　
耳
の
痛
い
指
摘
で
あ
る
。
人
間
ド
ラ
マ
は
重
要
な
要
素

で
は
あ
る
が
、
一
方
で
ス
ポ
ー
ツ
報
道
は
工
夫
や
作
戦
、

調
整
な
ど
を
批
判
も
交
え
伝
え
て
い
く
必
要
を
思
う
。

　
２
０
２
０
年
大
会
は「
共
生
社
会
の
実
現
」を
目
標
に

掲
げ
る
。
同
情
心
の
強
調
で
は
な
い
、
背
景
も
含
め
た
理

解
か
ら
真
の
共
生
が
生
ま
れ
る
の
だ
と
考
え
た
い
。

産
経
新
聞
特
別
記
者
　
佐
野
　
慎
輔

　
シ
ン
ク
タ
ン
ク「
日

本
再
建
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ

ブ
」（
船
橋
洋
一
理
事

長
）が
自
民
党
政
治
を

検
証
し『「
戦
後
保
守
」

は
終
わ
っ
た
の
か
　
自

民
党
政
治
の
危
機
』（
角

川
新
書
）を
11
月
に
出

版
、
執
筆
陣
が
会
見
し

た
。
２
年
前
の『
民
主

写真右から中野晃一・上智大教授、中
北浩爾・一橋大大学院教授、杉之原
真子・フェリス女学院大准教授

党
政
権
　
失
敗
の
検
証
』に
続
く
。
昨
年
秋
か
ら
政
治
学

者
ら
８
人
が
福
田
康
夫
元
首
相
ら
政
治
家
や
官
僚
20
人
を

招
い
て
研
究
会
を
重
ね
、
ま
と
め
た
。

　
前
回
に
続
い
て
座
長
の
中
野
氏
は「
戦
後
保
守
は
中
道

保
守
の
政
治
手
法
を
と
っ
て
き
た
が
、
近
ご
ろ
の
自
民
党

政
治
の
中
身
は
随
分
、違
う
」と
の
基
本
認
識
か
ら
90
年
代

以
降
に
照
準
を
合
わ
せ
て
考
え
た
経
緯
を
説
明
し
た
。

　
こ
れ
を
受
け
て
中
北
氏
が
第
２
次
安
倍
政
権
ま
で
の
派

閥
政
治
の
盛
衰
に
考
察
を
加
え
、
杉
之
原
氏
は
女
性
政
策

や
少
子
化
問
題
に
保
守
政
治
が
無
力
だ
っ
た
理
由
を
解
析

し
た
。
壇
上
の
３
人
の
ほ
か
に
経
済
・
財
政
、
外
交
・
安

保
、
メ
デ
ィ
ア
の
各
パ
ー
ト
担
当
者
も
会
場
か
ら
出
席
者

と
の
質
疑
に
加
わ
っ
た
。

　「
中
道
保
守
」の
概
念
規
定
に
は
異
論
も
あ
ろ
う
が
自

民
党
結
党
60
年
の
今
年
、
時
宜
を
得
た
試
み
と
い
え
る
。
　

朝
日
新
聞
出
身
　
村
野
　
坦

鈴す
ず

木き

　
英え

い

敬け
い

　
三
重
県
知
事

め
ざ
す
の
は
地
方
開
催
サ
ミ
ッ
ト
の
モ
デ
ル

11
・
11︵
水
︶記
者
会
見
／
司
会
：
瀬
口
晴
義
委
員
／
出
席
：
53
人
／
動

画
　
県
に
と
っ
て
歴
史
的
行
事
で
あ
る
伊
勢
志
摩
サ
ミ
ッ
ト

が
約
半
年
後
に
迫
る
中
、
誘
致
成
功
ま
で
の
流
れ
や
旅
行

者
増
な
ど
の「
サ
ミ
ッ
ト
効
果
」、
さ
ら
に
会
場
と
な
る

地
域
の
歴
史
文
化
ま
で
幅
広
く
語
っ
た
。

　
今
春
の
知
事
選
で
２
期
目
の
公
約

に
も
掲
げ
た
サ
ミ
ッ
ト
誘
致
。「
伊

勢
神
宮
を
訪
れ
た
安
倍
首
相
に
、
駅

の
ホ
ー
ム
で
２
人
に
な
っ
た
時
に
誘

致
の
意
思
を
告
げ
た
」「
開
催
地
発
表

の
日
は
仕
事
も
手
に
付
か
な
い
状
態
で
、
携
帯
を
握
り
締

め
て
い
た
」と
臨
場
感
た
っ
ぷ
り
に
振
り
返
り
、
会
場
の

関
心
を
誘
っ
た
。

　
開
催
の
意
義
で
強
調
し
た
の
が
、伊
勢
神
宮
の
存
在
だ
。

身
分
や
性
別
を
問
わ
ず
参
拝
者
を
受
け
入
れ
て
き
た
歴
史

を
紹
介
し「
人
種
や
宗
派
、
民
族
を
超
え
て
許
容
し
あ
う

べ
き
と
い
う
平
和
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
発
信
で
き
る
」と

提
案
。
政
教
分
離
に
敏
感
な
国
も
あ
る
、
と
認
め
た
上
で

「
参
拝
方
法
を
調
整
し
、
ぜ
ひ
首
脳
陣
に
訪
れ
て
ほ
し
い
」

と
念
押
し
し
て
お
り
、
強
い
思
い
入
れ
を
感
じ
た
。

　
会
場
か
ら
も
指
摘
と
質
問
が
あ
っ
た
よ
う
に
、
サ
ミ
ッ

ト
を
持
続
的
な
県
全
体
の
活
性
化
に
つ
な
げ
ら
れ
る
か
が

最
大
の
注
目
点
だ
。「
地
方
で
開
か
れ
る
サ
ミ
ッ
ト
の
モ

デ
ル
に
し
た
い
」と
意
気
込
む
知
事
の
か
じ
取
り
と
地
域

の
動
き
を
、
地
元
紙
と
し
て
追
い
続
け
た
い
。

中
日
新
聞
伊
勢
支
局
　
川
原
田
　
喜
子
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ブ
ル
ー
ス
・
ス
ト
ー
ク
ス
　

ピ
ュ
ー
・
リ
サ
ー
チ
セ
ン
タ
ー
国
際
経
済
世
論
調
査
部
デ
ィ
レ
ク
タ
ー

世
論
は
Ｃ
Ｏ
Ｐ
21
で
の
合
意
を
望
む

11
・
17︵
火
︶記
者
会
見
／
司
会
：
杉
田
弘
毅
委
員
／
通
訳
：
秋
山
賛
／

出
席
：
29
人
／
動
画

松ま
つ

元も
と

　
剛つ

よ
し

　
琉
球
新
報
編
集
局
次
長

沖
縄
は
屈
し
な
い 

民
主
主
義
を
信
じ
て

11
・
20︵
金
︶同
シ
リ
ー
ズ
企
画
⑧
／
司
会
：
軽
部
謙
介
委
員
／
出
席
：

60
人
／
動
画

マ
イ
ク・モ
チ
ヅ
キ
　
米
ジ
ョ
ー
ジ・ワ
シ
ン
ト
ン
大
学
教
授

橋は
し

本も
と

　
晃あ

き

和か
ず

　
桜
美
林
大
学
大
学
院
特
任
教
授

辺
野
古
移
設「
代
替
案
」
日
米
専
門
家
が
問
う

11
・
18︵
水
︶研
究
会﹁
沖
縄
か
ら
考
え
る
﹂⑦
／
司
会
：
杉
田
弘
毅

委
員
／
通
訳
：
池
田
薫
／
出
席
：
76
人
／
動
画

　
現
実
味
は
あ
る
の
か
。
政
権
が

「
唯
一
の
解
決
策
」と
微
動
だ
に

し
な
い
普
天
間
基
地
の
辺
野
古
移

設
に
つ
い
て
、
日
米
の
２
人
の
政

治
学
者
が「
代
替
案
は
可
能
」と

力
説
し
た
。
モ
チ
ヅ
キ
教
授（
右
）

と
橋
本
教
授
は
、
返
還
交
渉
の
端

緒
か
ら
関
わ
っ
て
20
年
の
専
門
家

だ
が
、
異
端
扱
い
を
承
知
の
覚
悟

　
世
界
の
人
々
は
何
を
恐
れ
、
望
ん
で
い
る
の
か
。
11
月

30
日
か
ら
フ
ラ
ン
ス
・
パ
リ
で
国
連
気
候
変
動
枠
組
み
条

約
第
21
回
締
約
国
会
議（
Ｃ
Ｏ
Ｐ
21
）が
開
催
さ
れ
る
。

そ
の
開
催
前
に
気
候
変
動
に
関
す
る
意
識
調
査
結
果
を
発

表
し
た
。対
象
は
世
界
40
カ
国
の
約
４
万
５
０
０
０
人
で
、

同
分
野
で
の
大
規
模
な
調
査
は
例
が
な
い
と
い
う
。

　
会
見
で
は
世
界
的
な
危
機
意
識
の

高
さ
を
強
調
し
た
。
気
候
変
動
を

「
非
常
に
深
刻
な
問
題
」と
捉
え
る

人
は
54
％
に
上
り
、
78
％
が「
自
国

が
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
を
削
減
す
る

こ
と
に
は
賛
成
」と
回
答
し
て
い
る
。「
世
界
の
人
々
は

Ｃ
Ｏ
Ｐ
21
で
の
合
意
を
望
ん
で
い
る
」と
調
査
結
果
を
総

括
し
た
。

　
一
方
で
、
合
意
の
難
し
さ
も
浮
き
彫
り
に
し
た
。
温
室

効
果
ガ
ス
の
排
出
量
が
多
い
米
国
と
日
本
、
中
国
で「
非

常
に
深
刻
な
問
題
」と
答
え
る
人
の
割
合
は
、
全
体
よ
り

低
い
。
ま
た
米
国
で
は
支
持
政
党
に
よ
っ
て
意
見
が
大
き

く
分
か
れ
る
こ
と
も
明
ら
か
に
な
っ
た
。

　「
か
つ
て
イ
ン
ド
政
府
担
当
者
か
ら
イ
ン
ド
人
は
気
候

変
動
を
心
配
し
て
い
な
い
と
直
接
言
わ
れ
た
こ
と
が
あ
る

が
、
こ
の
調
査
で
は
逆
の
結
果
だ
っ
た
」と
も
強
調
し
た
。

国
益
が
複
雑
に
絡
み
合
う
国
際
交
渉
の
場
に
、
国
民
の
声

は
届
き
に
く
い
。
こ
う
し
た
調
査
で
世
論
を
明
ら
か
に
し

て
い
く
意
義
は
大
き
い
と
感
じ
た
。

日
経
Ｂ
Ｐ
社�

日
経
エ
コ
ロ
ジ
ー
編
集
部
　
大
西
　
孝
弘

　「
基
地
問
題
を
語
る
上
で
、
差
別

と
い
う
言
葉
を
使
わ
ざ
る
を
得
な

い
」。冒
頭
、琉
球
新
報
編
集
局
次
長
・

松
元
剛
氏
は
口
に
し
た
。

　
辺
野
古
新
基
地
建
設
を
め
ぐ
り
、

国
が
沖
縄
県
を
提
訴
し
た
の
は
11
月
17
日
。〈『
銃
剣
で
接

収
　
想
起
』　
知
事
、『
沖
縄
差
別
』と
批
判
〉。
翌
日
の

琉
球
新
報
の
１
面
。
見
出
し
に
は「
差
別
」と
い
う
文
字

が
並
ん
で
い
た
。

　「
差
別
と
い
う
言
葉
を
使
う
こ
と
に
、
か
つ
て
私
た
ち

現
場
の
記
者
は
た
め
ら
い
が
あ
っ
た
。
だ
が
も
は
や
、
厳

し
い
言
葉
を
使
っ
て
本
土
に
、
政
権
に
、
問
い
掛
け
ざ
る

を
得
な
い
」。
基
地
問
題
の
取
材
を
続
け
、
４
半
世
紀
。

そ
の
視
線
は
政
権
だ
け
で
は
な
く
、
本
土
へ
と
向
け
ら
れ

る
。「
沖
縄
県
民
の
命
の
重
さ
は
、
本
土
と
同
じ
重
さ
で

扱
わ
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
」

　
琉
球
新
報
が
行
っ
た
世
論
調
査
で
は
、
県
民
の
83
％
が

県
内
移
設
に
反
対
し
て
い
る
。
訴
訟
提
起
を
伝
え
た
紙
面

に
は
、
米
軍
キ
ャ
ン
プ
・
シ
ュ
ワ
ブ
ゲ
ー
ト
前
で
抗
議
行

動
を
続
け
る
地
元
市
民
ら
の
姿
が
あ
っ
た
。「
日
本
の
民

主
主
義
は
ま
だ
生
き
て
い
る
こ
と
を
沖
縄
か
ら
示
す
。
そ

れ
を
日
本
全
体
で
共
有
で
き
た
と
き
、
望
ま
し
い
姿
が
見

え
て
く
る
」

　
松
元
氏
は
ゲ
ス
ト
ブ
ッ
ク
に
記
し
た
。「
沖
縄
は
屈
し

な
い
、
民
主
主
義
を
信
じ
て
」

神
奈
川
新
聞
編
集
局
デ
ジ
タ
ル
編
集
部
　
松
島
　
佳
子

が
に
じ
む
。
折
し
も
会
見
前
日
、
政
府
と
沖
縄
の
対
立
は

つ
い
に
法
廷
闘
争
に
発
展
し
た
。
関
係
が
こ
じ
れ
き
っ
た

今
、
も
う
１
つ
の
道「
沖
縄
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
」を
説
く
。

　
主
張
の
核
心
は
、安
倍
首
相
が
進
め
る
日
米
同
盟
強
化
、

安
保
大
転
換
の
動
き
を
、
沖
縄
問
題
の
打
破
に
つ
な
げ
る

発
想
だ
。「
オ
ス
プ
レ
イ
使
用
で
可
能
性
が
開
け
た
」と

語
る
モ
チ
ヅ
キ
氏
。
新
型
輸
送
機
の
速
度
を
生
か
せ
ば
配

備
先
は
県
外
も
可
と
説
き「
よ
り
良
い
集
積
地
は
本
土
に

あ
る
」と
九
州
を
挙
げ
た
。
振
り
出
し
に
戻
す
発
言
だ
が
、

予
想
を
超
え
た
県
民
の
反
発
で
問
題
が
長
期
化
す
る
恐
れ

を
指
摘
す
る
。「
ア
メ
リ
カ
側
か
ら
懸
念
は
言
わ
な
い
。

た
だ
重
要
な
の
は
元
米
政
府
高
官
が
最
近
、
柔
軟
に
な
っ

た
方
が
良
い
と
公
言
し
て
い
る
こ
と
だ
」。
モ
チ
ヅ
キ
氏

が
語
る
ア
メ
リ
カ
の
本
音
は
気
に
な
る
。
最
後
は
抑
止
力

の
維
持
が
鍵
と
な
る
。

日
本
テ
レ
ビ
報
道
局
政
治
部
長
　
伊
佐
治
　
健

沖縄から考える
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鈴す
ず

木き

　
大だ

い

地ち

　
ス
ポ
ー
ツ
庁
長
官

若
き
初
代
長
官
に
求
め
ら
れ
る
改
革
手
腕

11
・
26︵
木
︶記
者
会
見
／
司
会
：
倉
重
篤
郎
委
員
／
出
席
：
55
人
／
動

画

ア
ン
ト
ニ
オ
・
グ
テ
レ
ス
　
国
連
難
民
高
等
弁
務
官

退
任
直
前
、
難
民
増
に
表
情
硬
く

11
・
26︵
木
︶記
者
会
見
／
司
会
：
杉
田
弘
毅
委
員
／
通
訳
：
藤
岡
美
恵

子
／
出
席
：
45
人
／
動
画

カ
ー
ト
・
ト
ン
　
米
首
席
国
務
次
官
補
代
理

問
わ
れ
る
羽
田
空
港
の
国
際
化

11
・
19︵
木
︶記
者
会
見
／
司
会
：
杉
田
弘
毅
委
員
／
通
訳
：
池
田
薫
︑

秋
山
賛
／
出
席
：
55
人
／
動
画

　「
き
ょ
う
は
羽
田
空
港
に
焦
点
を

あ
て
た
い
」

　
そ
う
切
り
出
し
て
会
見
を
始
め
た

米
国
の
カ
ー
ト
・
ト
ン
首
席
国
務
次

官
補
代
理（
経
済
担
当
）。
去
年
ま

で
在
日
米
国
大
使
館
の
首
席
公
使
を
務
め
た
日
本
通
だ
。

　
ト
ン
氏
は
、
東
京
の
空
港（
羽
田
＋
成
田
）が
、
シ
ン

ガ
ポ
ー
ル
や
ソ
ウ
ル
な
ど
他
の
ア
ジ
ア
の
空
港
に
比
べ
て

路
線
や
便
数
が
少
な
く
存
在
感
が
低
い
と
指
摘
。
米
国
と

ア
ジ
ア
各
都
市
と
の
便
は
急
増
す
る
一
方
、
日
米
間
は
航

空
利
用
客
が
減
少
し
経
済
関
係
の
上
で
も
問
題
だ
と
警
告

し
た
。
そ
し
て「
日
本
の
友
人
か
ら
の
忠
告
」と
し
て
羽

田
空
港
の
さ
ら
な
る
国
際
化
を
訴
え
た
の
だ
。

　
日
本
政
府
も
羽
田
空
港
の
国
際
化
を
推
進
。
２
０
２
０

年
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
向
け
て
国
際
便
を
一
段
と
増

や
す
方
針
だ
。
し
か
し
、
ど
う
増
や
す
か
で
日
米
の
立
場

が
異
な
る
。

　
ト
ン
氏
は
羽
田
空
港
の
運
用
の
効
率
性
を
上
げ
る
べ
き

と
主
張
し
た
。
氏
に
よ
れ
ば
、
羽
田
空
港
は
安
全
性
に
関

す
る
規
制
が
厳
し
い
た
め
、
他
の
都
市
の
同
規
模
の
空
港

に
比
べ
て
、
便
数
が
少
な
い
と
い
う
。
一
方
、
日
本
側
は

米
軍
の
横
田
基
地
が
管
理
す
る
空
域
を
問
題
視
し
て
い

る
。
横
田
基
地
の
空
域
を
民
間
機
が
通
過
で
き
れ
ば
羽
田

空
港
の
便
数
が
増
え
る
と
提
案
し
て
い
る
。
羽
田
空
港
の

国
際
化
を
ど
う
進
め
る
か
、日
米
の
交
渉
に
注
目
し
た
い
。

Ｎ
Ｈ
Ｋ
国
際
部
　
油
井
　
秀
樹

　
就
任
か
ら
約
２
カ
月
。
48
歳
の
若
き
初
代
長
官
は
、
少

し
ず
つ
独
自
色
を
出
そ
う
と
腐
心
し
て
い
る
。
現
役
時
代

同
様
の
軽
快
な
フ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
、
週
末
も
含
め
精
力
的

に
現
場
視
察
を
行
う
。
自
ら
発
信
す
る
機
会
を
持
ち
た
い

と
、
11
月
か
ら
は
庁
内
で
定
例
の
記
者
会
見
も
始
め
た
。

　
金
メ
ダ
リ
ス
ト
で
あ
り
、
日
本
水

泳
連
盟
会
長
と
し
て
も
短
期
間
で
収

支
を
改
善
さ
せ
る
な
ど
、
常
に
結
果

を
出
し
て
き
た
長
官
に
は「
お
役
所

の
人
の
苦
手
な
分
野
」も
見
え
て
き

た
よ
う
だ
。
例
え
ば
毎
年
さ
ま
ざ
ま
な
調
査
を
行
い
、
デ

ー
タ
が
蓄
積
さ
れ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
れ
が
生

か
し
切
れ
て
い
な
い
点
だ
。
国
は
定
期
的
に
成
人
の
ス
ポ

ー
ツ
実
施
率
を
調
べ
て
い
る
が
、
今
年
度
は
減
少
に
転
じ

た
。
２
０
２
０
年
東
京
五
輪
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
前
に

し
た
危
機
的
な
状
況
に
、「
調
査
す
る
だ
け
で
は
駄
目
。

そ
の
理
由
を
探
ら
な
い
と
」と
早
急
に
分
析
を
指
示
し
た

と
い
う
。

　
ほ
か
に
も
、
団
体
・
個
人
種
目
別
の
メ
ダ
ル
獲
得
ラ
ン

キ
ン
グ
を
明
確
に
す
る
こ
と
や
、
ス
ポ
ー
ツ
に
関
す
る
都

道
府
県
別
の
指
標
作
成
な
ど
の
ア
イ
デ
ア
も
示
し
た
。

　
民
間
出
身
の
長
官
に
求
め
ら
れ
る
の
は
、
こ
れ
ま
で
の

慣
例
を
打
ち
破
る
こ
と
だ
。
就
任
時
、政
府
関
係
者
は「
ス

ポ
ー
ツ
界
の
シ
ン
ボ
ル
に
ふ
さ
わ
し
い
」と
話
し
た
が
、

象
徴
に
は
と
ど
ま
ら
な
い
か
じ
取
り
を
期
待
し
た
い
。

読
売
新
聞
運
動
部
　
勝
俣
　
智
子

　
沈
痛
な
記
者
会
見
だ
っ
た
。

　
12
月
末
に
10
年
の
任
期
を
終
え
退

任
す
る
グ
テ
レ
ス
国
連
難
民
高
等
弁

務
官
は
、「
10
年
前
に
比
べ
て
世
界

は
明
ら
か
に
悪
く
な
り
、
難
民
の
状

況
も
は
る
か
に
厳
し
く
な
っ
た
」と
肩
を
落
と
し
た
。

　
こ
の
10
年
間
ベ
ス
ト
を
尽
く
し
た
つ
も
り
だ
が
、「
誇

れ
る
遺
産
な
ど
何
も
思
い
つ
か
な
い
」と
言
う
。

　
そ
の
思
い
は
数
字
が
裏
付
け
る
。

　
10
年
前
、
国
外
に
出
た
難
民
と
国
内
に
残
り
な
が
ら
も

住
居
地
を
出
た
国
内
避
難
民
は
合
わ
せ
て
３
８
０
０
万

人
。
だ
が
、
今
は
６
０
０
０
万
人
に
膨
れ
上
が
っ
た
。
紛

争
終
結
を
受
け
故
郷
に
戻
れ
る
人
も
10
年
前
は
１
年
間
で

１
０
０
万
人
い
た
が
、
今
は
12
万
４
千
人
し
か
い
な
い
。

　
そ
れ
も
こ
れ
も
シ
リ
ア
を
は
じ
め
中
東
・
北
ア
フ
リ
カ

の
紛
争
が
大
き
く
影
響
し
て
い
る
。
今
年
だ
け
で
中
東
か

ら
欧
州
に
80
万
人
が
向
か
っ
た
。
Ｕ
Ｎ
Ｈ
Ｃ
Ｒ
も
欧
州
諸

国
に
組
織
的
な
受
け
入
れ
を
要
請
し
て
き
た
。

　
し
か
し
、
パ
リ
で
起
き
た
同
時
多
発
テ
ロ
で
ハ
ン
ガ
リ

ー
な
ど
一
部
の
国
々
が
イ
ス
ラ
ム
教
徒
の
入
国
を
拒
否
す

る
事
態
に
失
望
は
大
き
い
。「
テ
ロ
リ
ス
ト
は
欧
州
育
ち
。

難
民
に
罪
を
負
わ
せ
な
い
で
」と
訴
え
た
。

　
そ
れ
に
し
て
も
、
経
済
は
発
展
し
技
術
は
向
上
し
て
い

る
。
貧
困
も
減
っ
た
。
だ
が
、
紛
争
は
増
え
難
民
は
増
え

て
い
る
。
そ
れ
は
な
ぜ
か
。
突
き
つ
け
る
問
い
が
残
っ
た
。

企
画
委
員
　
共
同
通
信
論
説
委
員
室
長
　
杉
田
　
弘
毅
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加か

藤と
う

　
勝か

つ

信の
ぶ

　
１
億
総
活
躍
・
拉
致
問
題
相

緊
急
項
目
は
補
正
で
措
置

11
・
27︵
金
︶記
者
会
見
／
司
会
：
倉
重
篤
郎
委
員
／
出
席
：
85
人
／
動

画

　
安
倍
晋
三
首
相
か
ら「
１
億
総
活

躍
特
命
相
」の
指
名
を
受
け
た
時
は

「
エ
ッ
？
と
思
っ
た
」（
周
辺
）と
さ
れ

る
加
藤
氏
だ
が
、
さ
す
が
に
財
務
官

僚
。
順
応
は
早
い
。
就
任
し
て
１
カ

月
半
で
、
68
項
目
の
緊
急
対
策
を
ま
と
め
、
こ
の
日
の
会

見
で
発
表
し
た
。

　
総
じ
て
網
羅
的
、
総
花
的
な
対
策
の
中
で
、
加
藤
氏
は

首
相
か
ら
は「
希
望
出
生
率
１
・
８
」と「
介
護
離
職
ゼ
ロ
」

の
２
つ
を
重
視
す
る
よ
う
指
示
が
あ
っ
た
こ
と
を
明
ら
か

に
し
、
出
生
率
ア
ッ
プ
対
策
と
し
て
①
不
妊
治
療
へ
の
助

成
の
拡
大
、
特
に
男
性
側
へ
の
支
援
の
充
実
②
子
育
て
を

支
え
合
え
る
３
世
代
同
居
・
近
居
し
や
す
い
環
境
づ
く
り

③
子
育
て
が
困
難
な
状
況
に
あ
る
家
族
・
子
ど
も
へ
の
配

慮
・
対
策
の
強
化
な
ど
を
強
調
し
た
。

　
ま
た
、
消
費
喚
起
策
と
し
て
、
最
低
賃
金
を
年
率
３
％

ず
つ
上
げ
２
０
２
０
年
に
は
１
０
０
０
円
に
す
る
こ
と
を

め
ざ
す
と
表
明
、
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
の
恩
恵
の
及
び
に
く
い

低
年
金
受
給
者
に
は
緊
急
支
援
を
行
う
方
針
を
示
し
た
。

　
会
場
か
ら
は
、「
旧
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
の
総
括
は
ど
う
な

っ
た
の
か
」「
ど
う
や
っ
て
財
源
を
用
意
す
る
の
か
」と
い

っ
た
、
実
現
を
疑
問
視
す
る
質
問
が
多
か
っ
た
が
、
加
藤

氏
は
こ
れ
ら
政
策
項
目
の
う
ち「
緊
急
対
応
」と
さ
れ
て

い
る
12
項
目
に
つ
い
て
は
年
明
け
に
も
提
出
す
る
補
正
予

算
で
措
置
す
る
、
と
対
策
実
現
に
自
信
を
見
せ
た
。

企
画
委
員
　
毎
日
新
聞
専
門
編
集
委
員
　
倉
重
　
篤
郎

　
パ
リ
同
時
多
発
テ
ロ（
日
本
時
間
11
月
14
日
早
朝
発

生
）か
ら
４
日
目
の
18
日
午
後
、
ダ
ナ
駐
日
仏
大
使
が
会

見
し
た
。
同
じ
頃
、
パ
リ
近
郊
サ
ン
ド
ニ
で
は
、
容
疑
者

テ
ィ
エ
リ
ー
・
ダ
ナ
　
駐
日
フ
ラ
ン
ス
大
使

テ
ロ
後
も
フ
ラ
ン
ス
人
の
生
き
方
は
変
わ
ら
な
い

11
・
18︵
水
︶記
者
会
見
／
司
会
：
服
部
尚
委
員
／
通
訳
：
三
宅
薫
子
／
出

席
：
92
人
／
動
画

約
第
21
回
締
約
国
会
議
）に
つ
い
て
淡
々
と
説
明
し
た
。

　
ま
ず
予
定
ど
お
り
開
催
す
る
と
強
調
。
予
備
会
議
で
は

先
進
国
と
途
上
国
と
の
対
立
が
鮮
明
に
な
っ
て
い
る
が
、

Ｃ
Ｏ
Ｐ
21
は「
終
着
点
で
は
な
く
、
む
し
ろ
始
ま
り
だ
。

今
後
の
方
向
付
け
に
な
る
会
議
」と
位
置
付
け
、
議
長
国

と
し
て
妥
協
点
を
粘
り
強
く
探
る
考
え
を
示
し
た
。

　「
世
界
中
に
暴
力
や
狂
信
が
横
行
す
る
中
、
１
つ
の
目

標
を
も
っ
て
共
に
協
力
し
合
え
る
も
の
が
あ
る
と
す
れ

ば
、
そ
れ
は
環
境
問
題
だ
」と
述
べ
、
各
国
が
さ
ま
ざ
ま

な
違
い
を
乗
り
越
え
る
べ
き
だ
と
主
張
し
た
。

　
質
疑
応
答
で
は
テ
ロ
に
質
問
が
集
中
。
観
光
へ
の
打
撃

は「
一
時
的
な
も
の
に
な
る
こ
と
を
望
む
」と
し
、「
日
本

の
皆
さ
ん
が
愛
す
る
フ
ラ
ン
ス
は
、ず
っ
と
そ
の
ま
ま
だ
。

文
化
や
、
生
活
を
楽
し
む
と
い
う
フ
ラ
ン
ス
人
の
生
き
方

は
変
わ
ら
な
い
」と
言
い
切
っ
た
。
そ
の
一
例
と
し
て
、

飲
食
店
の
テ
ラ
ス
席
に
い
た
人
も
テ
ロ
の
犠
牲
に
な
っ
た

が
、
テ
ロ
後
に
も
皆
が
好
む
テ
ラ
ス
で
の
食
事
を
敢
行
し

て「
自
分
た
ち
の
生
き
方
は
変
え
な
い
こ
と
を
示
し
た
」

と
人
々
の
行
動
を
紹
介
し
た
。

　
フ
ラ
ン
ス
で
は
11
月
18
日
、
オ
ラ
ン
ド
大
統
領
が
シ
リ

ア
か
ら
の
難
民
３
万
人
を
受
け
入
れ
る
と
表
明
。「
フ
ラ

ン
ス
の
人
道
主
義
の
責
務
だ
」と
述
べ
た
。
テ
ロ
容
疑
者

に
ギ
リ
シ
ャ
経
由
で
難
民
入
国
し
た
と
疑
わ
れ
る
者
が
い

て
も
、
だ
。
フ
ラ
ン
ス
の
人
々
の
冷
静
で
毅
然
と
し
た
こ

う
し
た
対
応
こ
そ
が
、
テ
ロ
の
元
に
な
る「
憎
し
み
の
連

鎖
」を
、
時
間
は
か
か
る
が
確
実
に
断
ち
切
っ
て
い
く
の

だ
と
思
う
。

朝
日
新
聞
フ
ォ
ー
ラ
ム
事
務
局
　
丹
内
　
敦
子

グ
ル
ー
プ
と
仏
警
官
隊
の
銃

撃
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
た
。

ま
さ
に
オ
ラ
ン
ド
大
統
領
が

非
常
事
態
を
宣
言
し
、「
フ

ラ
ン
ス
は
戦
争
を
し
て
い

る
」と
し
た
状
況
の
真
っ
た

だ
中
で
の
会
見
と
な
っ
た
。

　
大
使
は
憔
悴
し
た
様
子
だ

っ
た
が
、
11
月
末
か
ら
パ
リ

郊
外
で
始
ま
る
Ｃ
Ｏ
Ｐ
21

（
国
連
気
候
変
動
枠
組
み
条

　パリ同時多発テロの犠牲者に哀悼の意を示し、会
見に先立って、ダナ大使（右端）をはじめ出席者全員
による黙祷が行われた。（栗田格会員撮影）
　ダナ大使は今回が当クラブの会見デビューだが、
17年前に当クラブで会見したシラク仏大統領（当時）
の写真がクラブの壁に掛けられているのを見て、微笑
した。「この時、私は大統領府官房スタッフの１人とし
て大統領に同行、大統領と一緒にこのクラブに来た
んですよ。懐かしいですね」。「３度目」も期待したい。

（土生修一）
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２
０
１
５
・
10
・
28
～
29
　
参
加
者
16
人

里山・里海ツアーに参加して

地方再生のヒントを探る
　
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
『
里

山
資
本
主
義
』
と『
里

海
資
本
論
』（
い
ず
れ
も

角
川
新
書
）で
一
躍
、

有
名
に
な
っ
た
岡
山
県

真
庭
市
と
同
県
備
前
市

日ひ
な
せ生

町
を
、
総
勢
16
人

の
メ
ン
バ
ー
で
訪
れ

た
。
２
日
間
で
県
の
北

部
と
南
部
を
一
気
に
回

る
と
い
う
強
行
軍
だ
っ

た
が
、
事
務
局
の
尽
力

で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
キ
ー
マ
ン
か
ら
じ
っ
く

り
と
話
を
聞
く
こ
と
が
で
き
た
。

　
面
積
の
８
割
を
山
林
が
占
め
る
真
庭
市

は
林
業
が
主
産
業
。
安
価
な
外
国
産
材
の

輸
入
増
に
伴
っ
て
過
疎
化
が
進
ん
で
い
た

１
９
８
４
年
、
地
元
の
製
材
会
社「
銘
建

工
業
」が
、
形
が
悪
い
た
め
に
使
い
道
が

な
か
っ
た
未
利
用
材
な
ど
を
燃
料
と
す
る

木
質
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
を
開
始
。
今
年
４

月
に
は
市
や
森
林
組
合
な
ど
が
出
資
す
る

新
発
電
所
が
稼
働
し
た
。
福
島
原
発
事
故

以
降
、
代
替
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
注
目
を
集
め

る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
国
内
外

か
ら
の
視
察
が
ひ
っ
き
り
な
し
と
い
う
。

　
同
社
の
中
島
浩
一
郎
社
長
は
取
材
団
と

の
会
見
で「
地
域
全
体
が
関
わ
れ
る
シ
ス

テ
ム
に
で
き
た
ら
と
思
っ
て
い
る
」と
訴

え
た
。
実
際
、
そ
の
通
り
に
な
り
つ
つ
あ

る
。
発
電
が
軌
道
に
乗
る
の
に
従
っ
て
林

様
に
視
察
が
相
次
い
で
い
る
。
高
度
成
長

期
の
水
質
悪
化
で
沿
岸
の
ア
マ
モ
の
多
く

が
姿
を
消
し
、
漁
獲
高
が
減
少
。
県
の
水

産
課
長
も
務
め
た
田
中
丈
裕
さ
ん（
現
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
里
海
づ
く
り
研
究
会
議
事
務
局

長
）と
漁
協
が
協
力
し
て
再
生
に
取
り
組

み
、
粘
り
強
く
活
動
を
続
け
た
結
果
、
地

域
全
体
が
意
義
を
理
解
す
る
よ
う
に
な
っ

た
。「
こ
こ
で
は『
海
か
ら
お
こ
ぼ
れ
を

い
た
だ
く
』と
い
う
考
え
方
が
代
々
受
け

継
が
れ
て
い
る
」と
田
中
さ
ん
は
話
し
た
。

　
２
つ
の
地
域
と
も
ま
だ
ま
だ
課
題
が
多

く
手
放
し
で
称
賛
す
る
わ
け
に
は
い
か
な

い
が
、
関
係
者
の
表
情
は
自
信
に
満
ち
て

い
た
。
地
方
再
生
に
何
が
必
要
か
、
そ
の

ヒ
ン
ト
を
示
し
て
い
る
よ
う
に
思
え
た
。

東
京
新
聞
社
会
部
　
上
田
　
千
秋

会見する太田真庭市長（中央）　会議室の机に
も地元産の木材を使用していた

業
が
息
を
吹
き
返

し
、雇
用
が
増
え
、

地
元
に
残
る
若
者

も
出
て
き
た
。
太

田
昇
市
長
は「
地

元
に
誇
り
を
持
て

れ
ば
、
進
学
で
一

度
は
離
れ
て
も
い

ず
れ
帰
っ
て
く
る
」

と
説
明
し
て
く
れ

た
。

　
日
生
町
も
、
同

　「
戦
後
70
年
」シ
リ
ー
ズ
で
は
、
か
つ

て
左
右
中
道
を
代
表
し
た
実
力
政
治
家
が

相
次
い
で
登
場
し
、
そ
れ
ぞ
れ
味
わ
い
深

い
言
葉
と
揮
毫
を
残
し
て
く
れ
た
。

　
１
０
２
歳
と
ク
ラ
ブ
ゲ
ス
ト
の
最
高
齢

記
録
を
更
新
し
た
元
法
相
の
奥
野
誠
亮
さ

ん
の
揮
毫
は
、
墨
痕
鮮
や
か
な「
恕
」の

一
文
字
だ
っ

た
。「
人
生
で

一
番
守
ら
な
け

れ
ば
な
ら
な
い

こ
と
を
一
言
で

い
え
ば
何
か
」

と
聞
か
れ
た
孔

子
が「
恕（
ゆ
る
し
）」と
答
え
た
論
語
の

一
節
か
ら
の
引
用
。「
隣
同
士
で
も
夫
婦

同
士
で
も
ゆ
る
し
あ
う
こ
と
が
一
番
大

切
」と
力
を
込
め
て
語
っ
た
。
タ
カ
派
と

し
て
知
ら
れ
た
政
治
家
が
中
国
の
古
典
か

ら「
ゆ
る
し
」を
選
ん
だ
、
そ
の
コ
ン
ト

ラ
ス
ト
が
印
象
的
だ
っ
た
。

　
共
産
党
前
委
員
長
の
不
破
哲
三
さ
ん

（
85
）は「
字
を
書
く
の
は
い
や
だ
な
あ
」

と
苦
笑
し
な
が
ら
サ
イ
ン
ペ
ン
を
と
っ

た
。
ゲ
ス
ト
ブ
ッ
ク
に
顔
を
近
づ
け
、
ゆ

っ
く
り
と「
歴
史
を
開
く
」と
記
し
た
。

「
こ
れ
は
政
治
や
理
論
活
動
に
臨
む
私
の

覚
悟
で
す
」。
記
念
品
の
ネ
ク
タ
イ
選
び

で
は
、「
ネ
ク
タ
イ
選
び
も
苦
手
だ
な
あ
」

と
ま
た
苦
笑
い
。
同
行
し
た
七
加
子
夫
人

に「
頼
む
よ
」と
顔
を
向
け
る
と
、『
道
ひ

と
す
じ
　
不
破
哲
三
と
と
も
に
生
き
る
』

の
著
書
も
あ
る
夫
人
が
紺
の
ネ
ク
タ
イ
を

選
び
、
お
し
ど
り
夫
婦
ぶ
り
を
披
露
し
て

く
れ
た
。

　
公
明
党
元
書
記
長
の
市
川
雄
一
さ
ん

（
80
）は
、
会
見
の
最
後
で
司
会
者
が
揮
毫

を
掲
げ
て
出
席
者
に
紹
介
す
る
と
、
そ
れ

ま
で
生
真
面
目
で
毅
然
と
し
て
い
た
が

「
ヘ
タ
な
字
を
見
せ
な
い
で
よ
」と
急
に

弱
気
に
な
っ
た
。
書
か
れ
て
い
た
の
は

「
疾
風
に
勁
草
を
知
る
」で
、「
強
い
風
が

吹
け
ば
強
い
草
か
ど
う
か
が
わ
か
る
」と

い
う
言
葉
。「
強
風
の
な
か
で
も
勁
草
の

よ
う
に
生
き
て
い
き
た
い
と
最
初
に
立
候

補
し
た
時
に
考
え
ま
し
た
」と
、
再
び
毅

然
と
し
て
説
明
し
た
。

事
務
局
長
　
土
生
　
修
一

■
つ
づ
る
言
葉
に
込
め
た
思
い

ゲ
ス
ト
ブ
ッ
ク
か
ら

お
別
れ
会
見
―
―

グ
テ
レ
ス
国
連
難
民
高
等
弁
務
官

　
12
月
末
に
任
期
を
終
え
る
ア
ン
ト
ニ
オ
・
グ

テ
レ
ス
国
連
難
民
高
等
弁

務
官
が
11
月
26
日
、
最
後

の
ク
ラ
ブ
会
見
に
臨
ん

だ
。会
見
前
に
は
、プ
レ
ス

セ
ン
タ
ー
ビ
ル
1
階
で
展

示
さ
れ
て
い
た
Ｕ
Ｎ
Ｈ
Ｃ

Ｒ
主
催
の
写
真
展「
世
界

の
無
国
籍
者
た
ち
」を
見

学
し
た（
＝
写
真
中
央
）。
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あ の会見 このことば

す
」。
戦
後
は
、
こ
こ
で
も
終
わ
ら
な
い
。

　
③
柳
田
邦
男
さ
ん（
５
月
27
日
、
ノ
ン

フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
作
家
）「
被
害
者
の
精
神

史
」の
取
材
テ
ー
マ
と
79
歳
の
個
人
史
を

重
ね
合
わ
せ
た
。
原
点
の
１
つ
は
原
爆
。

知
っ
た
の
は
高
校
１
年
、
１
９
５
２
年
だ

っ
た
。
独
立
で
検
閲
が
な
く
な
り「
ア
サ

ヒ
グ
ラ
フ
」が
初
め
て
原
爆
を
特
集
し

た
。「
非
常
に
シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
た
。
そ

れ
ま
で
ま
っ
た
く
知
ら
な
か
っ
た
原
爆
被

害
の
す
ご
さ
、
後
遺
症
の
大
変
さ
、
戦
後

７
年
た
っ
て
な
お
こ
う
な
の
か
。
私
の
一

生
で
大
き
な
意
味
を
持
っ
た
。
今
の
福
島

原
発
事
故
に
つ
な
が
る
の
で
す
」

　
④
篠
田
正
浩
さ
ん（
６
月
１
日
、
映
画

監
督
）最
後
の
作
品「
ス
パ
イ
・
ゾ
ル
ゲ
」

（
２
０
０
３
年
）を
中
心
に
戦
後
を
語
っ

た
。「
憲
法
９
条
は
、
ア
メ
リ
カ
が
天
皇

を
象
徴
と
す
る
代
わ
り
に
戦
争
さ
せ
な
い

日
本
を
確
定
し
た
。
こ
れ
は
ポ
ツ
ダ
ム
宣

言
の
実
現
で
す
。
わ
れ
わ
れ
は
ポ
ツ
ダ
ム

体
制
の
中
に
戦
後
も
生
き
て
い
る
」

　
⑤
河
野
洋
平
さ
ん（
６
月
９
日
、
元
官

房
長
官
）「
葬
儀
の
席
で
小
さ
な
子
ど
も
が

駆
け
回
っ
て
い
る
。
そ
れ
を
見
て
、
政
府

植
民
地
を
考
え
て
こ
な
か
っ
た

ポ
ツ
ダ
ム
体
制
を
生
き
て
い
る

政
府
が
派
遣
し
て
死
ん
だ
責
任

　
今
年
も
会
員
の
皆
さ
ん
が
内
幸
町
発
の

記
事
や
番
組
を
た
く
さ
ん
報
じ
て
く
れ

た
。
日
本
記
者
ク
ラ
ブ
の
会
見
か
ら
そ
れ

ぞ
れ
の
戦
後
70
年
を
切
り
取
っ
た
こ
と
ば

を
残
し
て
お
き
た
い
。

　
①
朴パ

ク

裕ユ

河ハ

さ
ん（
２
月
23
日
、
韓
国
・

世
宗
大
教
授
）慰
安
婦
問
題
を
植
民
地
支

配
の
視
点
で
語
り
直
す
。「
韓
国
は
戦
争

犯
罪
と
し
て
被
害
者
に
な
っ
た
わ
け
で
は

な
い
。
植
民
地
と
な
っ
た
結
果
の
動
員
だ

っ
た
。
領
土
拡
張
の
欲
望
、
支
配
、
帝
国

に
つ
い
て
日
本
は
国
民
レ
ベ
ル
で
考
え
て

こ
な
か
っ
た
」。
パ

ラ
ダ
イ
ム
シ
フ
ト
を

促
す
著
書『
帝
国
の

慰
安
婦
』の
波
及
力

は
大
き
い
。
韓
国
で

起
訴
さ
れ
る
と
は
。

　
②
佐
藤
健
生
さ
ん（
５
月
13
日
、
拓
殖

大
教
授
）ド
イ
ツ
現
代
史
家
の
日
独
戦
後

比
較
論
。「
現
在
の
国
家
は
戦
前
と
は
異

な
る
。
そ
の
証
し
を
ド
イ
ツ
は
立
て
続
け

て
い
る
。
ナ
チ
ス
と
は
違
う
の
だ
、
と
こ

と
ば
だ
け
で
な
く
行
動
で
示
す
」。
全
て

解
決
済
み
と
は
い
か
な
い
。「
最
大
の
問

の
指
示
で
外
国
に
派
遣
し
た
人
間
が
死
ん

だ
、
わ
れ
わ
れ
の
責
任
は
ど
れ
ぐ
ら
い
重

い
の
か
、
つ
く
づ
く
思
っ
た
。
今
で
も
胸

が
詰
ま
る
」。
１
９
９
３
年
、
カ
ン
ボ
ジ

ア
Ｐ
Ｋ
Ｏ
の
高
田
晴
行
警
視
が
武
装
集
団

に
撃
た
れ
死
亡
し
た
事
件
を
振
り
返
っ

た
。
国
会
の
安
保
法
案
審
議
で
自
衛
隊
の

リ
ス
ク
が「
増
え
る
」「
増
え
な
い
」論
争

を
聞
い
て「
信
じ
ら
れ
な
い
議
論
だ
」。

　
⑥
セ
ル
ダ
ヘ
イ
・
イ
シ
ュ
ト
バ
ー
ン
さ

ん（
10
月
21
日
、
駐
日
ハ
ン
ガ
リ
ー
大
使
）

難
民
を
拒
む
と
批
判
さ
れ
た
ハ
ン
ガ
リ

ー
。「
メ
ー
ン
ポ
イ
ン
ト
は
シ
ェ
ン
ゲ
ン

圏
の
存
在
だ
。
ハ
ン
ガ
リ
ー
は
シ
ェ
ン
ゲ

ン
に
入
り
、
や
っ
と

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
一
員

に
な
れ
た
。
シ
ェ
ン

ゲ
ン
の
境
界
を
守
れ

な
い
と
、（
隣
国
）オ

ー
ス
ト
リ
ア
と
の
間

に
国
境
が
で
き
て
し
ま
う
」。
不
戦
と
寛

容
を
掲
げ
て
戦
後
、
築
い
た
統
合
欧
州
。

シ
ェ
ン
ゲ
ン
圏
の
最
前
線
に
位
置
す
る
が

ゆ
え
に
、
難
民
管
理
が
で
き
な
い
と
、
欧

州
か
ら
排
除
さ
れ
る
と
恐
れ
る
の
か
。
あ

の
フ
ェ
ン
ス
に
は
国
の
成
り
立
ち
が
か
か

っ
て
い
た
。
そ
の
フ
ェ
ン
ス
を
越
え
て
で

も
自
由
を
求
め
る
人
々
が
押
し
寄
せ
る
。

　
流
血
と
混
迷
の
世
界
は
戦
後
71
年
へ
。

　（
い
ず
れ
も
動
画
が
あ
り
ま
す
）

�

（
中
井
良
則
）

■
会
議
報
告

⃝

第
４
５
７
回
企
画
委
員
会

（
11
・
６
　
大
会
議
室
）

　
独
ニ
ュ
ー
ス
週
刊
誌
シ
ュ
ピ
ー
ゲ
ル
の
東

京
支
局
長
、
ヴ
ィ
ー
ラ
ン
ト
・
ワ
ー
グ
ナ
ー

氏
を
新
委
員
に
委
嘱
す
る
こ
と
を
決
め
た
ほ

か
、
今
後
の
ゲ
ス
ト
候
補
や
研
究
会
テ
ー
マ

に
つ
い
て
協
議
し
た
。

出
席
　
西
村
委
員
長
、
倉
重
、
福
本
、
橋
本
、

実
、
水
野
、
宮
田
、
榊
原
、
川
上
、
軽
部
、

山
本
、
瀬
口
、
原
田
、
宇
留
間
、
島
田
、
竹

田
、
山
﨑
、
川
戸
、
川
村
、
和
田
、
堀
、
梶

本
、
橋
場
の
各
委
員
。

⃝

第
３
６
８
回
会
報
委
員
会

（
11
・
10
　
大
会
議
室
）

　
11
月
号
に
つ
い
て
意
見
交
換
し
た
後
、
12

月
号
、１
月
号
の
編
集
に
つ
い
て
協
議
し
た
。

月
１
回
発
行
の
会
報「
ク
ラ
ブ
ゲ
ス
ト
」欄

と
、
日
々
更
新
す
る
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト「
会
見

リ
ポ
ー
ト
」の
連
携
に
つ
い
て
引
き
続
き
検

討
し
、
両
媒
体
の
特
性
を
生
か
し
た
発
信
に

切
り
替
え
る
こ
と
を
決
定
。
１
月
号
か
ら
紙

面
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
す
る
こ
と
に
し
た
。

出
席
　
飯
塚
委
員
長
、
稲
沢
、
高
橋
、
渡
辺
、

向
山
、
佐
塚
、
長
﨑
の
各
委
員
。

⃝

第
４
５
９
会
員
資
格
委
員
会

（
11
・
19
　
小
会
議
室
）

　
12
月
１
日
付
入
会
を
審
議
し
、
理
事
会
に

答
申
し
た
。

出
席
　
小
田
委
員
長
、
菊
池
、
畑
山
、
山
本
、

國
府
の
各
委
員
。

《戦後70年》
この６本

題
点
は
賠
償
の

先
送
り
。
爆
弾

を
抱
え
て
い

る
。
ギ
リ
シ
ャ

の
賠
償
請
求
は

す
ご
い
金
額
で
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伊
い

藤
とう

　儀
よし

雄
お

ヤフーニュース事業
本部編集部リーダー　

高
たか

田
だ

　昌
まさ

幸
ゆき

高知新聞編集局報道
部副部長・部長待遇　

ゼミ
記者

ゼミ
記者

42

43

「
見
出
し
だ
け
で
も
…
」

若
者
に
ニ
ュ
ー
ス
を

届
け
る
難
し
さ

権
力
監
視
の
調
査
報
道
は

日
常
取
材
の
延
長
線
上

　
最
近
の
学
生
の
例
に
漏
れ

ず
、
ほ
と
ん
ど
新
聞
を
読
ま
な

い
わ
が
娘
。
そ
れ
で
も
た
ま
に

は
ニ
ュ
ー
ス
の
話
題
を
持
ち
出

す
こ
と
が
あ
る
。
そ
ん
な
時
、

決
ま
っ
て
彼
女
は
言
う
。「
ヤ

フ
ー
ト
ッ
プ
で
見
た
」

　
そ
の「
ヤ
フ
ー
ト
ッ
プ
」。

８
ジ
ャ
ン
ル
の
ニ
ュ
ー
ス
の
各

　
ぐ
い
ぐ
い
引
き
込
ま
れ
る
濃

密
な
２
時
間
だ
っ
た
。
日
本
の

調
査
報
道
の
第
一
人
者
と
し
て

知
ら
れ
る
高
田
さ
ん
は
、
自
ら

手
掛
け
た
い
く
つ
も
の
特
報
記

事
を
材
料
に
、
情
報
源
と
の
駆

け
引
き
や
端
緒
の
取
り
方
を

生
々
し
く
、
か
つ
惜
し
み
な
く

語
っ
た
。
言
葉
の
端
々
か
ら
感

ト
ッ
プ
８
本
、計
64
本
の
ニ
ュ
ー
ス
か
ら
、

記
者
の
手
に
よ
っ
て
選
ば
れ
た
、
ま
さ
に

「
ト
ッ
プ
ニ
ュ
ー
ス
」な
の
だ
が
…
「
ア

ク
セ
ス
が
多
い
の
は
圧
倒
的
に
ス
ポ
ー
ツ

と
エ
ン
タ
メ
。
ス
マ
ホ
か
ら
の
ア
ク
セ
ス

で
は
、そ
の
傾
向
は
さ
ら
に
強
い
で
す
ね
」

と
伊
藤
氏
は
言
う
。

　
自
分
と
の
接
点
が
全
く
な
い
ニ
ュ
ー
ス

に
対
す
る
若
者
の
関
心
の
低
さ
は
常
々
語

ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
。
も
と
も
と
大
学
時

代
に「
９
・
11
」の
報
道
に
接
し
て「
ネ
ッ

ト
で
の
ニ
ュ
ー
ス
報
道
」を
志
し
た
伊
藤

氏
と
し
て
は
複
雑
な
思
い
が
あ
る
だ
ろ
う

が
、
そ
れ
で
も「
ア
ク
セ
ス
が
伸
び
な
く

て
も
、大
事
な
ニ
ュ
ー
ス
は
取
り
上
げ
る
」

と
言
い
切
る
。「
見
出
し
だ
け
で
も
見
て

じ
ら
れ
る
鋭
い
問
題
意
識
は
、
豊
富
な
知

識
を
常
に
ア
ッ
プ
デ
ー
ト
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
培
わ
れ
て
い
る
よ
う
だ
っ
た
。

　
権
力
監
視
の
報
道
と
は「
評
論
で
は
な

く
事
実
の
積
み
重
ね
」で
あ
り
、「
端
緒

が
全
て
」だ
、
と
高
田
さ
ん
は
言
う
。
そ

の
た
め
に
主
に
５
つ
の
点
に
留
意
し
て
き

た
、と
い
う
。
①
日
常
の
取
材
相
手
に「
内

部
告
発
先
」と
し
て
信
頼
し
て
も
ら
う
②

ア
ン
グ
ラ
情
報
屋
な
ど「
ク
リ
ー
ン
で
な

い
」相
手
、
元
政
治
家
や
元
会
社
役
員
な

ど「
元
職
」と
意
識
し
て
付
き
合
う
③
証

言
だ
け
で
な
く
証
拠
を
入
手
す
る
。
証
言

は
必
ず
録
音
す
る
④
記
者
会
見
で
は
相
手

に「
反
問
」「
疑
問
」を
ぶ
つ
け
る
⑤
政
治

資
金
収
支
報
告
書
や
決
算
書
類
な
ど
、
公

も
ら
い
た
い
。
そ
れ
だ
け
で

も
、
効
果
は
あ
る
は
ず
だ
か

ら
」と
。

　
能
動
的
に
ニ
ュ
ー
ス
を
見

に
い
か
な
い
若
者
た
ち
へ
の

リ
ー
チ
に
効
果
的
な
の
は
プ

開
さ
れ
て
い
る
資
料
を
丹

念
に
読
み
込
む
―
―
。

　
何
度
も
繰
り
返
し
た
の

は
、
権
力
監
視
報
道
は

「
日
常
の
取
材
の
延
長
線

上
」と
い
う
こ
と
だ
。「
権

ッ
シ
ュ
通
知
に
よ
る
ニ
ュ
ー
ス
速
報
だ
。

伊
藤
氏
も「
１
秒
で
も
早
く
速
報
を
打

つ
」こ
と
に
は
こ
だ
わ
り
を
見
せ
て
い
た

が
、一
方
で〝
失
敗
例
〟も
披
露
し
て
く
れ

た
。
今
年
７
月
28
日
、
こ
の
日
ヤ
フ
ー
ニ

ュ
ー
ス
は
５
本
も
の
速
報
を
発
信
し
た
。

特
に
午
後
か
ら
夜
に
か
け
て
４
本
、
夜
の

２
本
は
プ
ロ
野
球
関
係
の
記
録
モ
ノ
だ
っ

た
。
す
る
と
一
気
に
ア
プ
リ
の
ア
ン
イ
ン

ス
ト
ー
ル（
削
除
）が
殺
到
し
た
と
い
う
。

　「
ニ
ュ
ー
ス
に
対
し
て
受
動
的
」か
つ

「
興
味
の
な
い
ジ
ャ
ン
ル
の
ニ
ュ
ー
ス
に

は
拒
否
反
応
を
示
す
」若
い
世
代
の
ユ
ー

ザ
ー
に
、
ど
う
や
っ
て
ニ
ュ
ー
ス
を
届
け

て
い
く
の
か
。
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
に
身
を

置
く
者
に
と
っ
て
の
共
通
の
課
題
で
は
あ

る
が
、
そ
の
難
し
さ
を
最
も
肌
で
感
じ
て

い
る
の
は
、
リ
ア
ク
シ
ョ
ン
が
す
ぐ
さ
ま

詳
細
に
表
れ
る
ネ
ッ
ト
ニ
ュ
ー
ス
の
編
集

者
な
の
か
も
し
れ
な
い
。

朝
日
放
送
報
道
局
ニ
ュ
ー
ス
情
報
セ
ン
タ
ー
　

田
上  

敦
士

力
機
構
の
中
枢
で
活
動
で
き
る
記
者
ク
ラ

ブ
は
必
要
。
問
題
は
、
そ
こ
で
何
を
す
る

か
で
す
」。
だ
か
ら
、
政
治
家
の
ス
キ
ャ

ン
ダ
ル
は
政
治
部
が
、
警
察
の
不
祥
事
は

警
察
担
当
が
掘
り
起
こ
さ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
言
う
。「
目
の
前
の
こ
と
で
勝
負

し
な
け
れ
ば
」

　
新
聞
の
将
来
に
不
安
は
尽
き
な
い
。
だ

が
、
高
田
さ
ん
の
言
葉
に
、
は
っ
と
さ
せ

ら
れ
た
。「
同
じ
話
で
も
１
０
０
部
な
ら

怪
文
書
。
１
万
部
だ
っ
た
ら
ニ
ュ
ー
ス
で

す
」。
高
田
さ
ん
は
取
材
班
を
指
揮
し
、

旧
土
佐
電
気
鉄
道
の
社
長
が
株
主
に
暴
力

団
と
の
関
係
を
誇
示
し
て
い
た
こ
と
を
特

報
し
た
。「
新
聞
が
書
く
か
ら
世
論
に
な

る
。
ま
だ
ま
だ
ブ
ラ
ン
ド
力
は
あ
る
ん
で

す
。
調
査
報
道
を
怪
文
書
に
押
し
込
め
て

は
い
け
な
い
」

　
自
分
は
何
を
し
て
き
た
か
。
こ
れ
か
ら

何
が
で
き
る
の
か
。
自
問
自
答
の
２
時
間

で
も
あ
っ
た
。

毎
日
新
聞
東
京
本
社
社
会
部
記
者　

日
下
部
　
聡

11
・
９（
月
）「
ミ
レ
ニ
ア
ル
世
代
と
向
き
合
う

～
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の
視
点
」／
司
会
：
橋

場
義
之
特
別
企
画
委
員
／
出
席
：
参
加
23
人
＋

ネ
ッ
ト
視
聴
12
人

11
・
27（
金
）「
権
力
監
視
の
条
件
と
環
境
」／
司

会
：
橋
場
義
之
特
別
企
画
委
員
／
出
席
：
13
人

　次世代ジャーナリズムの現場―その原則とスキル編⑨⑩　記者ゼ ミ
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パ
リ
同
時
多
発
テ
ロ
　
現
場
を
歩
く�

国
末

　憲
人（
朝
日
新
聞
論
説
委
員
）

ど
こ
か
似
て
い
る「
被
害
」と「
加
害
」

　
　
分
岐
点
に
あ
っ
た
も
の
は

　
偶
然
も
、
２
度
重
な
る
と
必
然
か
も
し

れ
な
い
。
１
月
に
起
き
た
風
刺
週
刊
紙

『
シ
ャ
ル
リ
・
エ
ブ
ド
』襲
撃
事
件
の
際

は
、
以
前
か
ら
予
定
が
あ
っ
た
出
張
で
４

日
後
に
パ
リ
に
降
り
立
っ
た
。
今
回
も
や

は
り
出
張
で
、
同
時
多
発
テ
ロ
翌
日
に
パ

リ
の
地
を
踏
む
機
会
を
得
た
。

　
次
の
朝
、
現
場
を
１
カ
所
ず
つ
見
て
回

っ
た
。
襲
撃
さ
れ
た
カ
フ
ェ
や
レ
ス
ト
ラ

ン
の
弾
痕
が
生
々
し
い
。破
損
し
た
戸
口
、

飛
び
散
っ
た
ガ
ラ
ス
。
絶
え
間
な
く
市
民

が
訪
れ
、
花
束
や
ろ
う
そ
く
を
置
い
て
い

く
。
テ
ロ
リ
ス
ト
が
死
亡
し
た
だ
け
で
市

民
に
犠
牲
の
出
な
か
っ
た
現
場
に
も
、
や

は
り
花
束
が
あ
る
。

　
テ
ロ
に
倒
れ
た
人
々
が
最
後
に
見
た
風

景
を
脳
裏
に
刻
む
。
彼
ら
の
多
く
は
、
私

の
人
生
の
半
分
程
度
し
か
生
き
て
い
な

い
。
本
人
の
無
念
、
残
さ
れ
た
人
々
の
苦

悩
に
思
い
を
は
せ
る
。

　
一
方
で
、
加
害
者
た
る
テ
ロ
リ
ス
ト
た

ち
が
生
ま
れ
育
っ
た
風
景
も
目
に
し
な
く

て
は
、防
止
策
が
見
え
て
こ
な
い
だ
ろ
う
。

こ
れ
も
偶
然
、
そ
の
３
日
後
に
ブ
リ
ュ
ッ

セ
ル
で
取
材
が
あ
っ
た
の
で
、
郊
外
の
過

激
派
の
拠
点
モ
レ
ン
ベ
ー
ク
に
足
を
延
ば

し
た
。
自
爆
し
た
容
疑
者
ら
が
経
営
し
て

い
た
カ
フ
ェ
、
パ
リ
郊
外
の
銃
撃
戦
で
死

亡
し
た
テ
ロ
首
謀
者
の
自
宅
な
ど
を
回

り
、
街
角
で
市
民
の
話
を
聞
い
た
。

欧
州
の
多
様
性
の
中
で
育
っ
た�

同
世
代
の
若
者
た
ち

　
被
害
と
加
害
と
、
双
方
の
現
場
を
歩
い

て
の
印
象
は
、「
何
だ
か
似
て
い
る
な
」

だ
っ
た
。

　
テ
ロ
現
場
の
パ
リ
東
部
10
区
と
11
区

は
、移
民
の
多
い
下
町
で
あ
る
と
同
時
に
、

左
派
支
持
の
知
識
層
に
近
年
人
気
が
出
て

い
る
地
域
で
あ
る
。
モ
レ
ン
ベ
ー
ク
も
、

イ
ス
ラ
ム
教
徒
は
確
か
に
多
い
も
の
の
、

基
本
的
に
世
俗
文
化
が
定
着
し
た
街
だ
。

多
様
性
の
雰
囲
気
が
好
ま
れ
、
地
元
の
イ

ン
テ
リ
が
住
む
と
い
う
。

　
犠
牲
と
な
っ
た
パ
リ
の
市
民
と
、
テ
ロ

を
実
行
し
た
イ
ス
ラ
ム
過
激
派
と
の
間
に

は
、
何
の
接
点
も
な
い
よ
う
に
思
っ
て
い

た
。
し
か
し
、
両
者
は
実
は
、
共
通
点
の

多
い
空
間
に
暮
ら
し
、
似
通
っ
た
風
景
を

見
て
育
っ
た
の
で
な
い
か
。
世
代
も
ほ
と

ん
ど
同
じ
30
歳
前
後
だ
。

　
テ
ロ
リ
ス
ト
た
ち
は
、砂
漠
の
匂
い
と
、

古
風
で
信
心
深
そ
う
な
雰
囲
気
を
身
に
ま

と
う
。
そ
の
主
張
に
は
、「
聖
戦
」「
殉
教
」

「
イ
ス
ラ
ム
社
会
が
受
け
た
屈
辱
」と
い

っ
た
言
葉
の
装
飾
が
ち
り
ば
め
ら
れ
る
。

　
し
か
し
、
そ
れ
は「
イ
ス
ラ
ム
国
」や

ア
ル
カ
イ
ダ
か
ら
借
り
て
き
た
衣
に
過
ぎ

な
い
。
一
皮
め
く
る
と
、
欧
州
社
会
の
若

者
た
ち
だ
。
彼
ら
の
故
郷
を
見
て
、
そ
う

実
感
し
た
。

　
加
害
者
ら
は
、
途
中
ま
で
被
害
者
た
ち

と
同
じ
よ
う
な
と
こ
ろ
に
い
た
の
で
あ

る
。
ど
こ
か
で
道
を
踏
み
外
し
、
誤
っ
た

方
角
に
向
か
っ
て
し
ま
っ
た
。
分
岐
点
に

何
が
あ
っ
た
の
か
。
彼
ら
が
過
激
派
へ
の

一
歩
を
踏
み
出
し
た
原
因
と
過
程
の
解
明

こ
そ
、
テ
ロ
を
な
く
す
上
で
取
り
組
む
べ

き
課
題
で
は
な
い
か
。

テ
ロ
リ
ス
ト
そ
れ
ぞ
れ
の
軌
跡
を�

追
う
こ
と
か
ら

　
テ
ロ
リ
ス
ト
を
生
む
理
由
と
し
て
、
貧

困
や
イ
ス
ラ
ム
教
徒
へ
の
差
別
、
フ
ラ
ン

ス
の
政
教
分
離
の
方
針
な
ど
が
、
し
ば
し

ば
指
摘
さ
れ
る
。
し
か
し
、
例
え
ば
貧
困

が
な
く
な
ら
な
い
と
テ
ロ
も
な
く
な
ら
な

い
か
と
い
う
と
、
そ
ん
な
こ
と
は
な
い
。

た
と
え
貧
乏
で
あ
れ
、
大
部
分
の
人
は
テ

ロ
な
ど
起
こ
さ
な
い
。
出
来
事
と
一
般
的

な
状
況
と
を
安
易
に
結
び
つ
け
る
説
明

は
、
往
々
に
し
て
テ
ロ
リ
ス
ト
側
が
振
り

ま
く
口
実
だ
。

　
そ
の
よ
う
な
言
説
に
惑
わ
さ
れ
る
こ
と

な
く
、具
体
例
を
し
っ
か
り
見
据
え
た
い
。

そ
れ
が
、
私
た
ち
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
に
で

き
る
こ
と
で
も
あ
る
。

　
テ
ロ
リ
ス
ト
そ
れ
ぞ
れ
の
軌
跡
を
追
う

作
業
に
、
自
分
な
り
に
取
り
組
み
た
い
と

思
う
。
社
会
学
や
心
理
学
の
専
門
家
、
カ

ル
ト
対
策
に
携
わ
る
人
々
と
の
協
力
も
必

要
に
な
る
だ
ろ
う
。
そ
の
営
み
の
向
こ
う

に
、
テ
ロ
を
防
ぐ
糸
口
が
見
え
て
く
る
に

違
い
な
い
。

く
に
す
え
・
の
り
と
▼
１
９
８
７
年
入
社
　
２

０
０
１
～
04
年
パ
リ
支
局
員
　
07
～
10
年
同
支

局
長
　
14
年
か
ら
論
説
委
員

襲撃を受けたパリのバー「カリヨン」の窓ガラスには弾
痕とメッセージが（11.24／筆者撮影）

ワ ーキングプレス　特別寄稿� 一線記者の取材リポート
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中
台
首
脳
会
談
　
台
北
支
局�

鈴
木

　雄
士（
共
同
通
信
社
）

華
や
か
さ
の
裏
に
あ
る
も
の
は

�
詰
め
掛
け
た
記
者
千
人
、前
日
か
ら
行
列

　
切
れ
目
な
い
カ
メ
ラ
の
フ
ラ
ッ
シ
ュ
を

浴
び
な
が
ら
、
長
い
握
手
で「
歴
史
的
」

成
果
を
存
分
に
誇
っ
た
中
国
の
習
近
平
国

家
主
席
と
台
湾
の
馬
英
九
総
統
。
１
９
４

９
年
の
中
台
分
断
後
初
の
首
脳
会
談
が
11

月
７
日
に
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
で
開
か
れ
た

が
、表
面
的
な
華
や
か
さ
と
は
対
照
的
に
、

会
談
の
背
景
や
双
方
の
思
惑
は
必
ず
し
も

明
瞭
で
な
か
っ
た
。

　
会
談
で
は
、
中
台
は
不
可
分
の
領
土
だ

と
す
る「
１
つ
の
中
国
」の
原
則
を
再
確

認
。
台
湾
独
立
志
向
の
野
党
、
民
主
進
歩

党（
民
進
党
）が
リ
ー
ド
す
る
来
年
１
月

の
総
統
選
を
前
に
、
同
原
則
を
認
め
な
い

民
進
党
を
け
ん
制
し
た
が
、
会
談
後
も
民

進
党
の
優
勢
は
変
わ
ら
な
い
。
中
台
統
一

に
向
け
た
協
定
締
結
な
ど
に
は
至
ら
な
か

っ
た
た
め
、
台
湾
住
民
は
会
談
を
比
較
的

冷
静
に
受
け
止
め
た
よ
う
だ
。
た
だ
、
首

脳
会
談
自
体
に
は
賛
成
世
論
が
多
く
、
民

進
党
も
政
権
奪
還
後
の
実
現
に
意
欲
を
示

し
て
い
る
。
会
談
の
影
響
や
意
味
が
よ
り

明
確
に
な
る
の
は
こ
れ
か
ら
だ
。

当
局
混
乱
、
記
者
証
差
し
替
え
も

　
当
日
は
、
現
地
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
と
北
京

か
ら
も
記
者
や
カ
メ
ラ
マ
ン
の
支
援
を
得

た
が
、
数
日
前
に
会
談
実
施
を
急
き
ょ
発

表
し
た
当
局
の
対
応
は
混
乱
し
、
振
り
回

さ
れ
た
。
台
湾
側
は
会
談
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

な
ど
を
前
日
６
日
夕
に
よ
う
や
く
説
明
。

会
談
当
日
も
、記
者
会
見
場
所
の
変
更
や
、

台
湾
当
局
に
よ
る
記
者
証
差
し
替
え
と
い

っ
た
ハ
プ
ニ
ン
グ
が
相
次
い
だ
。

　
記
者
証
は
、
申
請
者
に
中
台
そ
れ
ぞ
れ

が
発
行
。
台
湾
は
当
初
、
中
華
民
国
成
立

の
１
９
１
２
年
を
元
年
と
す
る
紀
年
法
で

「
民
国
１
０
４
年
」と
記
し
て
発
行
し
た

が
、
会
談
直
前
に
急
き
ょ
回
収
、
中
国
と

同
じ「
２
０
１
５
年
」と
記
し
た
も
の
を

配
り
直
し
た
。
チ
ェ
ッ
ク
体
制
の
混
乱
を

懸
念
し
た
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
政
府
の
要
請
と

説
明
す
る
が
、
中
華
民
国
の
存
在
を
認
め

な
い
中
国
の
圧
力
と
の
指
摘
も
あ
る
。

　
中
台
が
別
々
に
実
施
し
た
会
談
後
の
記

者
会
見
な
ど
の
出
席
枠
に
つ
い
て
も
、
台

湾
側
は
当
初「
１
社
４
人
ま
で
」と
説
明

し
た
た
め
人
選
に
悩
ま
さ
れ
た
が
、
実
際

は
中
国
当
局
へ
の
申
請
者
は
別
枠
だ
っ

た
。

　
台
湾
側
に
よ
る
と
、
７
日
の
会
談
に
は

計
６
０
０
人
超
が
記
者
証
を
申
請
、
未
登

録
の
記
者
ら
も
合
わ
せ
、
１
０
０
０
人
近

く
が
会
場
の
シ
ャ
ン
グ
リ
ラ
ホ
テ
ル
に
詰

め
掛
け
た
。
ホ
テ
ル
の
１
階
ロ
ビ
ー
に
設

置
さ
れ
た
金
属
探
知
機
前
に
は
前
日
か
ら

行
列
が
で
き
、
筆
者
は
当
日
の
検
査
通
過

に
３
時
間
近
く
を
要
し
た
。
中
国
が
絡
む

取
材
は
規
制
が
強
ま
る
の
が
常
だ
が
、
今

回
は
習
氏
出
席
な
ど
で
警
備
が
厳
し
さ
を

増
し
、
混
乱
に
拍
車
を
か
け
た
よ
う
だ
。

中
国
主
導
で
想
定
外
の
実
施

　
会
談
実
施
が
明
る
み
に
な
っ
た
の
は
３

日
深
夜
。「
民
主
国
家
の
常
軌
に
背
い
た
」。

野
党
寄
り
台
湾
紙
が
、
決
定
手
続
き
が
不

透
明
だ
と
の
批
判
を
交
え
た「
独
自
ダ

ネ
」を
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
報
じ
、
台
湾
当

局
が
ほ
ど
な
く
確
認
し
た
。
馬
氏
は
会
談

へ
の
意
欲
を
こ
れ
ま
で
何
度
も
表
明
し
て

き
た
が
、
総
統
選
が
近
づ
き
、
馬
氏
の
残

り
任
期
も
約
半
年
と
迫
っ
た
こ
の
時
期
の

実
施
を
、
事
前
に
予
測
で
き
た
人
は
ほ
と

ん
ど
い
な
か
っ
た
と
み
ら
れ
る
。

　
翌
日
の
台
湾
各
紙
は
１
面
ト
ッ
プ
な
ど

で
大
き
く
報
じ
た
が
、
記
事
の
分
量
は
限

定
的
で
、
洪
水
の
よ
う
な
紙
面
展
開
と
な

っ
た
の
は
さ
ら
に
翌
日
だ
っ
た
。

　
首
脳
会
談
は
、
昨
年
の
北
京
で
の
ア
ジ

ア
太
平
洋
経
済
協
力
会
議（
Ａ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
）

首
脳
会
議
の
際
に
実
施
観
測
が
一
時
強
ま

っ
た
が「
国
際
会
議
の
場
は
望
ま
な
い
」

と
す
る
中
国
側
の
反
対
で
見
送
ら
れ
、
実

現
は
遠
の
い
た
と
み
ら
れ
て
い
た
。
今
回

の
会
談
は
中
国
側
が
持
ち
か
け
た
と
さ
れ

る
が
、詳
し
い
経
緯
は
分
か
っ
て
い
な
い
。

　
中
国
側
に
は
、
南
シ
ナ
海
問
題
で
台
湾

と
の
連
携
の
可
能
性
を
ち
ら
つ
か
せ
る
こ

と
で
米
国
を
け
ん
制
す
る
狙
い
も
あ
る
と

の
見
方
が
出
て
い
る
ほ
か
、
馬
総
統
の
残

り
任
期
中
２
回
目
の
会
談
の
可
能
性
も
さ

さ
や
か
れ
る
。
会
談
後
の
中
台
の
動
向
を

さ
ら
に
注
視
し
た
い
。

す
ず
き
・
ゆ
う
じ
▼
１
９
９
３
年
入
社
　
佐
賀

支
局
　
外
信
部
　
香
港
支
局
な
ど
を
経
て
　
２

０
１
３
年
か
ら
台
北
支
局

66年ぶりの握手　習近平・中国国家主席（右）と馬英九・台
湾総統（11月7日／共同通信社提供）

一線記者の取材リポート� ワーキングプレ ス
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大
阪
ダ
ブ
ル
選
　
維
新
２
勝�

奥
田

　信
幸（
毎
日
放
送
）

橋
下
市
長
、
類
を
見
な
い
発
信
力

　
　〝
改
革
の
正
体
〟を
追
う

　
11
月
22
日
午
後
８
時
、
投
票
が
締
め
切

ら
れ
る
と
同
時
に
、
テ
レ
ビ
各
社
が「
ダ

ブ
ル
選
維
新
２
勝
」の
速
報
を
流
す
と
い

う
維
新
の
強
さ
ば
か
り
が
目
立
つ
選
挙
結

果
と
な
っ
た
。
し
か
し
、
そ
の
会
見
場
に

橋
下
徹
大
阪
市
長
の
姿
は
な
か
っ
た
。

　
５
月
の
住
民
投
票
で
大
阪
都
構
想
が
否

決
さ
れ
政
治
家
引
退
を
表
明
す
る
ま
で
、

ほ
ぼ
毎
日
登
庁
・
退
庁
の
２
回
、
マ
ス
メ

デ
ィ
ア
の
取
材
を
受
け
て
き
た
橋
下
市

長
。
私
は
そ
の
囲
み
取
材
の
中
で
、
最
も

激
し
く
議
論
を
戦
わ
せ
て
き
た
記
者
の
１

人
だ
。

　
橋
下
市
長
の
実
行
力
、
発
信
力
は
他
の

政
治
家
に
類
を
見
な
い
。
た
と
え
反
対
が

強
く
と
も
一
度
や
る
と
決
め
た
こ
と
は
、

時
に
は
強
引
と
も
い
え
る
手
法
で
実
行

し
、
議
会
と
の
対
立
で
否
決
さ
れ
な
が
ら

も
、
さ
ま
ざ
ま
な〝
改
革
〟を
実
行
し
て

き
た
。
市
長
自
身
、
普
段
か
ら「
何
も
や

ら
ず
に
批
判
さ
れ
る
く
ら
い
な
ら
、〝
改

革
〟を
や
っ
て
批
判
さ
れ
る
方
が
い
い
」

と
述
べ
て
い
る
。

　
し
か
し
、
こ
れ
ま
で
の
政
治
家
が
手
を

つ
け
な
か
っ
た〝
橋
下
改
革
〟の
多
く
は

メ
リ
ッ
ト
も
あ
れ
ば
デ
メ
リ
ッ
ト
も
あ
っ

た
。
政
治
行
政
で
頻
繁
に
使
わ
れ
る〝
改

革
〟と
い
う
言
葉
、
こ
れ
は
な
か
な
か
の

く
せ
者
で
、
簡
単
に
評
価
す
る
の
は
難
し

い
。
だ
か
ら
こ
そ
、
私
は
そ
の〝
改
革
の

正
体
〟を
伝
え
る
こ
と
こ
そ
が
自
分
の
役

割
だ
と
考
え
報
道
し
て
き
た
。

再
度「
都
構
想
」掲
げ
た
覚
悟
と
戦
略

　
橋
下
市
長
の
実
行
力
の
源
は
、
表
で
は

「
大
阪
を
良
く
す
る
た
め
の
改
革
」で
あ

り
、
裏
で
は「
選
挙
で
の
勝
利
」で
は
な

い
か
と
思
う
。
選
挙
で
民
意
を
得
て
い
る

か
ら
こ
そ
、
強
い
反
対
が
あ
っ
て
も
施
策

の
正
当
性
を
主
張
す
る
こ
と
が
で
き
た
の

だ
ろ
う
。

　
そ
れ
だ
け
に
選
挙
に
対
す
る
こ
だ
わ
り

は
尋
常
で
は
な
い
。
自
分
が
立
候
補
し
た

も
の
だ
け
で
な
く
、
維
新
の
会
が
関
わ
る

多
く
の
選
挙
で
膨
大
な
労
力
を
は
ら
っ
て

き
た
。

　
特
に
住
民
投
票
の
前
１
年
間
は
、
毎
週

土
日
の
た
び
に「
タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン

グ
」と
称
し
て
街
頭
演
説
を
繰
り
返
し
、

全
国
か
ら
国
会
議
員
、
地
方
議
員
に
か
か

わ
ら
ず
大
阪
に
集
結
さ
せ
、
支
持
を
訴
え

続
け
て
き
た
。

　
大
阪
市
を
廃
止
し
５
つ
の
特
別
区
と
す

る
大
阪
都
構
想
に
も
当
然
、
メ
リ
ッ
ト
と

デ
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
。
私
は
メ
リ
ッ
ト
だ

け
を
訴
え
続
け
る
橋
下
市
長
の
姿
に
違
和

感
を
感
じ
な
が
ら
も
、
一
方
で
橋
下
市
長

が
住
民
投
票
に
か
け
る
労
力
に
は
感
心
さ

せ
ら
れ
た
。

　
そ
れ
で
も「
大
阪
市
」を
な
く
す
こ
と

に
対
す
る
住
民
の
不
安
は
根
強
く
、
住
民

投
票
で
否
決
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
が
、
橋

下
市
長
が
か
け
て
き
た
労
力
を
考
え
る

と
、
引
退
を
表
明
し
た
の
も
う
な
ず
け
る

気
が
し
た
。
そ
れ
が
一
転
し
て
都
構
想
を

掲
げ
て
ダ
ブ
ル
選
挙
を
戦
う
に
あ
た
っ
て

は
、
さ
ら
に
並
々
な
ら
ぬ
覚
悟
と
戦
略
を

も
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

選
挙
戦
の
勝
因
は「
訴
え
」の
定
着

　
住
民
投
票
で「
否
決
」の
結
果
か
ら
一

転
、
維
新
が
ダ
ブ
ル
選
に
勝
っ
た
理
由
は

さ
ま
ざ
ま
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
半
年
間
、

大
阪
の
自
民
党
が
都
構
想
に
代
わ
る〝
改

革
〟を
打
ち
出
せ
な
か
っ
た
こ
と
、
住
民

投
票
と
異
な
り
自
民
、
公
明
、
民
主
、
共

産
が
一
枚
岩
と
な
れ
な
か
っ
た
こ
と
な

ど
、
い
ろ
い
ろ
あ
る
が
、
最
大
の
要
因
は

「
維
新
が
訴
え
続
け
た〝
改
革
イ
メ
ー
ジ
〟

の
定
着
」で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
知
事
時
代
か
ら
８
年
間
メ
デ
ィ
ア
で
取

り
上
げ
ら
れ
て
き
た〝
改
革
〟、
そ
し
て

選
挙
の
た
び
に
橋
下
市
長
が
街
頭
で
訴
え

続
け
た〝
改
革
〟は
、
今
や
市
民
に
か
な

り
浸
透
し
て
い
る
。し
か
し
、そ
の〝
改
革

イ
メ
ー
ジ
〟は
勝
手
に
定
着
し
た
の
で
は

な
く
、
橋
下
市
長
の
類
い
ま
れ
な
発
信
力

と
選
挙
に
か
け
る
労
力
に
よ
っ
て
築
き
上

げ
ら
れ
た
も
の
だ
。

　
振
り
返
っ
て
、
わ
れ
わ
れ
メ
デ
ィ
ア
は

果
た
し
て
橋
下
市
長
に
見
合
う
だ
け
の
覚

悟
と
労
力
を
も
っ
て〝
改
革
の
正
体
〟を

伝
え
る
こ
と
が
で
き
た
の
だ
ろ
う
か
。
私

は
今
も
自
問
自
答
し
て
い
る
。

お
く
だ
・
の
ぶ
ゆ
き
▼
１
９
９
０
年
入
社
　
大

阪
府
庁
担
当
　
報
道
局
デ
ス
ク
　
夕
方
ニ
ュ
ー

ス
編
集
長
な
ど
を
経
て
　
２
０
１
１
年
橋
下
大

阪
市
長
誕
生
と
と
も
に
再
び
大
阪
市
政
担
当

街頭演説に立つ橋下大阪市長（毎日放送提供）

ワ ーキングプレス� 一線記者の取材リポート
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■
有
権
者
の
所
在
つ
か
め
ず�

　
渋
谷
で
街
頭
演
説
も

　「
こ
ん
な
も
の
が
、
公
正
な
選
挙
と
言

え
る
の
か
」。
あ
る
陣
営
の
関
係
者
は
、

い
ら
立
ち
を
隠
さ
ず
に
言
っ
た
。
選
挙
事

務
所
に
は
、「
宛
先
人
不
在
」で
戻
っ
て

き
た
選
挙
運
動
用
は
が
き
が
山
の
よ
う
に

積
ま
れ
て
い
る
。
選
挙
当
時
、
避
難
生
活

は
４
年
８
カ
月
目
を
迎
え
て
い
た
。
仮
設

住
宅
か
ら
災
害
公
営
住
宅
に
移
っ
た
り
、

新
居
を
構
え
る
な
ど
、
住
居
を
転
々
と
し

て
い
る
町
民
は
い
ま
だ
多
い
。候
補
者
は
、

有
権
者
の
所
在
を
つ
か
む
こ
と
す
ら
ま
ま

な
ら
な
か
っ
た
。電
話
が
つ
な
が
っ
て
も
、

町
長
選
の
投
票
日
を
知
ら
な
い
有
権
者
も

い
た
と
い
う
。

　
各
候
補
者
は
県
内
の
仮
設
住
宅
を
中
心

い
と
う
・
か
ず
ひ
ろ
▼
２
０
０
０
年
入
社
　
報

道
部
　
郡
山
本
社
　
い
わ
き
支
社
な
ど
を
経
て
　

14
年
４
月
か
ら
南
相
馬
支
社
兼
浪
江
支
局

被災地通信�　福島県浪江町

候補者、有権者に戸惑い
全町避難地域の選挙戦

伊東　一浩（福島民報社）

避難先の仮設住宅で候補者の演説を聞く浪江町
民（2015年11月９日／福島県南相馬市／福島民報社提供）

　
東
京
電
力
福
島
第
一
原
発
事
故
に
よ
り

全
町
避
難
が
続
く
福
島
県
浪
江
町
で
11
月

15
日
、
原
発
事
故
後
初
め
て
選
挙
戦
と
な

っ
た
町
長
選（
２
０
１
１
年
は
無
投
票
）

が
投
開
票
さ
れ
た
。
現
職
と
２
新
人
の
３

候
補
者
の
う
ち
現
職
の
馬ば

場ば

有た
も
つ

氏（
67
）

が
有
効
投
票
数
の
７
割
近
い
得
票
数
を
集

め
、
３
選
を
果
た
し
た
。
こ
れ
ま
で
進
め

ら
れ
て
き
た
町
の
復
興
施
策
が
支
持
さ
れ

た
形
だ
が
、
町
民
が
県
内
外
で
避
難
生
活

を
送
る
中
の
前
例
の
な
い
選
挙
は
候
補

者
、
有
権
者
と
も
に
戸
惑
い
な
が
ら
の
戦

い
と
な
っ
た
。

に
遊
説
し
た
が
、直
接
、公
約
を
聞
い
て
も

ら
え
る
人
数
は
限
ら
れ
た
。
人
通
り
が
な

い
浪
江
町
の
中
心
市
街
地
で
政
策
を
訴
え

た
り
、東
京
・
渋
谷
駅
前
で
街
頭
演
説
を
繰

り
広
げ
た
候
補
者
も
い
た
。
東
京
に
赴
い

た
候
補
者
の
選
対
幹
部
は「
マ
ス
メ
デ
ィ

ア
や
、
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
な
ど
の
ソ
ー
シ

ャ
ル
メ
デ
ィ
ア
に
取
り
上
げ
ら
れ
れ
ば
、

町
民
の
目
に
触
れ
る
と
考
え
た
」と
苦
肉

の
策
を
明
か
す
。「
全
て
の
有
権
者
に
政

策
を
伝
え
る
こ
と
が
不
可
能
な
選
挙
だ
」。

候
補
者
の
１
人
は
た
め
息
を
つ
い
た
。

■
不
在
者
投
票
の
手
続
き
に
も
課
題

　
異
例
ず
く
め
で
行
わ
れ
た
町
長
選
の
投

票
率
は
56
・
05
％
（
男
55
・
46
％
、
女

56
・
60
％
）で
過
去
最
低
と
な
っ
た
。
原

発
事
故
前
の
07
年
の
73
・
51
％
を
17
・
46

ポ
イ
ン
ト
下
回
っ
た
。
町
選
挙
管
理
委
員

会
は
、
投
票
率
低
下
の
要
因
の
１
つ
と
し

て
、
不
在
者
投
票
の
手
続
き
の
煩
わ
し
さ

が
あ
る
と
分
析
し
て
い
る
。
投
票
す
る
た

め
に
は「
不
在
者
投
票
請
求
書
」に
必
要

事
項
を
記
入
し
、
町
選
挙
管
理
委
員
会
へ

郵
送
す
る
必
要
が
あ
る
。
投
票
を
受
け
付

け
る
時
間
は
、
避
難
先
の
最
寄
り
自
治
体

の
執
務
中
に
限
ら
れ
る
た
め
、
お
お
む
ね

平
日
の
午
前
８
時
ご
ろ
か
ら
午
後
５
時
ご

ろ
に
制
限
さ
れ
る
。
投
票
所
に
赴
け
ば
よ

い
期
日
前
投
票
に
比
べ
、
手
続
き
上
の
不

便
さ
が
際
立
つ
。

　
事
務
局
側
に
も
改
善
の
余
地
は
あ
っ

た
。
今
回
、
候
補
者
の
政
策
な
ど
が
記
さ

れ
た
選
挙
公
報
が
有
権
者
に
届
く
ま
で
、

告
示
後
１
週
間
以
上
か
か
っ
た
世
帯
が
あ

っ
た
と
い
う
。
選
挙
期
間
は
通
常
の
町
長

選
の
２
倍
に
当
た
る
10
日
間
と
し
た
が
、

不
在
者
投
票
の
手
続
き
に
要
す
る
時
間
を

考
慮
す
る
と
遅
す
ぎ
た
と
言
え
る
だ
ろ

う
。
浪
江
町
だ
け
で
な
く
、
他
の
避
難
自

治
体
の
選
挙
で
も
今
後
の
課
題
と
し
て
捉

え
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

■
帰
町
を
進
め
る
た
め�

　
一
層
の
努
力
求
め
ら
れ
る

　
３
選
を
果
た
し
た
馬
場
氏
に
と
っ
て
、

３
期
目
は
帰
町
を
進
め
る
任
期
と
な
る
。

帰
町
開
始
の
目
標
は
17
年
３
月
と
し
て
い

る
が
、
有
識
者
に
よ
る
検
討
委
員
会
や
町

民
の
意
見
な
ど
を
聞
い
た
上
で
、
最
終
判

断
す
る
。

　
町
長
選
の
投
票
率
低
下
は
、
町
へ
の
関

心
が
薄
れ
て
い
る
町
民
が
増
え
て
い
る
表

れ
で
も
あ
る
。
年
が
明
け
れ
ば
原
発
事
故

か
ら
５
年
を
迎
え
る
。時
の
経
過
に
伴
い
、

町
民
の
生
活
環
境
、
心
境
は
大
き
く
変
わ

っ
て
い
る
。復
興
を
実
現
さ
せ
る
た
め
に
、

馬
場
氏
に
は
こ
れ
ま
で
以
上
の
発
信
力
と

確
固
た
る
将
来
像
の
提
示
が
求
め
ら
れ
る
。

東日本大震災から4 年 9カ月  被災地はい ま
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リ レーエッセー

資
本
主
義
を
考
え
抜
い
た
経
営
者

　ク
ロ
ネ
コ
ヤ
マ
ト
の
小
倉
昌
男
さ
ん

永
野

　健
二（
日
本
経
済
新
聞
顧
問
）

ィ
ア
と
言
わ
れ
る
仕
事
を
超
え
て
、
新
し

い
時
代
の
メ
デ
ィ
ア
の
機
能
そ
の
も
の
だ

と
強
く
感
じ
た
こ
と
を
思
い
出
す
。

　
99
年
10
月
初
版
の『
小
倉
昌
男 

経
営

学
』の
な
か
で
、
彼
は
こ
の
本
を「
生
涯

に
最
初
に
し
て
最
後
、
一
回
限
り
の
著
作

で
あ
る
」と
宣
言
し
て
い
る
。『
経
営
学
』

の
内
容
は
、
現
在
も
ま
っ
た
く
陳
腐
化
し

て
い
な
い
し
、
小
倉
経
営
学
の
全
て
が
詰

ま
っ
て
い
る
。

　
最
大
の
ポ
イ
ン
ト
は
、「
個
人
顧
客
の

集
配
効
率
は
極
め
て
悪
い
」と
い
う
運
送

業
の
常
識
に
反
し
て
、「
全
国
規
模
の
集

配
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
築
け
ば
、
個
人
の
集

配
サ
ー
ビ
ス
は
ビ
ジ
ネ
ス
に
な
る
」と
い

う
小
倉
さ
ん
の
仮
説
だ
っ
た
。

　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
時
代
に
は
、
も
は
や

常
識
と
な
っ
て
い
る
Ｐ
to
Ｐ
の
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
の
合
理
性
の
世
界
を
、
そ
れ
よ
り
20

年
以
上
前
の
70
年
代
の
前
半
に
突
き
詰

め
、
行
動
に
移
し
た
の
で
あ
る
。

　
そ
し
て
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
合
理
性
を

実
現
す
る
上
で
の
最
大
の
抵
抗
勢
力
は
官

僚
と
銀
行
だ
、
と
喝
破
し
た
。
小
倉
さ
ん

の
官
僚
、
銀
行
嫌
い
は
生
涯
変
わ
ら
な
か

っ
た
。

　
出
版
の
関
係
者
が
驚
い
た
の
は
、
彼
が

『
経
営
学
』の
一
字
一
句
、
全
て
自
分
で

書
き
、
そ
れ
が
ほ
と
ん
ど
、
デ
ス
ク
が
筆

を
入
れ
る
必
要
が
な
い
ほ
ど
完
成
度
が
高

か
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
、
経
営
書

と
し
て
は
異
例
の
大
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
と
な

っ
た
の
で
あ
る
。
本
当
に
一
流
の
経
営
者

は
、
一
流
の
ラ
イ
タ
ー
で
も
あ
る
ん
だ
な

あ
、
と
い
う
の
が
、
当
時
の
私
た
ち
の
一

致
し
た
意
見
だ
っ
た
。
し
か
し
、
そ
ん
な

人
は
小
倉
さ
ん
以
外
は
見
当
た
ら
な
い

な
、
と
い
う
の
が
結
論
だ
っ
た
。

　
小
倉
さ
ん
が
晩
年
、
身
障
者
の
福
祉
事

業
に
熱
意
を
示
し
た
こ
と
か
ら
、
彼
を
反

資
本
主
義
的
な
、
あ
る
い
は
資
本
主
義
と

は
異
次
元
の
リ
ー
ダ
ー
と
考
え
た
が
る
向

き
も
あ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
は
間
違
い
で

あ
る
。
小
倉
さ
ん
は
最
後
ま
で
資
本
主
義

を
考
え
抜
い
た
経
営
者
だ
っ
た
。

　「
資
本
主
義
に
お
い
て
は
在
庫
が
ポ
イ

ン
ト
だ
ね
」。
晩
年
の
小
倉
さ
ん
が
、
私

た
ち
に
投
げ
か
け
た
テ
ー
マ
で
あ
る
。
在

庫
は
企
業
に
と
っ
て
最
大
の
リ
ス
ク
で
あ

る
。
し
か
し
、
在
庫
が
少
な
く
な
り
過
ぎ

る
こ
と
は
社
会
に
と
っ
て
、
あ
る
い
は
消

費
者
に
と
っ
て
、
も
っ
と
大
き
な
リ
ス
ク

か
も
し
れ
な
い
。

　
ビ
ル
・
ゲ
イ
ツ
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
主

義
者
の
一
部
が
能
天
気
に
理
想
化
し
て
い

た
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
社
会
が
実
現
す
る
、

摩
擦
な
き
資
本
主
義
の
矛
盾
に
小
倉
さ
ん

は
早
く
か
ら
気
が
つ
い
て
い
た
。

　
ア
マ
ゾ
ン
や
グ
ー
グ
ル
が
拡
大
す
る
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
社
会
に
お
け
る
独
占
の

問
題
の
先
取
り
で
も
あ
っ
た
。

　
私
財
の
大
半
を
福
祉
事
業
に
寄
付
し
な

が
ら
、
私
た
ち
の
支
払
う
講
演
料
は
気
持

ち
よ
く
受
け
取
っ
た
。「
柳
橋
で
遊
ぶ
資

金
は
、
自
分
で
稼
が
な
け
れ
ば
ね
」。
奥

の
深
い
交
友
関
係
を
持
っ
た
人
だ
っ
た
。

　
小
倉
昌
男
が
考
え
続
け
た
の
は
、
資
本

主
義
は
公
益
に
資
す
る
こ
と
が
で
き
る
の

か
と
い
う
問
題
だ
っ
た
。
そ
れ
は
、
ア
ル

フ
レ
ッ
ド
・
マ
ー
シ
ャ
ル
が
提
起
し
た
、

経
済
的
騎
士
道
は
あ
り
得
る
の
か
と
い

う
、
古
く
て
新
し
い
テ
ー
マ
で
も
あ
る
。

　
２
０
０
５
年
没
。
稀
代
の
名
経
営
者
に

し
て
、
本
当
に
、
形
の
よ
い
人
生
を
送
っ

た
人
で
あ
っ
た
。

（
な
が
の
・
け
ん
じ
　
前
Ｂ
Ｓ
ジ
ャ
パ
ン
社
長
）

次
は
川
本
一
之
さ
ん（
元
中
国
新
聞
社

長
）に
バ
ト
ン
が
渡
り
ま
す
。

　
私
が
初
め
て
小
倉
昌
男
さ
ん
と
お
会
い

し
た
の
は
、
１
９
９
５
年
の
初
め
の
こ
と

だ
っ
た
。
私
が
編
集
長
を
し
て
い
た
雑
誌

「
日
経
ビ
ジ
ネ
ス
」が
、
雑
誌
の
配
送
を

郵
便
局
の
配
達
か
ら
、
宅
急
便
に
切
り
替

え
る
と
い
う
大
胆
な
試
み
を
実
行
す
る
こ

と
に
な
っ
た
時
に
、
ご
あ
い
さ
つ
す
る
機

会
に
恵
ま
れ
た
。

　
こ
の
試
み
は
、
そ
の
後
、
阪
神
大
震
災

に
よ
る
交
通
網
の
混
乱
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま

な
ア
ク
シ
デ
ン
ト
に
も
見
舞
わ
れ
頓
挫
す

る
の
だ
が
、
私
に
と
っ
て
は
、
情
報
と
流

通
と
消
費
者
へ
の
サ
ー
ビ
ス
が
一
体
と
な

っ
て
、
場
の
流
れ
を
形
成
す
る
メ
デ
ィ
ア

社
会
の
変
質
を
考
え
る
上
で
、
大
変
勉
強

に
な
っ
た
。

　
ク
ロ
ネ
コ
ヤ
マ
ト
は
、
そ
の
後
も
、「
個

人
の
サ
ー
ビ
ス
に
資
す
る
こ
と
が
公
益
で

は
な
い
か
」と
い
う
揺
る
ぎ
な
い
哲
学
で

サ
ー
ビ
ス
を
広
げ
、
人
間
と
人
間
を
、
物

と
サ
ー
ビ
ス
を
媒
介
と
し
て
つ
な
ぐ
仕
事

を
提
供
し
て
き
た
。

　
私
は
、
ク
ロ
ネ
コ
ヤ
マ
ト
の
業
態
と
小

倉
昌
男
の
哲
学
は
、
わ
れ
わ
れ
マ
ス
メ
デ

　資
本

主
義

を
考

え
抜

い
た

経
営

者
ク

ロ
ネ

コ
ヤ

マ
ト

の
小

倉
昌

男
さ

ん
永

野
　

健
二

（
日

本
経

済
新

聞
出

身
）

集配ネットワークを構築した小
倉昌男さん（時事通信社提供）
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◆「
雇
用
平
等
法
を
阻
止
し
ま
せ
ん
か
」

　「
鹿
嶋
さ
ん
。
雇
用
平
等
法（
男
女
雇

用
機
会
均
等
法
＝
以
下
、
均
等
法
と
表
記

＝
の
制
定
前
は
こ
う
呼
ぶ
の
が
一
般
的
だ

っ
た
）は
日
本
を
危
う
く
す
る
。
成
立
を

阻
止
し
ま
せ
ん
か
。
そ
う
い
う
趣
旨
の
記

事
を
書
い
て
い
た
だ
け
る
な
ら
、
省
内
で

の
議
論
や
新
た
な
情
報
を
逐
一
お
知
ら
せ

し
ま
す
」

　
そ
う
訴
え
か
け
る
目
は
真
剣
そ
の
も
の

だ
っ
た
。
１
９
８
３
年
の
あ
る
日
、
均
等

法
が
制
定
さ
れ
る
２
年
前
の
話
で
あ
る
。

場
所
は
東
京
駅
八
重
洲
口
側
の
喫
茶
店
。

お
相
手
は
旧
労
働
省
の
キ
ャ
リ
ア
組
Ａ
さ

ん（
男
性
）。
労
働
省
は
82
年
７
月
に
、

均
等
法
の
制
定
に
向
け
て
男
女
平
等
法
制

化
準
備
室
を
設
置
す
る
。
実
行
部
隊
は
各

局
え
り
す
ぐ
り
の
優
秀
な
ス
タ
ッ
フ
で
構

成
さ
れ
、
Ａ
さ
ん
も
そ
の
１
人
だ
っ
た
。

　
均
等
法
を
作
る
準
備
室
に
Ａ
さ
ん
の
よ

う
な
人
が
い
た
の
で
は
、そ
の
２
カ
月
後
、

婦
人
少
年
局
長
に
就
任
し
た
赤
松
良
子
さ

ん
も
た
ま
っ
た
も
の
で
は
あ
る
ま
い
。
だ

が
、
当
時
は
そ
の
よ
う
な
時
代
だ
っ
た
。

　
取
材
で
会
う
企
業
の
人
事
担
当
者
や
役

員
ら
は
、
均
等
法
の
制
定
は
革
命
だ
と
一

様
に
不
安
を
隠
さ
な
か
っ
た
。「
企
業
は

女
性
が
一
定
年
齢
で
辞
め
る
こ
と
を
前
提

に
制
度
が
で
き
て
い
る
。
辞
め
な
く
な
っ

た
ら
海
外
の
企
業
と
の
競
争
力
を
失
い
か

ね
な
い
」と
言
う
人
ま
で
い
た
。

　
84
年
に
は
総
合
誌
に「
男
女
雇
用
平
等

法
は
文
化
の
生
態
系
を
破
壊
す
る
」と
題

す
る
識
者
の
論
文
ま
で
登
場
す
る
始
末
で

あ
っ
た
。
女
の
主
戦
場
は
家
庭
だ
、
と
す

る
性
役
割
の
固
定
化
が
崩
れ
る
こ
と
に
、

多
数
の
企
業
関
係
者
や
識
者
の
一
部
が
危

機
感
を
抱
い
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
そ
ん
な
時
代
状
況
の
中
で
は
、
Ａ
さ
ん

の
よ
う
な
官
僚
が
出
現
し
て
も
不
思
議
で

は
な
い
。
Ａ
さ
ん
な
り
の
憂
国
の
情
に
燃

え
て
い
た
が
ゆ
え
の
申
し
出
だ
っ
た
と
思

う
が
、
私
は
き
っ
ぱ
り
と
断
っ
た
。
固
定

的
に
性
役
割
を
考
え
る
の
は
限
界
に
き
て

い
る
こ
と
、
近
い
将
来（
85
年
）批
准
す

る
女
子
差
別
撤
廃
条
約
は
女
性
に
対
す
る

差
別
を
撤
廃
す
る
た
め
必
要
な
措
置
を
取

る
よ
う
求
め
て
い
る
こ
と
な
ど
を
挙
げ
、

均
等
法
の
制
定
施
行
に
向
け
て
記
事
を
書

い
て
い
く
と
申
し
上
げ
た
。

　
な
ぜ
、
こ
の
話
を
私
に
持
ち
掛
け
た
の

か
は
わ
か
ら
な
い
。
当
時
、
頻
繁
に
労
働

省
に
出
入
り
し
て
取
材
を
進
め
て
い
た

が
、
Ａ
さ
ん
と
は
名
刺
の
交
換
は
し
て
い

な
い
。
こ
の
問
題
の
取
材
は
女
性
記
者
が

中
心
で
私
の
よ
う
に
男
性
記
者
は
珍
し
か

っ
た
が
、
男
性
記
者
の
方
が
話
し
や
す
か

っ
た
な
ど
の
事
情
も
あ
る
の
だ
ろ
う
。

◆
脚
光
浴
び
た
初
の
女
性
総
合
職

　
後
日
談
に
な
る
が
、
85
年
に
均
等
法
が

制
定
に
な
る
と
間
も
な
く
、
Ａ
さ
ん
は
労

働
省
を
退
職
し
た
と
い
う
噂
が
伝
わ
っ
て

き
た
。
考
え
方
が
違
う
と
は
い
え
、
主
義

主
張
に
殉
じ
た
昔
気
質
の
官
僚
魂
に
触
れ

た
思
い
で
は
あ
っ
た
。

　
取
材
で
よ
く
会
っ
て
い
た
赤
松
良
子
さ

ん
も
、
均
等
法
を
形
に
す
る
こ
と
で
相
当

苦
労
し
た
こ
と
は
、
後
に
著
し
た
著
作
物

な
ど
を
拝
見
す
る
と
よ
く
わ
か
る
。
当
時

の
労
働
大
臣
Ｏ
さ
ん
は「
女
性
は
外
で
働

男
女
雇
用
均
等
、
共
同
参
画

　「
女
性
」を
書
き
続
け
た
記
者
生
活

�

鹿
嶋

　敬
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書 いた話　書かなかった話

い
た
り
せ
ず
家
庭
に
い
る
の
が
幸
せ
」と

い
う
女
性
観
の
持
ち
主
だ
け
に
、「
議
論

は
空
回
り
で
一
向
に
前
に
進
ま
な
か
っ

た
」と
書
い
て
い
る
。

　
と
は
い
え
、
当
時
、
労
働
省
を
取
材
で

訪
れ
る
と
多
く
の
女
性
た
ち
が
建
物
の
周

囲
を
取
り
囲
み
、「
赤
松
さ
ん
、
頑
張
っ

て
！
」と
拳
を
突
き
上
げ
、
シ
ュ
プ
レ
ヒ

コ
ー
ル
を
し
て
い
た
。
そ
ん
な
後
押
し
も

あ
っ
て
、
均
等
法
は
成
立
す
る
。

　
そ
の
成
立
に
立
ち
会
え
た
こ
と
は
幸
せ

だ
っ
た
が
、
徐
々
に
私
の
関
心
は
施
行
後

に
生
じ
た
新
た
な
問
題
に
移
っ
て
い
っ

た
。86
年
４
月
に
同
法
は
施
行
に
な
る
が
、

同
年
末
、
署
名
入
り
で
次
の
よ
う
な
記
事

を
書
い
て
い
る
。

　「（
均
等
法
の
施
行
で
）今
後
、
能
力
あ

る
女
性
は
普
通
の
男
性
に
も
差
を
つ
け
、

エ
リ
ー
ト
男
性
と
肩
を
並
べ
て
仕
事
を
す

る
は
ず
だ
。
だ
が
、
職
場
の
男
女
平
等
と

は〝
強
者
〟だ
け
に
居
心
地
が
よ
い
こ
と

だ
っ
た
の
か
、
女
性
が
男
性
化
す
る
こ
と

だ
っ
た
の
か
―
」

　
こ
の
文
章
は
、「
業
界
初
の
」と
い
っ

た
形
容
詞
で
華
や
か
な
脚
光
を
浴
び
た
り

し
た
一
握
り
の
総
合
職
女
性
を
念
頭
に
置

い
た
も
の
で
あ
る
。
男
女
別
の
処
遇
が
で

き
な
く
な
っ
た
の
で
、
均
等
法
の
施
行
前

後
か
ら
社
員
を
総
合
職
と
一
般
職
に
振
り

分
け
る
コ
ー
ス
別
雇
用
管
理
制
度
を
導
入

す
る
企
業
が
増
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
経
営
者
向
け
の
冊
子
に
は
、「
コ
ー
ス

別
管
理
の
考
え
方
は
、
男
・
女
の
問
題
か

ら
出
て
い
る
」と
い
う
一
文
が
あ
っ
た

が
、
そ
う
だ
と
す
れ
ば
同
制
度
は
男
女
別

雇
用
を
隠
ぺ
い
し
た
も
の
と
考
え
ざ
る
を

得
な
い
。

　
そ
の
後
、「
男
性
」対「
女
性
」と
い
う

対
立
の
構
図
は「
総
合
職
女
性
」対「
一
般

職
女
性
」、
さ
ら
に
現
在
に
至
っ
て
は「
正

社
員
」対「
非
正
社
員
」と
い
う
よ
う
に
拡

大
か
つ
複
雑
化
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

◆「
偉
く
な
り
た
か
っ
た
ら�

　〝
女
〟を
捨
て
ろ
」

　
記
者
生
活
の
後
半
は
管
理
職
が
長
か
っ

た
が
、
99
年
に
編
集
局
次
長
兼
文
化
部
長

を
卒
業
す
る
と
再
び
ラ
イ
タ
ー
に
戻
っ

た
。
同
年
は
、
男
女
共
同
参
画
社
会
基
本

法
が
制
定
施
行
に
な
っ
た
年
で
も
あ
る
。

「
均
等
処
遇
」の
次
は「
共
同
参
画
」か
、

と
思
い
、
取
材
の
比
重
を
移
し
て
い
っ
た

が
、
こ
ち
ら
は
な
か
な
か
厄
介
な
側
面
が

あ
っ
た
。

　
２
０
０
０
年
前
半
に
男
女
平
等
に
対
す

る
揺
り
戻
し（
バ
ッ
ク
ラ
ッ
シ
ュ
）の
動

き
が
あ
り
、
そ
れ
ら
を
い
ち
い
ち
紙
面
化

す
る
の
は
難
し
か
っ
た
。
男
女
共
同
参
画

と
い
う
概
念
は
、
固
定
的
性
別
役
割
分
担

の
否
定
を
奥
底
に
秘
め
る
。
そ
れ
を
読
者

に
理
解
し
て
も
ら
う
の
は
、
当
時
は
な
か

な
か
難
し
か
っ
た
し
、
男
女
雇
用
機
会
均

等
法
も
初
期
の
議
論
で
は
そ
の
問
題
が
浮

上
し
た
が
、
い
つ
の
間
に
か
立
ち
消
え
に

な
っ
た
。

　
要
す
る
に「
男
は
仕
事
、
女
は
家
庭
で

ど
こ
が
悪
い
？
」と
い
う
反
応
が
当
時
は

一
般
の
大
勢
を
占
め
る
と
ま
で
は
言
え
な

い
に
し
ろ
、
支
持
者
は
ま
だ
ま
だ
多
か
っ

た
の
で
あ
る
。

　
と
い
っ
て
、
そ
れ
を
脇
に
置
い
た
記
事

で
は
男
女
共
同
参
画
の
理
念
を
読
者
に
正

確
に
伝
え
る
こ
と
に
は
な
ら
な
い
。「
女

性
を
書
く
」悩
み
を
編
集
局
次
長
の
こ

ろ
、
同
僚
の
局
次
長
に
話
し
た
ら
、
こ
ん

な
ア
ド
バ
イ
ス（
？
）が
あ
っ
た
。

　「
お
前
も
も
っ
と
偉
く
な
り
た
か
っ
た

ら
、〝
女
〟を
捨
て
ろ
」

　
今
も
こ
の
時
の
や
り
取
り
を
思
い
浮
か

べ
る
と
つ
い
吹
き
出
し
て
し
ま
う
の
だ

が
、
結
局
、
定
年
を
迎
え
る
ま
で
、
私
は

〝
女
〟を
捨
て
な
か
っ
た
。

　
定
年
後
は
実
践
女
子
大
か
ら
の
お
誘
い

が
あ
っ
て
そ
こ
に
10
年
、
古
希
を
迎
え
て

今
年
３
月
に
退
職
し
た
が
、
そ
の
後
も
一

般
財
団
法
人
女
性
労
働
協
会
の
会
長
と
し

て
女
性
活
躍
関
連
の
事
業
や
フ
ァ
ミ
リ
ー

サ
ポ
ー
ト
事
業
を
推
進
す
る
な
ど
、
相
変

わ
ら
ず〝
捨
て
る
〟こ
と
は
し
て
い
な
い
。

５
年
ご
と
に
見
直
し
を
行
う
国
の
男
女
共

同
参
画
基
本
計
画
の
策
定
に
も
携
わ
っ
て

い
る
。

◆
よ
う
や
く「
女
性
活
躍
」が
主
流
化

　
そ
し
て
今
は
時
代
が
変
わ
り
、「
女
性

活
躍
」が
国
の
政
策
の
上
位
に
位
置
づ
け

ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。「
我
が
国
の
持

続
的
成
長
を
実
現
す
る
に
は
、
最
大
の
潜

在
力
、
女
性
の
力
の
発
揮
が
不
可
欠
」な

ど
の
政
府
公
文
書
を
読
む
に
つ
け
、
女
性

観
な
ん
て
そ
ん
な
に
急
に
変
わ
る
？
と
思

わ
な
い
で
も
な
い
が
、
本
音
は
ど
う
で
あ

れ
、
歓
迎
す
べ
き
時
代
の
流
れ
で
あ
る
こ

と
は
間
違
い
な
い
。

　
新
聞
記
者
36
年
、
大
学
教
員
10
年
、
会

長
職
半
年
と
、
計
46
・
５
年
の
職
業
人
生

の
中
で
大
半
を
女
性
問
題
に
費
や
し
た

が
、
同
時
に
そ
れ
は
男
性
の
生
き
方
を
問

う
男
性
問
題
で
も
あ
っ
た
と
思
っ
て
い

る
。
取
材
の
対
象
も
知
名
度
の
高
い
大
物

で
は
な
く
、
ご
く
普
通
の
働
く
女
性
、
男

性
た
ち
で
あ
っ
た
。
そ
う
し
た
中
に
、
結

納
を
終
え
た
直
後
に
海
外
で
の
交
通
事
故

で
若
い
命
を
散
ら
し
た
最
愛
の
娘
も
入
っ

て
い
る
。

　
通
夜
の
席
で
婚
約
者
が
呟
い
た
言
葉
。

　「
結
婚
し
た
ら
家
事
を
手
伝
う
と
言
っ

た
ら
、
そ
の
考
え
方
は
家
事
は
女
の
役
目

と
い
う
発
想
。
分
担
す
る
と
言
い
な
さ
い

と
叱
ら
れ
ま
し
た
」

　
こ
の
話
は〝
女
〟を
書
き
、
政
策
を
立

案
す
る
上
で
の
原
点
に
な
っ
て
い
る
。
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　「
放
浪
の
画
家
ピ
ロ
ス
マ
ニ
」と
聞
い

て
も
知
る
人
は
少
な
か
ろ
う
。
た
め
し
に

百
科
事
典
、美
術
事
典
の
類
を
探
し
た
が
、

そ
の
名
は
見
当
た
ら
ず
、
よ
う
や
く
近
刊

の
人
名
辞
典
に
10
行
ほ
ど
の
記
述
を
見
つ

け
た
。

　
概
要
、
こ
う
あ
る
。

　〈
１
８
６
２
・
５
？
～
１
９
１
８
・
４
・

７
？
グ
ル
ジ
ア
の
画
家
。
美
術
教
育
は
受

け
ず
、
チ
フ
リ
ス（
現
ト
ビ
リ
シ
）で
居

酒
屋
な
ど
の
た
め
に
看
板
や
絵
を
描
き
な

が
ら
放
浪
。
生
活
、
歴
史
、
自
然
に
題
材

を
と
り
、
静
的
で
量
感
の
あ
る
人
物
・
動

物
を
描
い
た
。
素
朴
派
の
画
家
と
し
て
ロ

シ
ア
で
注
目
さ
れ
た
が
貧
し
い
ま
ま
死

去
。《
百
万
本
の
バ
ラ
》の
歌
詞
の
モ
デ
ル
〉

（
岩
波
世
界
人
名
大
辞
典
）

　
百
万
本
の
バ
ラ
か
ら
加
藤
登
紀
子
さ
ん

の
歌
声
を
思
い
出
さ
れ
た
方
は
、
純
情
質

朴
の
絵
描
き
を
想
起
さ
れ
よ
う
。
そ
れ
で

も
ち
ろ
ん
間
違
い
は
な
い
し
、
映
画
は
貧

し
い
絵
描
き
の
酒
場
で
見
初
め
た
踊
り
子

マ
ル
ガ
リ
ー
タ
へ
の
報
わ
れ
ぬ
愛
も
、
こ

の
画
家
の
生
き
方
さ
な
が
ら
に
淡
々
と
描
　

く
。

　
だ
が
驚
く
の
は
、
こ
の
映
画
は
実
は
半

世
紀
ほ
ど
前
の
古
い
製
作
で
あ
る
と
い
う

　
な
ぜ
今
、
再
映
な
の
か
。
Ｈ
さ
ん
の
ほ

れ
ぶ
り
は
別
と
し
て
、
み
れ
ば
こ
ん
な
言

葉
を
思
い
出
す
人
も
い
る
だ
ろ
う
。
古
言

に
い
わ
く
、
濁
富
は
常
に
憂
い
、
清
貧
は

常
に
楽
し
む
。
日
本
人
に
は
無
名
で
も
ジ

ョ
ー
ジ
ア
人
な
ら
だ
れ
も
が
知
る
偉
人
の

物
語
で
あ
る
。

東
京
新
聞
論
説
主
幹
　
深
田
　
実

「百万本のバラ」の清貧
放浪の画家　ピロスマニ

（11.2）

こ
と
だ
。
１
９
６
９
年
グ
ル
ジ
ア

（
ジ
ョ
ー
ジ
ア
）映
画
、
ギ
オ
ル
ギ
・

シ
ェ
ン
ゲ
ラ
ヤ
監
督
、カ
ラ
ー
87
分
。

74
年
シ
カ
ゴ
や
イ
タ
リ
ア
の
国
際
映

画
祭
賞
に
輝
き
、
78
年
日
本
公
開
時

に
は
文
化
庁
芸
術
祭
優
秀
賞
。

　
だ
か
ら
み
た
人
は
い
る
。し
か
し
、

み
て
い
な
い
人
、
も
う
一
度
み
た
い

人
の
た
め
に
自
ら
が
絵
本
作
家
で
岩

波
ホ
ー
ル
勤
務
の
Ｈ
さ
ん
が
引
っ
張

り
出
し
て
き
た
。
ピ
ロ
ス
マ
ニ
に
ほ

れ
抜
い
て
新
婚
旅
行
に
グ
ル
ジ
ア
を

選
ん
だ
つ
わ
も
の
だ
。

東
京
・
岩
波
ホ
ー
ル
で
上
映
中

©
2015 Ertugrul Film

 P
artners

全
国
公
開
中

　
美
し
い
実
話
を
脚
色
も
加
え
て
、
さ
ら

に
美
し
く
描
い
た
。
感
動
と
共
感
の
仕
掛

け
が
満
載
で
あ
る
。

　
１
８
９
０
年
、
日
本
を
親
善
訪
問
し
た

オ
ス
マ
ン
帝
国
の
軍
艦
エ
ル
ト
ゥ
ー
ル
ル

号
は
帰
途
、
暴
風
雨
に
遭
い
、
和
歌
山
県

の
大
島
樫
野
崎
で
座
礁
し
、
機
関
が
爆
発

し
て
沈
没
す
る
。
死
者
は
５
０
０
人
を
超

え
、
助
か
っ
た
乗
員
は
69
人
。
大
勢
の
外

国
人
が
遭
難
す
る
と
い
う
、
明
治
維
新
か

ら
20
年
余
り
の
日
本
に
と
っ
て
経
験
の
な

い
事
故
だ
っ
た
。

　
映
画
は
、
大
島
に
住
み
つ
い
た
医
者
と

そ
の
娘
を
中
心
に
、
遭
難
し
た
ト
ル
コ
人

将
兵
を
地
元
民
が
い
か
に
手
厚
く
救
護
し

た
か
を
描
い
て
い
く
。
　

　
荒
れ
た
海
に
飛
び
込
ん
で
、
沈
み
か
け

た
士
官
を
引
き
上
げ
た
青
年
。
そ
の
士
官

に
心
臓
マ
ッ
サ
ー
ジ
を
施
す
医
者
の
娘
。

遭
難
者
の
冷
え
た
体
は
村
人
が
裸
に
な
っ

て
温
め
、
漁
に
出
ら
れ
ず
食
料
に
困
る
な

か
、
最
後
の
鶏
ま
で
焼
い
て
食
べ
さ
せ
る

の
だ
っ
た
。

　
上
映
時
間
の
３
分
の
２
余
り
を
過
ぎ
た

と
こ
ろ
で
場
面
は
１
９
８
５
年
に
切
り
替

わ
る
。
イ
ラ
ン
・
イ
ラ
ク
戦
争
下
の
テ
ヘ

ラ
ン
で
あ
る
。

を
利
用
し
た
い
政
治
の
影
も
ち
ら
つ
く
。

　
映
画
に
は
出
て
こ
な
い
が
、
こ
の
海
難

は
勃
興
期
に
あ
っ
た
日
本
の
新
聞
に
と
っ

て
速
報
競
争
の
嚆
矢
と
な
り
、
義
援
金
募

集
の
イ
ベ
ン
ト
と
も
な
っ
た
と
い
う
。
美

談
は
そ
う
し
て
消
費
さ
れ
て
い
く
。

朝
日
新
聞
論
説
委
員
　
真
田
　
正
明

日本・トルコ合作
２つの実話が紡いだもの

海難１８９０
（11.6）

　
イ
ラ
ク
が
無
差
別
攻
撃
を
始
め
る
時
間

が
迫
る
な
か
、
日
本
は
救
援
機
を
出
せ
な

い
。
取
り
残
さ
れ
た
日
本
人
居
住
者
の
た

め
に
ト
ル
コ
が
旅
客
機
を
派
遣
す
る
。

　
空
港
で
、
自
国
の
救
援
機
に
乗
れ
ず
に

不
満
を
爆
発
さ
せ
る
ト
ル
コ
人
を
ト
ル
コ

大
使
館
員
が
鎮
め
る
。
群
衆
は
日
本
人
の

た
め
に
搭
乗
口
へ
の
道
を
開
け
る
。

　
試
写
会
に
は
ア
フ
メ
ト
・
ビ
ュ
レ
ン
ト
・

メ
リ
チ
駐
日
ト
ル
コ
大
使
も
出
席
し
て
、

あ
い
さ
つ
し
た
。
安
倍
晋
三
首
相
と
エ
ル

ド
ア
ン
大
統
領
の
全
面
支
援
で
で
き
た
映

画
で
あ
る
。友
情
物
語
の
背
景
に
は
、そ
れ
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■
謎
と
恐
怖
の
楽
園
で�

ミ
ス
テ
リ
ー
批
評
55
年

権
田
　
萬
治
（
日
本
新
聞
協
会
出
身
）

■
日
本
兵
捕
虜
は
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
に�

オ
ペ
ラ
ハ
ウ
ス
を
建
て
た

嶌
　
信
彦
（
毎
日
新
聞
出
身
）

■
働
き
場（Ba

）
革
新

坪
田
　
知
己
（
日
本
経
済
新
聞
出
身
）

■
仮
面
の
日
米
同
盟�

米
外
交
機
密
文
書
が
明
か
す
真
実

春
名
　
幹
男
（
共
同
通
信
出
身
）

二
足
の
ワ
ラ
ジ
の
集
大
成
　『
松
本
清
張
　

時
代
の
闇
を
見
つ
め
た
作
家
』（
文
藝
春

秋
）を
出
し
て
か
ら
６
年
。
二
足
の
ワ
ラ

ジ
で
続
け
て
い
た
ミ
ス
テ
リ
ー
批
評
も
今

年
で
55
年
に
な
る
。
そ
ろ
そ
ろ〈
終
活
〉

の
時
期
と
考
え
て
、
こ
れ
ま
で
書
い
た
現

代
ミ
ス
テ
リ
ー
論
、
作
家
論
、
論
争
、
対

談
、
作
品
論
、
自
筆
年
譜
な
ど
を
ま
と
め

て
１
冊
に
し
て
み
た
。

　
松
本
清
張
、
佐
野
洋
を
は
じ
め
最
近
の

堂
場
瞬
一
な
ど
、
新
聞
界
出
身
の
作
家
も

多
い
が
、
ミ
ス
テ
リ
ー
に
ご
関
心
の
あ
る

会
員
各
位
に
も

ぜ
ひ
読
ん
で
い

た
だ
き
た
い
と

願
っ
て
い
る
。

ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
に
伝
わ
る
日
本
兵
抑
留

の
奇
跡
　
私
が
日
本
ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
協

会
を
設
立
し
た
１
９
９
７
年
以
降
、
10
年

以
上
に
わ
た
り
取
材
、
調
査
し
、
書
い
た

ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
で
あ
る
。

オ
フ
ィ
ス
激
変
の
時
代
　
昨
年
６
月
、
ア

マ
ゾ
ン
か
ら『
サ
ー
ビ
ス
文
明
論
』を
電

子
出
版
し
た
。
私
も
参
加
し
て
い
る
京
都

工
芸
繊
維
大
学
の
オ
フ
ィ
ス
研
究
グ
ル
ー

プ
が「
お
も
て
な
し
の
オ
フ
ィ
ス
」と
い

う
研
究
を
し
て
い
て
、
そ
こ
で
本
を
作
る

こ
と
に
な
り
、『
サ
ー
ビ
ス
文
明
論
』の

米
国
は
日
本
を
守
っ
て
く
れ
る
か
　
８
年

前
に「
在
日
米
軍
は
日
本
防
衛
の
た
め
に

駐
留
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
」と
明
記

し
た
米
機
密
文
書
を
発
見
し
た
時
は
正
直

驚
い
た
。
あ
え
て
今
、
こ
の
古
文
書
を
紹

介
し
た
の
は
、
新
し
い「
日
米
防
衛
協
力

の
た
め
の
指
針
」（
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
）に
作

為
的
翻
訳
の
事
実
が
隠
さ
れ
て
い
た
か
ら

だ
。
実
は
、
新
安
保
法
制
で
自
衛
隊
の
活

動
が
拡
大
し
て
も
、
米
軍
の
日
本
防
衛
へ

の
関
与
は
後
退
す
る
。
な
ぜ
か
。

　「
沖
縄
返
還
」や「
繊
維
交
渉
」、「
ニ
ク

ソ
ン･

シ
ョ
ッ
ク
」
の
秘
話
を
紹
介
し
、

同
盟
の
仮
面
を

は
が
し
て
、
そ

の
理
由
を
明
ら

か
に
す
る
。

光文社
３２４０円

マ
イ
B
O
O
K�

マ
イ
P
R

会 員の著書

　
中
央
ア
ジ
ア
の
収
容
所
で
過
ご
し
た
10

代
か
ら
30
歳
ま
で
の
４
５
７
人
の
日
本
人

捕
虜
は
、
旧
ソ
連
の
４
大
オ
ペ
ラ
ハ
ウ
ス

の
１
つ
と
な
る「
ナ
ボ
イ
劇
場
」を
ロ
シ

ア
革
命
30
年
に
あ
た
る
47
年
に
完
成
さ
せ

た
。
よ
く
知
ら
れ
た
悲
惨
な
シ
ベ
リ
ア
抑

留
と
は
異
な
る
波
乱
万
丈
の
建
設
秘
話

で
、
完
成
時
、
ロ
シ
ア
人
に
も
ウ
ズ
ベ
ク

人
に
も
感
謝
さ
れ
た
と
い
う
特
殊
な
胸
温

ま
る
話
で
あ
る
。
66
年
の
タ
シ
ケ
ン
ト
市

を
襲
っ
た
大
地
震
で
も
こ
の
劇
場
だ
け
は

ビ
ク
と
も
せ
ず
親
日
の
象
徴
と
な
り
、
先

日
、
安
倍
首
相
夫
妻
も
訪
れ
た
。

　
若
き
日
本
の
抑
留
者
た
ち
の
労
苦
と
協

力
・
和
の
精
神
が
中
央
ア
ジ
ア
全
体
に
多

く
の
親
日
国
を
作
っ
た
こ
と
に
繋
が
っ
た

こ
と
を
知
っ
て
い
た
だ
き
、
満
州
抑
留
兵

の
も
う
１
つ
の

秘
話
を
広
め
て

ほ
し
い
と
思
っ

て
い
る
。

ＫＡＤＯＫＡＷＡ
１７２８円

あ
ら
ま
し
を
第
１
部
と
し
た
。
効
率
優
先

の
作
業
場
だ
っ
た
オ
フ
ィ
ス
が
、「
知
的

創
造
の
場
」と
し
て
大
変
身
を
遂
げ
つ
つ

あ
る
。「
世
界
の
先
端
企
業
に
負
け
る
な
」

と
い
う
檄
を
飛
ば
し
た
本
で
あ
る
。
事
例

紹
介
が
豊
富
。

マ
ス
コ
ミ
企
業

も
見
習
う
べ
き

だ
。

白揚社
２３７６円

文春新書
８６４円

14
巻
で
た
ど
る
戦
後
ニ
ッ
ポ
ン
年
代
記

　
私
た
ち
は
ど
こ
か

ら
来
て
、
ど
こ
へ
行

こ
う
と
し
て
い
る
の

か
？
―
ジ
ャ
ー
ナ
リ

ズ
ム
に
携
わ
る
者
が
忘
れ
て
は
な
ら
な
い

問
い
だ
ろ
う
。
戦
後
70
年
の
節
目
に
足
掛

け
２
年
に
わ
た
っ
て
刊
行
さ
れ
た
写
真
集

は
、
こ
の
問
い
を
手
放
す
こ
と
な
く
報
道

を
続
け
て
き
た
通
信
社
の〝
中
間
報
告
〟

と
い
え
る
。

　
共
同
通
信
が
所
蔵
す
る
２
０
０
０
万
枚

も
の
報
道
写
真
か
ら
約
５
０
０
０
枚
を
厳

選
、
全
国
の
加
盟
社
の
秘
蔵
写
真
も
提
供

い
た
だ
い
て
編
纂
さ
れ
た
。「
１
９
４
５

―
49
　
廃
墟
か
ら
の
出
発
」と「
１
９
６

０
―
64
　
熱
気
の
中
で
」を
昨
年
10
月
に

刊
行
、
今
年
10
月
の
最
終
巻「
２
０
１
０

―
14
　
未
来
へ
の
選
択
」を
も
っ
て
完
結

し
た
。
戦
火
の
焼
け
野
原
か
ら
重
い
膝
を

上
げ
た
私
た
ち
は
、
幾
多
の
試
練
と
高
揚

と
哀
楽
を
経
て
、
再
び
大
震
災
の
惨
禍
か

ら
立
ち
上
が
ろ
う
と
も
が
い
て
い
る
。
そ

の
歩
み
が
、
曲
が
り
な
り
に
も「
平
和
史
」

と
し
て
の
70
年
で
あ
っ
た
こ
と
に
、
深
く

思
い
を
は
せ
た
い
。

（
全
14
巻
　
各
巻
２
７
０
０
円
　
共
同
通
信
社
）

ザ
・
ク
ロ
ニ
ク
ル
　戦
後
日
本
の
70
年

細
田
　
正
和（
共
同
通
信
デ
ジ
タ
ル
推
進
局
長
）

寄
贈
書

＊
全
巻
を
ご
寄
贈
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ラ
ウ
ン

ジ
の
書
棚
に
あ
り
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。
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日本記者クラブ賞・特別賞候補をご推薦ください
　日本記者クラブ賞・特別賞の募集が始まりま
した。締め切りは来年１月30日（土）です。
■日本記者クラブ賞
　取材、報道、評論活動などを通じてジャーナ
リストとして顕著な業績をあげ、ジャーナリズ
ムの信用と権威を高めた個人を顕彰します。会
員および会員社に属する方々が対象です。クラ
ブ会員であればどなたでも推薦できます。
■日本記者クラブ賞特別賞
　2012年に新設された特別賞は、原則として会
員以外のジャーナリズム活動を顕彰します。た
だし、会員社の取材班・番組班などチームとし
ての業績も特別賞の対象となります。推薦はク
ラブ会員だけでなく、日本新聞協会および日本
民間放送連盟加盟社に属する方であればどなた
でもできます。

＊
　両賞とも、推薦者は所定の用紙で、推薦理由
（2000字以内）と参考資料を添えて提出願いま
す。推薦書はクラブのウェブサイトからもダウ
ンロードできます。
　詳細は事務局の本庄（03-3503-2754）へお問い
合わせください。

情報発信
　クラブ施設では会員による各種の会合が行われています。
企業や大使館などの賛助会員も記者発表の場としてクラブ
を利用しています。
■第４回日本医学ジャーナリスト協会賞　発
表・授賞式・記念シンポジウム

　今年度の受賞作が発表された。授賞式後は大
熊由紀子・元朝日新聞論説委員の司会によるシ
ンポジウムも行われた。受賞者は次のとおり。
　＜大賞＞『新薬の罠　子宮頸がん、認知症…
10兆円の闇』鳥集徹さん（ジャーナリスト）／
NHK・ETV特集『薬禍の歳月～サリドマイド事
件50年～』石原大史さん（NHKディレクター）／
日経サイエンス「STAP細胞をめぐる一連の報
道」古田彩さん（日本経済新聞社科学技術部次
長）、詫摩雅子さん（日本科学未来館科学コミュ
ニケーション専門主任
　＜優秀賞＞『認知症になった私が伝えたいこ
と』佐藤雅彦さん、『私の脳で起こったこと～レ
ビー小体型認知症からの復活』樋口直美さん／
TBS報道特集「精子提供・出自を知る権利、そ
して、新しい家族像をめぐる一連の番組」川畑
恵美子さん（TBS報道局）（11.6　会見場）

■一般社団法人産業競争力懇談会　法人化披露
パーティー

　クラブの法人賛助会員として10月入会し、プ
レスセンター4階に事務所を構える産業競争力
懇談会が、一般社団法人化とオフィス移転を記
念してパーティーを開いた。甘利明・経済再生
担当相、島尻安伊子・内閣府特命担当相らが参
加した。（11.12　10階ホール）

■2015年度日本新聞協会賞　記者講演会
　同賞受賞記者らが取材の舞台裏や苦労を語っ
た。登壇者は高梨ゆき子・読売新聞医療部主任、
大山文兄・産経新聞写真報道局ニュース担当部
次長、松井慎央・信濃毎日新聞報道部次長、吉
田好克・NHK社会部副部長。（11.13　10階ホール）

■緊急開催イベント「地方創生　第２ステージ
の処方箋」　主催：早稲田大学マニフェスト研
究所
　「横並び政策が通用した地方創生第１ステー
ジは終わった」としたうえで、今後求められる、
住民や企業などの「民力」を集結した地方創生第
2ステージの処方箋を探ることをテーマに開催
された。登壇者によるパネルディスカッション、
政策提言に約200人が耳を傾けた。（11.17　10階ホ
ール）

■新聞公正取引協議会　第15回会員総会　「日
本新聞協会地域貢献大賞」表彰式
　日本新聞協会は全国の新聞販売所や新聞販売
同業者組合などが行っている地域活動を顕彰し
ている。2015年の「地域貢献大賞」にはASAニュー
タウン西白井（千葉）の「主役は子どもたち　ASA
子ども元気塾！」が、「地域貢献特別賞」には
ASA上新庄（大阪）の「『認知症サポーター』運動

とその普及」が選ばれた。このほか北海道新聞
札幌鉄北・中田販売所、熊本日日新聞宮原販売
センターなど19件が地域貢献賞を受賞した。
（11.19　10階ホール）

■「朴裕河氏の起訴に対する抗議声明」　発表
会見
　『帝国の慰安婦』の著者である朴裕河さんがソ
ウル東部地検から名誉毀損罪で在宅起訴された
のを受け、「学問・言論の自由」を奪う行為だと
深く憂慮する立場から、日米の学者やジャーナ
リストを中心にした有志54人が抗議声明を出し
た。上野千鶴子、小森陽一、若宮啓文の各氏ら
が会見して声明文を発表した。（11.26　会見場）

■世界人口白書2015　記者発表会
　12月3日の「世界人口白書2015」世界同時発表
に向け、記者会見が行われた。今年は「『嵐』か
ら身を守る～危機にさらされている世界に住む
女性と少女のための革新的計画～」をテーマに
作成された。今回の白書では、第2次世界大戦
以降最多となる１億人以上が人道的援助を必要
とするなか、その4分の１が15 ～ 49歳の女性
であることを踏まえ、彼女らのニーズを満たし
権利を保障するための行動を呼びかけている。
（11.30　会見場）

■放送人政治懇話会
　テレビ・ラジオ局の現役・OBらによる勉強会。
山下芳生・共産党書記局長（11.4）、伊吹文明・元
衆院議長（11.11）、馬渕澄夫・民主党副幹事長
（11.18）をゲストに招いた。
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予約電話　和食 3503‒2723　洋食 3503‒2766・2731

⃝和食レストラン（9階）   ☎3503‒2723
⃝洋食レストラン（10階）   ☎3503‒2766
⃝貸室予約、宴会打ち合わせ   ☎3503‒2724
⃝受　　付   ☎3503‒2721

⃝会員事務   ☎3503‒2727
⃝経　　理   ☎3503‒2728
⃝クラブ行事への申し込み   ☎3503‒2722
⃝ 会見申し込みアドレス   kaiken@jnpc.or.jp

会報委員会

会員現況 ⃝法人会員：135社　⃝基本会員：745人　⃝個人会員：1,352人　
⃝法人・個人賛助会員：64社・142人　⃝特別賛助会員：100人　
⃝名誉・功労会員：12人　⃝学生会員：155人 計：199社・2,506人

クラブの電話　ダイヤルイン

2016年の日本は？　経済見通し研究会
　年初恒例の「経済見通し研究会」を2016年も開
催します。おなじみのエコノミストから初登場
のゲストまで、さまざまな側面からお話をうか
がいます。会見予定とテーマは以下のとおりで
す（12月3日現在）。会場はいずれも10階ホール
です。
■1月13日（水）15：00 ～ 16：30
　早川英男・富士通総研経済研究所エグゼクテ
ィブ・フェロー：日本経済全体の先行き、金
融政策の在り方
■1月18日（月）13：30 ～ 15：00
　渡辺博史・国際協力銀行総裁：世界経済の行方
■1月18日（月）15：30 ～ 17：00
　武者陵司・武者リサーチ代表：市場からみた
日本、世界経済
■1月20日（水）15：00 ～ 16：30
　藻谷浩介・日本総合研究所主席研究員：地方
経済を診る―現状と行方
■1月22日（金）15：30 ～ 17：00
　山口義行・立教大学経済学部教授：中小企業
の動向、「草の根」の視点からみた日本経済
■₂月₅日（金）13：30 ～ 15：00
　武田洋子・三菱総合研究所政策・経済研究セ
ンター副センター長：日本経済と世界経済の
行方

＜法人会員代表変更＞　
東奥日報社　蛯名克律・取締役東京支社長（旧・鳴
海成二）

＜訃報＞
　饗庭孝典会員（NHK出身、81歳）が10月１日、
杉野直道会員（テレビ東京出身、85歳）が11月5
日、石井彰会員（NHK出身、80歳）が同1３日、死
去されました。謹んでご冥福をお祈りいたします。

和食　師走懐石（12/28まで）

　前菜：穴子小袖寿司、ふぐ煮こごり　お椀：玉
子豆腐�海老葛打ち　お造り：三点盛り　焼物：
鰤照り焼き　煮物：海老芋�蟹黄味煮　揚物：ふ
ぐ唐揚げ　食事：稲庭うどん　水菓子：季節の果
物　グラス冷酒付き（5,400円）� （板長：大井由光）

洋食　いのしし肉のシチューコース（12/28まで）

　ズワイガニ肉のサラダ仕立て、オイスターチャ
ウダーまたはポタージュ、丹波篠山産いのしし　
頬首肉のシチュー　温野菜添え、チョコレートナ
ッツサンデー、パン、コーヒー付き（3,780円）。ラ
ンチ、ディナー（土曜日はランチのみ9階レスト
ラン）ともにご利用いただけます。�（シェフ：黒須修一）

ふぐ懐石をご利用ください　１月29日（金）まで

　好評の「ふぐ懐石」コース（5,940円）を提供し
ています。刺身、唐揚げ、鍋などふぐづくしの
懐石をお楽しみください。予約（0３-３50３-272３）
をお願いいたします。
忘年会、新年会は個室で　１月30日（土）まで

　年末年始の会合にお使いいただけるプランを
用意しています。洋食8品と寿司、そばでお一
人3,240円、2時間の飲み放題（1,404円）にする
こともできます（別途、部屋代）。ご予約は0３-
３50３-2724へ。

会員名簿をお送りしました
　12月１日現在の「会員名簿」を作成し、12月初
旬に発送しました。お手元に届いていない方や、
落丁・乱丁など不備があった方は、事務局の青
山（0３-３50３-2727）までご連絡ください。

年末年始　閉室のお知らせ
　レストラン、ラウンジの年内営業は12月28日
（月）までです。事務局も12月29日（火）から１月
3日（日）まで閉室いたします。新年は１月4日
（月）から、事務局、ラウンジ、レストランとも
平常どおりオープンいたします。

12月の行事予定（12/3現在）

11㊎ 14：00 ～ 15：00　10階ホール
記者会見　石毛博行・JETRO理事長

15㊋

13：00 ～ 14：30　9階会見場
記者会見　福井健策・弁護士
15：00 ～ 16：30　9階会見場
戦後70年　語る・問う㊶
中島岳志・北海道大学准教授

レストラン＊価格は全て税込みです

委員長＝飯塚　浩彦
委　員＝稲沢　裕子　大寺　廣幸　佐塚　正樹 

鈴木　　仁　高橋　　茂　長﨑　和夫 
藤井　良広　藤澤　秀敏　向山　明生 
渡辺　大祐

（事務局：長谷川和子　村田　茜）

☎03‒3503‒2752　FAX 03‒3503‒7271

●金泳三・韓国統一民主党総裁（1989.2.1）
●６党党首討論会（2009.8.17）
●９党党首に聞く（2010.6.22）
●₁₁党党首討論会（2012.11.３0）
●９党党首討論会（201３.7.3）
＊「音声アーカイブ」へは、クラブウェブサイトの
トップページからアクセスできます。

■音声アーカイブ（日付は会見日）重要会見の音声録音

http://www.jnpc.or.jp/HP更新情報
■会見詳録　会見の全文文字記録版
●昼食会・記者会見「デジタルとモバイルの世
界への移行」マーク・トンプソン・ニューヨ
ーク・タイムズ社長兼最高経営責任者（日本
語・英語）（2015.9.25）
●研究会「リセット　東京五輪」①「五輪エンブレ
ム問題と著作権」福井健策・弁護士（2015.9.28）
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撮影：望
もち

月
づき

　亮
りょう

一
いち

（毎日新聞写真映像報道センター）

思い思いの仮装で＝東京・渋谷駅前、₁₀月₃₁日

写 真 回 廊

　
ハ
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ィ
ー
ン
の
夜
に
、
コ
ス
プ
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じ
け
た
彼
女
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中
に
も
、
手
当
て
済
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が
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。
来
年

の
成
人
式
用
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れ
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商
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は
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に
ヤ
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て
い
る
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り
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デ
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、
こ
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奇
抜
な
テ
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ビ
Ｃ
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に

驚
い
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だ
暑
い
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ろ
だ
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た
。

　「
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れ
、
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待
っ
て
ろ
、
ハ
タ
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！
」

　
日
常
の
あ
い
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つ
で
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疲
れ
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れ
る
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、

気
遣
っ
て
言
う
あ
い
さ
つ
の
言
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」（
日
本
国
語
大
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典
）の

｢

お
疲
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様
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い
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若
い
人
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ら
う
メ
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れ
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ス
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い
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リ
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井
か
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バ
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以
来
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済
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任
な
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あ
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